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本』は下西郷一本松迎跡斑u-r:;]制在報告子?である。
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調査は丙郷 1~;.総街路 -'1'-1'1に It う緊急湖在として 吾JE1i務契約に基づき、書花町岨阜rIi (上

本部道路建設J却の訓査綴岱(;旧により、畳JE 荷捌泊怯 I~ll li教育文化脹興'IU'，凶が~施した。

3 調査i嗣聞は下記のとおりである。

現地調査 司り斑 11if-4f1 14日~ヰ勺.1:11均一9Jl30 11 

4 訓査面積は928m'である。

5 調査組織は下Jじのとおりである。

調査主体高 刷憎止J;l市教育文化仮興本業団理事長 佐藤左右古

事務局 刷揃μ.1市教育文化賑興'1<l!1宝11唱厳文化I!t;調査*務所且 'I'L正義晃

調査但当 )1川祥子高木 晃{棚補佐-"，Irlí教育文化11\興τI<~団司1\厳文化財調査事務所)

調査n 沢日1iJ' 郎

調査補助n ~l持利l主棚椛英子辻 i，!年 f 轟 和子

作業員 ).ij谷克己河合 j'Jf. 凶1千平仏公 山本政nl 安旧企- . '11!l 修 三品 彬

小僻 茸江崎浩也 立川 )) 友保有紀 怯雌申告 f-，，11日きみよ

)1川町1子吉藤草子神首すみ子

6 Jf掘調査は北区 (A-E区)と南区 (F-G区)にわけ、北区を)f川 高木が、南区を高木が行

い、内廟(舷阜市教背番n会社会教育[却) 山日11工久(制服阜市教育文化振興事車問哩蔵文化財調

資事務所)がこれを補佐した。

7 迎桝のIZI版穂町 村，.1:1主n木 井川が行った.

8 迎物の型監理作 jil~. 沢 111 . {t持 i査膝 iiiflll . .'f蝉.)1川 神谷の協力のもと)1川が行い、内刷

がこれを補佐した.

9 遺物の実測は沢111が、遺構遺物図版のトレースは~持が行った.

10 遺物の写真船影は佐雌;(=i文氏に依頼して行った.

11 本自の執筆I~) I" 'I 白木 内服が担当し、綱島は)1川が行った。

12 執筆分担{立、目立にltl献した。第 61;1自然科学分析のみ文町iに記した。

13 t器 陶磁器の編年制については下氾の骨氏に御教示を頂いた。

弥生土能(小1m 石且l立人 (倒?愛知県耳目蔵文化財センタ ー)

m!J!.器 渡辺博人 (各務原rli耳It蔵文化財調査センター)

灰糊陶出 厄野普柿 O;t 1:11国立叫物館)

山茶腕 政沢Hlii {働瀬JidÎ t!I~厳文化財センター)

14 本遺跡の自然科学分析は(楠パレオ ラポに依頼した。

15 !¥!地調査及び般理作業の，却紅で下記の方々槻!日』に棚指導 御協力を賜った。



内崩信雄(蚊1;1rH教育苦n会) 小野木学千立}lj~ 成瀬正勝藤田英同(刷階阜県文化財保

護センター) 椀拡大Ui(~'也田町教育苦n会) 鈴木 元(大JTITIt教育委n会) 大熊&弘(各

務即市埋蔵文化財哨査センター)

16 調査記録且び出土遺物は(財j剛山市教育文化振興事業団で廿到している。

凡 例

遺構

l 図ιl'の方位は真北を示し、座標は凶車座照第四座標系に単拠している。

2 .i盟桝実測図の縮尺は 1/50 . 1/25を基本としている。

3 )j'jl押の略号は下記のとおり聞いた。

住居 5B、淋 5D 土坑 5K、土坑品 52 柱穴小穴 P、その他 5X 

4 ;立構番号は北南区を過して付け、原HlJとして発掘調査時の番号を111いている。

遺物

l 過物実測図の縮尺は土滞は 1/3を基本としている。石i告は 1/2.1/3.1/4である。金属製

品は}jj!"'1である。

2 匝l中のスクリーントーンは赤彩を示す。

表

l 第3表の数値は接合怯の破片数である。

2 第3表の弥生土器と土師協は、弥生土端が弥生中)射能半の土慌で、 土師慌はそれ以外の弥生土

器土面11協とした。
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第 l章 発掘調査の経過

第 1節 発掘調査に至る経緯

平成 10年度 岨1;η1.1白木部道路建設課から岐山rli教育委員会社教育牒へ西郷ーリ線街路事業に関連

して四!脱文化財の取り披いについて開会があった。Ili教育委11会では、当事車予定地内に下西郷一本

松遺跡が合まれていることから、文化財保護法 tの手続きと本淵在!日の試掘調査について説明を行っ

た。平成 10'1'21'126目、1011 28日の2度にわたって道路建設'1"定地内に数カ所のトレンチを設定して

遺構 遺物の有畑、土貯の状態専を検討した.その結梨、遺跡1m定範囲北端部以外全域において古墳

時代を主体とする遺構 冶物が存在することがI~I らかになった 山。 以桐明査の結』棋を受けて、平成 11

年度に発掘訓在(調査主体は刷泊位阜市教育文化接興本業団)を:起胞することとした.平成 11'" 1 11 20 

日付けで文化財保護法第57呆の3の発掘調査通知lが般阜市長から文化庁あてに鎚11¥された。これに対

L平成 11'1'2118日付けで県教育長から岐阜市民あてに、事前に宛揃悶査を実施する旨の指示があっ

た。平成 11'1'4月6日付けで剛岐阜市教育文化振興事業団型車品 Ofi教育長)から文化片あてに文化

財保護法節目条の届け出を行った.

1 岐阜市段作司書"会『平成9. 10年度岐恥前市内遺跡発..1筆'IH'ilfJ 19!殉

第 2節 発掘調査の経過

調査区は全員約 113mを測旬、範囲内で川水路が東西方向に l朱横切るため、これを境に北区と市

区を設定した.北区を 15m毎に区切り、 1tから舶にA-E区の名称を付け、また南区は南北に2分開l

し、 F.G区の名称を付けた。淵査は北区からイCfl-し 4月 14日-16日で表土を抑l吉、事務所の般

世現場でのJn噂備が終了した怯 4月21日から迎構検出を開始した。平成 10年2H 26目、同年 10

月28日に行った2度の拭捕の結県から、特に南部で遺構が集中していることが予忽されたが 地山と

遺構埋土との判別が難しく、検出作業は困難を極めた。それにもかかわらず、北区においては、 11棟

の炉 カマドを伴う住居跡、焼失住居 (SB09. 12)、土器邸側をともなう遺構 (SKOl. 02 師、

SD03)、11mが出土 した土坑j品 (SZO!)をはじめ、事くの遺構を峨認した。7H 141.1に t郷小学校の

5 . 6年生を対盈として遺跡見乍全を実施し カマドを持つ住居の構造について脱明したo 7円22日

に空加を実施し、 8月6日に北区における澗査を終了した。Iti区の表土剥ぎは 7H 30日から開始し、

北区の作業と並行して行った。8月4E1から検出作業を開始したが、北区に比べ、地山 過梢思土に

若干の質の述いが認められ、)l1榊検出が容易になった。 しかし F区において、』相、範囲で6つの住lIj

跡がmなり合っており さらに調査区111央部では数長の満が切り合っていたことから、切り合い関係

の判断に T~ I::l 取 っ た . 遺構監は多くないが、焼失住居 (S630) や高蔵191の土出品績を伴う土坑

(SK09) などを確認した。 ~mは9 月 1 4 日に行い、市区での捌査は 9H 29日には終了した。91130日、

10 FI 1日の2日1111で事務所帯の倣去作果を行った。盤理作車.報告"，If作成作業は現場と並行して行い、

平成 12.'1'3f131日にすべての作業を終了した.
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第 2章遺跡の立地と環境

第 l節 治閥、の草地

下回郷 本松遺跡は、岐阜 rfïの西側、糸口町内を市北に掠れる棋I~川が形成した扇状地上に立地し

ている.恨1，(川扇状地の範聞は半径約8kmを測り、簡は三水川と大野台地 点は'品野大地に控する

ffli積40平方キロメートルの脱棋を持つ.

約 l 百年前、桜I~川は断府谷の恨尾谷を 1111流し、山地から平野部に出るiJiI 1 (本巣町)1.1)丘で厳川、

l~jLlI JII 、古糸口li l 、 15船尾川に分流していた。 分rniの旦![山としては、Ii:ar~部には洪水の肢に大htのJ:

砂が巡ばれ、洪水が特わると、この土砂が川の流れを防ぐようになったことが本げられる。棋尾川は

山地から砂院を如11¥し、平野部に至ると急激にjuf川の週摘r.JJが衰え、拡散的に砂礁を堆積させた.制

16川ιUJ.;地は、このような作間により、 111LJ付近を頂点として形成された綴傾斜の扇状地である。級

制斜となった理山としては、平野部ですでに堆積していた濃III第一際層の傾斜がそれほどZ・でなかっ

たこと、古棋尾川の水量が多く、網状流路によって流水が広い地域に土砂を遡んだことが挙げられる。

この扇状地においては、地点下に 1-2mの砂。シルト層の堆積があり、その Fに}引、際貯が認めら

れる 。 緩傾斜の};J，!状地は中州のような流路の~;Mによる紡錘形や韮形の平 lfír形を成す微日地と、 111河

辺ないし河l町の低地からlocる.下西郷一本松遺跡がある同郷七郷地区はこのrllの微民地に相当する。

1*有文猷〕

丙舗の歴史刊行会 「両得の阪史J~ 1" I従"
・去恥.¥ir・I..tr.‘市曳』温史編 蝉始古 代中 継 1製殉

第 2節周辺の泣跡

下西郷一本総遺跡は、耐巾rliの西部、糸口町との境近くに(lf白する。 ド西郷一本松辿跡のあるこの

間郷地域周辺は 平成2-7年度にかけて実施された岐阜市遺跡詳細分布調査によって古代から11'世

にかけての遺物が散布する遺跡が多数見つかった.それ以前は古哨以外の遺跡は、 一部弥生中間iから

i刻IJにかけての遺物の散布が知られるのみであった.

周辺過跡を時代ごとにみると、 lI!野台地jt凶端に立地する御望A遺跡は、1'1，1(3'1'-5年度にかけて

先制調査が行われ、制文時代iIIf則怯誕の!IS部跡であることがわかった。その他にも純文時代中J9J後葉

弥生時代後期の{上限跡 rj 1 Ittの淋も見つかっている。ほかに縄文時代の泊跡として式塚遺跡がある。

弥生時代から古明時代にかけての集誌は、御噌山の両方の扇状地上に立地する犬塚遺跡では弥生中

JOIから後期にかけての 1::11が探取されている.御171川から雨に延びる緩やかな主任上に立地する淵山

1:遺跡では弥生時代i刻。!の高u:が際取されている。

また近年の試揃調査で. jW~川扇状地上の中西郷日遺跡では満が検出され、 I lj t.n: 11年代末のこt 師待

~rF!~日告が出1:， _I:V~郷C辿跡では竪穴住居跡が検出され、須恵器 1:1:引l出n-.が !，，!j郷A遺跡では.m

.'!~協が IJ\ .:L 上況も八幡辿跡ではi!j!j員時代の土器が山 lーしている 。
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第 1図 周辺遺跡分布図 {国土勉理髭先行1: 2拙 加 治 形 図 惜 剖 使 用}

IT本郷一本松辿跡 2上凶郷A辿跡 3 船来山古噴I~ f: 4上凶郷B遺跡

5大塚遺跡 6 )<;1ま古Jf!昨 7御盟古墳昨 8洞第2i'illlf.1

9 1:.西郷C遺跡 10御望lA遺跡 11 i'岡部 l古境問 12桐山一t遺跡

13醐望B迎跡 14御望C遺跡 15 Il¥野綱遺跡 16今川遺跡

17 '11西郷A遺跡 18中西郷中遺跡 19 rjl阿郷C遺跡 20中西郷B遺跡

21小野B遺跡 22処肝城下町辿跡 23小野AiJl跡 24下両郷D遺跡

25小西郷遺跡 26 -F西郷C遺跡 27下両郷A遺跡 28下西郷A遺跡

29小西郷副木遺跡 30附改凹村iiif遺跡 31 .. ，，'<凹宮内遺跡 32 101元主日間過跡

33東改削pm遺跡 34上尻毛八幡遺跡 35又九遺跡 36川部A遺跡

37木田遺跡
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第2図発掘胴査位置図

古慣については、主に繍穴式石室を主体とするl~ïJa r.fが御望山や船木山にみられる.

F西郷一本松遺跡からjtへ的3k.にある榔盟山には刊から犬塚古崎群、御ヲI占ttl併、洞第 l古ttl群、

洞節2古墳群がある o fi:.塚古111昨は西端南麓にi立但し、 2基の古噴が確認されており、と也に内部主

体は横穴式石室で、 ILI刀 鉄鎖須恵器のn府:杯身が出土している。御哲，ij墳併は，ti斜Tfii山麓にl立

ii1L.， 4基が確認され、 一部の127I員は横穴式石室であることが知られており、 j且由、日;l(祁身 肉料

平版)が出土している。淵第 l古ttl併は南館にi立iEし、現在2基の古噴が確認されているが、内部主

体は横穴式石室で、Ji矧(勾玉管玉) 五nl鋭 iι刀須恵器(杯身高杯)が出土している.洞

第2古噴併は現在 5t~の古墳が確認されている . 内部主体は犠穴式石宝で、:li矧(勾玉 智玉)直

刀ー須恵器(杯身高村: 雌 平版など) 上師器 (蛍)が出土している。

北西へ約 2km 岐阜市。糸口町 本巣町にまたがる船来山には船来山古Ifl併がある。占くから鋭を

IH土した24号ttl. 27号明などの前期古噴や、多くの横穴式石室が知られていた。平成 7・8年度に

は3市町で尭柑し羽査が行われ、多数の古墳が確認、捌査された。

古代から中世 近IIIにかけての遺跡として!日野台地上には御望C遺跡県野制遺跡今川遺跡、小

野A遺跡、県野台地阿端部から般尾川扇状地上には中西郷。中遺跡魁/.，"川左liE扇状地上には上西郷

A遺跡上西郷C遺跡、 11'丙郷A遺跡、中西郷B遺跡小阿郷遺跡 F阿郷D遺跡、板居川右仰の白

献捉防上には木田遺跡‘板H1川 Li: J.;~扇状地上には)l!改I.I IPl勝遺跡が立地する. これらの古代から中 III

の追跡については矧思却が多く、灰紬陶器が減少し、山茶碗が灰事陶器とほぼ11I!ー数量に留まるか、

さらに減すするといった削ri-rJの遺跡が多く、この現晶は岐申市西部のiLG郷地区周辺に児られるという

分析もなされている 川.
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近世IJJJ!Iにはみ;遺跡の北点 1.8IIIのJM野台地の It両端にm野城が築かれ日肝i躍が成立した.しカ

し、城 Eの移Jjによって陪領と滞領にわけられた

(it】

(])内Jlil:U帳簿30; ~!iE (鮫'込山における市代中t慢の集係.iDMの鋤向)J

1995 rll1巾市遺跡J・分.測俗tlU'jjlJJ

【...・!)
"巾，11r・"，旬、，"史j史"剣今古 文化財""

・2恥，Hll作費"会『御4!.dI防ー巾溢丙郷 iり録湿"， 係省ザム、党細川伎の.k!U-J 1倒4

・，..\;Jj\， li段1tllU会『結山市瑚鵬J細分仙調従~:~lIJJ 使褐

'11;¥，11教ff'llU会 f平成5-7iJ'岐岐巾t1i珂!a!J:I単属文化似網代似の，.1J ]996 

岐 1;¥，10敏行''''会刊勺え7旬m賀市内遭跡発掘調先制的措J，使.

峨臥，1，'敏 ffJW会 rl~tR 8年度岐1;¥市市内遺跡発似測.制作栴J1997 

崎市，li(.( ff'tW会 f判定 911'. 1'1(・l，l' t;\ ， li市内遺跡先祖国調~似の榔J ，関8

，"';¥，Iil(作<1"会 f平成9. 10年度岐・1川s市内迎跡発掘調t主催;町内J ，使.

酬先月t市政ff文化骨1""濃'"平成 10'1I司eJ!l'・J抑制l内a防犯.. 訓fCJll'i削震醐

糸R町教fflm会 ~l帳町紘狩1HI会『船来山白附野J ，後淘
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第 3章 遺跡の概要

第 l節 層位

以下に記す貯位は、 一部を除き澗査区の西壁において確犯したものである。

1 a層(表土防) 附褐色土。現代の回の耕作土である。北区生成において陥誌でき、厚さは30四前

怯と平均している。

1 b層(表土陪) 黄色砂睡陪。現代の住居建築のために盛られたものである。南区全域で陥誌でき、

厚さは約 1mを測る。水平に感り土されている。

1 c層 灰色砂質ンルト 。現代の聞の床土であり、非常に硬く締まる。A-E区で確認でき、厚さは

lOcrr削後と 定である。

1 d膚県灰色粘質土。F.G区で確認でき、厚さは約20crnと一定である。

E層(遺物包古層) 時制色砂民ンルト 。 鉄分を~く古み、再!く締まる . A . B . C区において確認

でき 501によって切られている。またC区においては灰制色砂慣ンルトになる。

illa届(遺物包含府) 背灰色砂質ンルト 。均質で混じりもなく 硬く締まる。E区でのみ確認でき

た。本府を取り除いた而で5BI8、504を検出したことから ある時間lにこの部分で地形が市ち込ん

でおり、のちに本貯が堆制したと考えられる。

illb層(遺物包古層) 灰褐色ンルト。F区でのみ確認した。

illc雇 oll物包合府) : I llH~制色シルト 。 F.G区で確認した。 本屑よ而から 507 が掘り込まれてい

る。

illd雇臼虫物昌吉防) : I阿賀灰色シルト。G区でのみ確認した。

ille層心昌物司古陪) 附灰色ンルト。G区でのみ確認した。

ill f層(遺物包合陪) 灰色粘質シルト。硬く締まる。G区のみで確認した。

町層 寅灰色粘質ンルト 。本貯の上而で5B32を検出した。1tに向かつて厚くなるが、 E区において

対応する層は兄っかっていなL、。

Va層 赤拘色砂質ンルトで、北の方では茶制色砂質土で黄茶色ンルトになる。A-E区で確認した。

本層の上面でil'J捕を検出した。南区においては本防に対応する隔は見つかっていなも、

Vb膚赤拡j色砂質ンルト 。調査区全域で確認した。また F'G区において、満の下部では灰色粘質

土に変質している部分が数ヶ所制策できた。本貯の上I町で5Xll、南区の遺構のほとんどを検出した。

Vc雇 晴黄灰色砂''1.1ンルト。G区でのみ確認した。5B33などは本府の上而で確認した。

羽 a層 茶制色砂層。 トレンチによる1如、範囲の確認となったため堆相の状況は確認できなかった。

明 b層 茶褐色砂防。 ~ "用と問械に、トレンチによる挟L‘範闘での確認となったため、堆般の状況

は確認できなかった。

VI a . b防については、 5B17のカマド付近から北側で検出しているが、この南側では見つけるこ

とができなかった。

VIc届灰悩色ンルト 。F区の中央部分でのみ確認した。遺物は認められない。
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Vld肩 茶枇j色ンルトに鉄分が多く混じる o F. G区において確認した。泊物は総められ立も、

Vle薗黄褐色シル九遺物は認められなt、

Vlf層灰色ンル卜 。VIC . d師が変質したものと考え られる o J.rt物は認められなt、-

Vlg膚灰色粘質ンル九 四c附が変質したものと考えられる。遺物は腿められない。

VJc-g府について、これらの層は調査区の西日Eで確認したものではなく、遺構の制削終了怯 調

査区の中央に入れた確l詔トレンチにおいて確認した也のである.位世から与えて大X:がないと判断し、

ここに記述した。

なお、Vl c-f 府については揖遺物防であるが、\~ ， • b層は恒遺物Mとは認識していない.

Wa層 砂際問.際の直径は 1-2cmを測るoill機によるトレンチでは、向北両方向に向かつて傾斜

している綿子が雌訟できた。 過物 I~認められなかった.

Wblll 時灰色砂畷帰。南に向かつて緩やかに傾斜し地制している.遺物は認められなかった。

本調査の土陪観京では t体にI軒への緩やかな堆闘が確認できた。とれらは棋尾川によって形成さ

れた緩傾斜悶状地の地形を反l映しているものと考えられる.
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第3図土層模式図
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第 2節遺構・遺物の概観

( 1 )遺構の概嬰

今同の尭岨L間在では、弥生11キ代'1'iOIi査半から I'i代にかけての;I:l桝 )fi物が検出された。止さく 3つ

の1I.fIUlに分けられる.

lつは弥生時代'1'191桂判事lで、弥生時代末から占邸時代の遺構面且ぴ下回て・見られる。

2つめは弥生時代怯期から市崎時代にかけて、本遺跡町中心となる時間1である.

3つ日は古代から中世にかけてであるが 渦以外の明瞭な遺構は確認できなかった.

遺構は、住居跡が31.i，月29、t坑 9、ピット 45、イミ1m由梢16の合計 130i.tの迎榊が確認された。こ

のうち、不明遺構内にも11('，跡の可能性のあるものがある。遺構数が少立い型rllとして 本遺跡は 11~

組となる届と遺構の~U が耐似しており、遺構検出が困難で、複雑に重なり介う迎榊やピソ卜などの

小さな遺構は検出できなかったと忠われる.また、J:H'，跡の柱穴や周溝もほとんど確認できなかった.

また、弥生中19Ji量判。!の遺構については弥生時代桂半から占明時代にかけての遺構とは基本的に検出

レベルが異なることから検出 調査ができなかった.

本調査区の中心となる時代 遺構は弥生時代辛から占峨時代にかけてのI.EI.>，跡で、調査区主体に兄

られるが、特にB区の市川からFI3北側の11¥1に品qlする。A.B区の住居跡は、 検出而から床I而まで

が浅く、それに比べると C区南 O.E.F区では床!日までが深い。これに唱べてが該当するわけで
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第4図主要遺憎切り合い図
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はないが、全体的にそういった傾向がみられる.こ

のことは訓査区の北部分がかなり削閉されているこ

とを示しており、 A区 B区市では遺構が少ないの

ではなく、削られて Lまったか、 5B21のように床而

のみとなってしまって遺構として検出が困難となっ

た=とも与えられる。

本報告では、遺構の帰属時JVJを去すために記述の

便宜上"抑制区分を第 l占のとおりおこなう .基本的

に第6凶車両考古学フォーラムの"羽田区分 川山 に従

い、それにさらに付け加え.IOJVJに区分した.

.. 

@区

'" 

。区

E区

(tll!:l 
"-EIII: 

G冊.，
H 区

，-古

，. 

，. 

第 5園地区割り図
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時1明 7ォーラム編年 域之内遺跡
日午!明l支分

u例 弥生中期後半

2月| 山中式併行 1 J捌 61日l

3胸l 欠山式・姐tIIlI式併行 日}訓 71m 

4期 冗屋敷式旭川Jll式併行 I![ J~I 81捌

5期 坦問111式・松河F[式併行 IVI哲| 9JUI 

6期 絵jiifFiU式併行 VJQI 10月|

71納 宇田式併行 V111闘 111制

8JUI 古墳時代後期 121制

91明 古代

lOJUI 中世~

事 1表時期区分表

( 2 )遺物の概要分罫1(第 6. 7図)

尭鼎調査で出土した遺物は全部で37，739点である。遺物は弥生中)m全半、弥生時代末から占治時代

主般古代 中世のものが見られるが、特に弥生時代末から古墳時代の土師器がそのほとんどを占め

る。ここではこれら弥生土器土師部について概観してみたl、基本的には束尚考占学フォ ラムの

部随分知川 に基づき主要な器極について記す。

弥生土器(弥生時代中191怯半)

〈費〉

平底主題(叩き) 弥生中191後半の土器で 体部に叩きを施す。JlIIきを施す台f.I裂もみられる。

弥生土器・土師器(弥生時代怯半~古治時代)

〈欝〉

受口口縁費 底部が平底台付がみられる。

くの宇到 底部が平l底台付の 2踊知がある。口緑端部は面を持つもの持たないもの、口縁部

や体部に1111飾する也の しないもの

S字湾 A煩から D顕に分膏L D知に閲しては内刷案 川 に従って OJ類から 03類に分類

AJ:i! 口縁外I而第 2 段に~I'引き車1)突文のあるもの 口縁第u立が垂直に立ち上がる

日類 口縁外而節 21l1:にれJI引き車1)突文のないもの 口縁節2股が垂直に立ち上がる

CJ:(j 口縁外而第 2段に押引きがI突文のないもの 口縁第2段が外反する

OJ類 口縁部が!肥厚して先端に百iiを也つもので、 C類と器壁の厚さが同じもの

02類 口縁部が肥 Zするか、!肥l平して先端に面を也つ也ので、ÿ，~~:，~がいわゆる s 字至理 B'C曹i

と03類の'11111/のもの

03罫i口縁端部が肥厚するか。肥厚して先端にifiiをもつもので、宇田型聾同柑出股が厚いもの

口縁外而に必ず械をもっ

字国型費 日tl控は!早く、口縁部外而の段はみられ立い。口端部に而あるいは l長の沈線を持つ
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伊勢型塑

〈高杯〉

丸底で口掛端部を上方に鋭〈引き f'irぱし、仁!縁部が肥厚する。胴部内IfIi上半横ハケ、

下半ケズリ淵幣が多数をしめる.

屈折外反日軒、 杯昌1が外反するいわゆる山中式併行19iの高杯

有段Zh杯 杯部は垂直あるいは上外方にfrlrびる脚部は短く、中途で屈折内野する。脚部に透孔が

1mけられ、科部内外而 脚部外而1をミガキ捌粧するもの

』百折脚，'!杯 杯部は直線的もしくは外反して外1iへ伸びる.脚部は上半は神状でで棺部が屈折し、

外へ聞く .湖栴はナデが見られる.

これがl，!i本形であるが、杯部に垂下械をもつもの.杯部Ili.IllJl部が九〈杯部が外反し端

部は)Lくおさまるもの、器形は共通性があるが、相~fflí 脚部にミガキを施すものの 4

賀1にわけられる

杯剖l椀形ZE軒、杯部が丸く 腕形に立る色町。杯端部は外反するもの丸くおさまるものがある。

〈 当:'~ >

細It多く、器形も綿々である。これに口縁部に縦横線、体部に加飾し、品、彩をほどこすものをパレ

ス輩、口縁部に二重口縁技法をもち、口緑内外!fIiに羽状の刺突文をもつものを柳ヶ坪相輩 それ以外

の大形の蛍を広口査とする.

〈鉢 〉

口縁部が斑と同級の形態をもっ大形のものとパリエーションのある小形の鉢とに分けられる。

〈甑 〉

基本的に 2孔のもののみで、胎土や口縁端部、調整で宇凹型現に酷似する也の、伊併費に目白似す

るもの その他の3つグループに分けられる。

須恵器

基本的に H・11' TK.47:官式併行191から見られ、この出現191と7Cf~の須!JX器が~ぃ. 器揮は杯

身杯遊日杯高杯益ー情的t肉体ー地 建必器台がある.

産地はH.11' lK47紫式01行部には貯民系と附品系のものとがあり、 !副長系のものの方が多L、
6C末か ら 7Cにかけては1~"Jl 陶色系に主沼産のものが見られるようになる.7 C後半になるとj監

視主inm術産がほとんどを占める 刷。

灰軸陶器

椀 深椀。IlILが見られる.出 u止は告なt、。"キ191的には前半のものである。

山茶碗

尾知子、と班活1>¥¥、の碗が児られる。m土iltは刊かである。
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第 4章遺構と遺物

第 l節 l期の遺構と巡物

SK5 (冒¥81'xl 第47図 1-6) 

遺楠 A区5817の東側に位世し、南北に長い付j円形を呈する。深さは約 10mと浅く、庇は平坦であ

る。底部分には炭化物を多く合む府があ旬、このMより遺物がiI¥上した。

遺物 1 ' 2は費の口縁部、 3は費の脚台で、外而、脚台部内而にハケ調整を施すo 4 ji蛍の胴部で、

体部上半には櫛1i百きによ って;1主状文 斜桁子文 直線文が施され、下半にはハケ淵粧が児られる.

5 ' 6は誕の底部である.いずれも弥生中間I!全半のものである.

SK9 (第 8凶第47図 7-12) 

温情 F区に位世し、5D21に切られる。平而形は不盤円形をQし、深さは 15cmである.検出而にお

いて土端集制を確認し その集般は土坑のほ部まで述していた.

遺物 出上した遺物はすべて平ほの叩きを施した裂である.底部5点のうち 7' 9 ' 11の3占には庇

部穿孔が施され、 8は穿孔途中である.穿孔はいずれ也外面からなされている.外而は縦ー斜めハケ

ののちIlJlき施され、内而は lニ半が斜めハケ、 F ~~は縦方向のケズリが施される 。 9 の体部には二重の

列点文が兄られる。1I[lき艇はどの費も顕著である.

SX7 (第41図第47図 13)

遺楠 F 区に位置し、 5D l 1 に切られる . 平而形は不盤形で、 l~l凸が激し l 、

遺物 本遺構からの出土遺物は少141で、図化で芭たものは 13の1111きを施す塑の脚台部のみである。今

回の澗査で出土した1111き警の底部は 13を除いてすべて平底である。

SX8 (第43図第47図14)

;n構 F 区に位位する 。 平1m形は東西方向に民軸をとる桁円形を日し、深さは 7" と浅い。 ~Il土にほ

多訟の炭化物と燐土が混じる.

迫物 111 l:ll:I物は少なく、 14は直線文と波状文を施した査の破片である。

SXll (第45' 46図節48悶15-21) 

遺構 B'C区の凶側に位位する。 本遺構は，~í墳時代の住居跡を検出した而ではプランは全く検出で

きず.西堕沿いと 5B12のサプトレンチ.そして重機による南北トレンチの断而によって確認された.

平而形は南部分の検出状況から}j形を呈すると忠われるが、調査区の商問の断而では炭化物を合む府

は約 9mにわたって検出され、 迎梢としては大きく、遺構がi([なっている可能世が与えられる。北

区において』品生中間後半の迎桝と考えられるものは、 5K5を除いて、弥生時代末から山崎IIH1:のll:I榊

とは検出レベルが異なり、基線となる赤拘色砂質ンルト層の中で確認されるが、 F府I日として提らえ
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1冊

ことはできな L 、また、)j'J桝と J.~棺となる陪とを区別するとと也難しく、炭化物や焼 l が古まれると

とで区別ができる.

遺物 15は叩き費の底部 16 ' 17 は直線文と i庄状文を施す:(.~の体部 18は瓜郷式の輩 19は外而に

縦位の条1良、外底部に布日棋が見られるq川町式の費の底部である。20' 21はfJ暗号向凶iF域で見ら

れる斑と査で、 20の円縁端部には列点文、 21の口械部内而にはボタン状突起が児られる.

SX12 (第45' 46t耳 第48l:it 22，23) 

迫構 B 区に i立ほする . m機による南北 トレンチによ って泊梢の北側の州り込みが縦~されたが、

部分のみで全体の胤棋や形は不明である.遺構の北端から，liへ約2.8mのところで焼 tが集中する部

分が検出された.断而からみる)j'J桝の状況 焼土の位白からこれを炉であると考えるとu居跡である

iiTfj指柑がl.:~~ 、.

泊朝 本遺構からのm土遺物はt少なt、。22はよ百iill:の口縁部である.
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第 2節 2期の治構と遺物

5816 (第 9図 第48図24-30) 

辺情 B区にi立目する。遺構の半分以上は調査区外であるが 平而形は方形を呈すると思われる。炉、

周満 ピyト等は「位iiEできなかった。検出而からの床I1百までの深さは約50cmと他の住居跡より深l、
遺物 本泊梢の出土迫物は少なく小片である。24. 25は弥ま'1'1m長半のもので 26-30は本迎梢に

伴う。24は体部に波状文を、 25は口縁端部に沈線とキザミを施す伊勢湾西1J5域で見られる直である。

26.27はくの字費 28 は口縁部にキザミを施し、口縁端部に I~II昨な而を持つ畳口口縁の裂である。 体

部は内外而と也にハケ調監が兄られる。29は器台、 30は外而に細かい縦ミガキを施す。小片で器形1;1

断定できないがワイングラス型高杯の可能性がある。弥生時代中則後半の土器は 本遺精掘削時に部

分的に銅りすぎた部分から出土し、5X12に関連する4能性がある。

5833 (第 9図 第48図31-34) 

ill瞬 G区に{立むし、 5017、SX4に切られる。迎桝の半分ほどが調査区外で、平而形は方形を呈する。

炭化物が密集する部分があり、その直上で長さ 35cmの川原石が出土した。調査区西盟の土陪観察にお

いて 炭化物密lli部分と対応する位世で川原石 j二部片があることから ここに炉があったことが予

測できる。炉は一度床を掘り込み、砂質の土で哩められて構築されている。炭化物密集部と調査区の

Itl控のI叫には 排水のための側溝を掘削したが その際に 炭化物官接部付近から土器片が大量に出

tしている。床の硬化面、周消 ピット等は見られなかった。

遺物 本過桝からの出土迫物は少民で図下できたものは少ない。311主主警の脚台、 32は小型磁の底部で

外而は細かいミガキを施す。33. 34は屈折外反日軒、の聞の裾部で縦方向のミガキが施されている。

i自構検出時に I層として取り上げた遺物があり、 902-905の日将や部台も本遺桝の迎物の可能世

がある。

5K6 (節目図第48図35-第49図40 第81図917. 923 . 924) 

遺構 A 区に位世し、 5024 に切られる。 本冶構は A区北川lにJjj;和する鉄分を多く合町非常に隠~く締

まる時制色砂111:シルトに磁われ、さらにその寸 5024の下で検出された。平u'li形は南北に長い桁円形

を呈する。底部分は平坦で、遺物は車寄りの底付近から出土した。

ill物 35 . 37 は受口口縁平底捜で、口伝部に列点文、胴部にはハケメ似体による車 l突文を施す。 ~Ii

部から胴部にかけては351;1ハケによる横線文、 37は備状工具によって沈線を施す。38はくの宇費で

ハケ調整ののちナデ調整を行う。底部の形態は不明である。36はハケ調整の児られる平底到の底部

39は屈折外反日杯で杯部は大きく外反しXII¥平で、脚は短く、裾部が大きく広がる。杯由l 脚部には

縦方向の細かいミガキ関整が施される。40は39の脚の形態は酷似するが、杯部は外反せず直口する。

この高杯の類似品は今7(1遺跡 荒ln判遺跡(大JH市)や~ I佐美山 1 .~} 1"1白(各務原i!Oに兄られる。

917はl軒製石嫉の未製品である。
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第 3節 3期のi立構と遺物

SB3 (第 IIIきl第49図41-51)

氾楠 本遺構は遺構抽出の段階でほぼ床而しか残つ Cおらず北北東部分の刷形が一部確認 σきた

のみである。また、3開lの遺物が住居の範囲内と思われる簡所から出土することから ある程度の住

居跡の範囲が想定できる。平而形は西と I判部分は不明であるが、北 北東東方部分のライン、遺物

の分布状況をみると方形であると考えられる。辿桝の西ー 南部分は5BI3. 14に、 北西部分は5B21

に切られていると12われる。fi匝i跡の中央部分に焼土が児られ、炉跡の可能個が考えられる。また、

燐土周辺で政灰色のやや硬く締まる床の硬化而が兄られる。/1¥土 した辿物はほとんど床而直上のもの

である。

遺物 41-43' 46はくの宇費、 44は受口口縁盟、45は受口口縁の鉢で、 口縁部と体部にへラによる

キザミ 、 ~!i部から休部にかけて横線文を施す。 48 . 49は有段高杯で、 48の杯内底部には窪みが児ら

れる。49の杯部はやや外反し 杯部内外国にはやや斜め方向のミガキ、杯端部内外而には柿方向のミ

ガキを施す。50は端部に擬凹線を施す探台、47は広口査である。

SB9 (第 12図第49図52-第50図74 第82図932)

遺構 E区に位世し、 SB6. 18に切られる。平而形は方形を呈すると思われる。図中の南l置付近の点

線は炭化物の検出範囲であり、南壁については確認できなかった。床の硬化Tfiiは部分的に確認した。

間滞は東監部分でのみ確認した。炉、ピット等は兄られなかった。床而凶上において!I"h"に多くの炭

化物を検出したことから本住居跡が燐失住居であると判断した。炭化物は材木状のものがほとんどで

ある。確認iJiiにおいて土器集般(特に西部に集中)が認められたが、遺構自体の深さが lOcm位度であ
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のと考え られる。しかし、炭化物と土器集積のレベルを比べると、土器集般の方がレベルが若干日い

ため、焼失睦に土器が姶てられた可能性も考えられる.

遺物 本迎構の11¥土遺物は比較的残りが良l、.52-57はくの宇費で、 52の頚部には楠線文 体部に

車11突文が施される。53. 54の口縁は外反 L端部に而を持つ。56. 57は口縁端部が内脅し明瞭な而は

もた1."、.端部に列点文が施される。58.59は受門口縁費、 60-62は山陰呆口総生理で胎土は白く、砂

粒をtく合む.内面に横方向のケズリが見られる。同一個体の可能性がある.くの学費や受口口縁塑

は底部が/I.Uー していないため脚台がつくのか'r-b~なのかは不明である . 63-68 は:.:~ o 63 . 64は同

個体と且1われる。体部には沈線文 貝殻による刺突文が施され、 F段の沈線文より下を赤彩する。66

は突市部分と内l面にZ市彩が見られる。69-71はイiI世間杯で、 69の杯端部はやや内脅し、内外而とも

にやや斜めの縦ミ ガキを施す.70の脚結部はそれほど広がらず、内向傾向也少なl、。脚端部に 4条の

沈線文を施すo 72 -74は鉢である.72は脚1.1の仲で、口縁端部はやや内脅する.73は小型鉢で内外

而ともに横JJ向の細いミガキを施す。

5820 (第 13凶ー第51図75. 76) 

遺構 DI互に位世し、 5B7. 11に切られる。迎梢の大部分が調査区外で 検出の範聞もJ如、が、 その

形状から平I而形は方形を坐すると思われる. 仁府間照において床の硬化而とその上に~~，，1する炭化物

が混じる附を怖認した。炉、!耳湖、ピ y ト埠は確認できなかった.

遺物 本遺構からの出土遺物は少量で、図下できたものは75の広口卓と 76の器白である.75は口縁



- 22 -

端部は外而に粘 tを折り Ullげ丸くおさまる。誠監は罫l胡iには縦方向のミガキが、体調lにはハケ状の調

態が見られる.76は脚部に縦方向のミガキJ骨盤が見られる.これ以外の遺物は破片であるが、蛮はミ

ガキを施すものが多く、破片でも 5宇費が兄られないことから本ill構を 3191とした。

SD3 (節 14図 第51図77-第臼図1却)

遺柵 A区の北端にl立町する車両方向の桝である。A区の北側部分は鉄分を事islに合む般!く締まる時

制色砂t~ '"ルト層に捌われ、この貯の下より検出された。 しかし、)，¥織となる而と埋土が献似してお

り、 5ji..間的には遺構を検11¥できず、断「師と)fi物のt.B土によって雌認できた.

惜の班問分{主削1世区北東端にトレンチを入れたが検出で主ず、淵査区外である北側ヘカ プをしてい

く可能tlがある.情の;tsのJiClも淵査区タトでi;時の師は不'91である。検出した部分でも幅2.5mをiJIIIる。

i血物は消の断lfijのラインに沿って児られ、消が』甜削されて聞もない段階にI肯側よりまとまって腐葉

されたと与えられる。

遺物 本週榊からm土した遺物は、他の遺構に比べると残りが良t、.79-90は畳口口縁塑、 91-99

11くの宇塑 101 -115はイI段高軒、、 117-119は器台 121 -124は件、 125-129は査である。

畳口口輯費は、口縁端部が外反し垂直に屈曲、立ち上がる也のと‘外反し端部が外側上方に1'1'びる

ものとがあるが、 f走者がほとんどである。口縁端部に列点文をほどとすものなにもしないものがある。

くの宇捜は.端部に[師をもつものが多く、外而はハケ淵瞥のみのものと楠輔文と州点文を施すものと

がある.98は1*部にハケ調整のちにナデ調整を行う。体部中央に径約 1"の穿孔が内面からなされて

L、る。これらの現のほ部であるが、口縁部から底部までわかる物が立〈断定はできないが、脚台が散

点出土しているが、平底は出土していないごとから台付費である"1能刊が日L、。

111'並n停は杯端部に事長沈線のあるものとないものとがあり、数は半々くらいである。多呆沈綜幅

は、 1.2cmから 2.0cmの11¥1におさまる。101の杯部にはやや斜め方向のミガキが 脚部は縦ミガキがほ

どこされている。軒、部は外反ぎみに立ち上がり、端部がやや内切する.脚部は外反1[1;1出し、端部が僅

かに内切するo 114は有段目軒、を其似したものと忠われるo 116は腕形をした日杯である。

出合は 117は杯部が内崎ぎみ、脚部は大きく広がる.11911軒、部が外反ぎみ、脚部は 117ほと広がら

ず直線的である.ともに杯部 脚部に縦方向のミガキが施される.

鉢はいくつかの形態が見られる。 120 は口縁端部に貝殺による~'J '尭文が 顕部から体部には続線文

体部に列点文が施される。舛而下半は斜め方向のケズりが見られる.121.122は口縁部が外方向へ

hlliUIする下づくねの件で、劇部内面には折押さえが、口縁部内而にはハケ調整がみられる。123は椀

形で内外而にハケ湖監が胞され、ロ縁端部は横ナデするo124は口縁部外luiに沈線文を施すもので、

内外而 ミガキ.剖粧が施される。

129の占のf宇都には輯l刻が児られる.線車'Jはm匝的立絵阿ではなく、 biU単位凶形をかなり変化 古

略して拙かれたものと思われる 川。
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第4節 4期の逃構と逃物

SXI0 (第43図 第55図130-138) 

迫械 B区にUL目する。調査区内で設定した基準杭の周囲において、迫物が集中して1:1.11土したことか

ら遺摘が存在すると思われたが プランを確認することはできなかった。迫梢埋土は 間四の土の時

賞制色土よりも若干附く、また炭化物がj>.1"11混じる。

遺物 130は押引蜘l突文をもっ 5宇費 Alfi. 131 . 132は玖部内而にハケ澗殺を施す 5字型B如、

136 . 137はパレス貨である。今回の澗査でs字至理Alfiは本遺構出土の l点のみである。パレス詑は

底部のみで、赤彩が施されている。

第 5節 5期の逃椛と治物

S825 (節目 16図 第55悶139-第56図174)

温情 C区に位位し、 SB4.SK1. SZ 1、SD1に切られる。住居跡の一部が澗査区外であるが平面形は

方形を呈する。床の硬化而はほぼ全面で検出され 3誌のピソトを検出した。炉、問満等は確認でき

なかった。遺物は床而I庄上のものは少なく、ほとんどが住居が埋没するある段階に廃棄されたと思わ

れるものがほとんどである。しかし、この遺物には2時開!のものが兄られ 古いものは周辺で遺構を

思!すなどした時に11はしたものが浪人した可能性が考えられる。

迫物 本逃構から出土した遺物は大きく 2時間lのものが見られる。一つは 3. 4開lに刊う也の(144

-159)。もう一つは本遺構の時開I(160 -174)である。

144 -149は有段高杯で、 145の杯端部、146の脚械部には沈線と連弧文が施される。148の脚部に

は縦ミガキと樹部には柿ミガキが施される。150. 151は器台、 152は広口市で、仁I*at端部に擬凹綜を

施す。154はパレス輩、158は貨の{宇都で線刻が児られる。

160 -163は有段高杯と思われるが、滞手で脚!古¥1はスカ 卜状に広がり 屈曲内脅しな<'0こ

の脚部に円う杯部は出土していない。費はS宇現が兄られ 164 -170はC知 171はDJ!顕である。

169は床ffii庇上で11¥土した。139-142は弥生時代中111怯半の迎物である。

SKl (W， 15 . 16図節目図 175-第57図178)

遺柵 C区の SB25内に位位する。本遺桃は5宇宝警が集中し、 正位の状態で検出されたことから、問

辺の SB25 に伴う遺物.ttfとはà'j~ なる何らかの迫捕であると 1\;iIilJ されたが 、 埋iーが航似 tることから、

平岡的にプランは確認できず 断而や遺物の状況によっておおよそのプランが確認できた。

SB25との関係を見る とSB25が埋没するI註終段附の中心部の在み部分に土坑を制り、 5宇費を娼え

たと考えられる。177. 178は正位の状態で、 175は倒れた状態で 3個体がかたまって出土した。

177 . 178の脚台部は打ち欠いた状態で 178には底部穿孔が立されていることから何らかの祭杷行為

であることが考えられる。本遺構の出ニt遺物と SB25新制lの遺物とは11宇叩1韮が児られず、 SB25は短時l

!日1に埋まり、 SKlが掘削されたと考えられる。
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遺物 175-176' 178はs字費のC類である o 178の底部には外面から径約O.8cmの穿孔が施されて

いる.また 178と177は脚台部を打ち究く 。

5830 (節目悶節57閃 179-日4)

遺構 F区の迎榊検出段階において数棟のfHl跡が虫なっていることが判明していた.最初は5B27

w科的に主需となる)を設定し制時11を開始したが その挫の土層観察により検出ミスが判明L そ

の段断でプラン押を変更したため、 5B27として取り上げた遺物をはじめ、 FIX:で検出したその他の

住居跡 (5B28. 30 . 31 . 32 . 34)から出上した迎物にも時期的な混じりが屯じてしまった。これ

らの住居跡については、以」のことをふまえて氾述を行う.

F区に位置する o 5828 . 31 . 32に切られ 5B訓告切る.輸出できたプランは全体のおそらく 3

分の l程度であるが 平而形はJj形を呈すると思われる.床の硬化而はほぼ全ffliで確認で童、住居の

中央付近がよりレベルが日く、縁辺部に向かつてなだらかに傾斜している.硬化而の直上に多量の炭

化物 焼土プロ ックが児られたことから、本f:H'l跡が焼央住居であると判断した。しかし、炭化物

焼土塊は検出範囲の'1'でも*"半分のみにあるという偏った分布をしている。炭化物について、 5B9

12の炭化物と比較するとかなり残りが官、く、材木状のものも見られなかった.また、調査区の北1習を

干'1川した土府観察において、 fj主DU壁部分で、 仙の部分と比べ特に焼土が1平く~Ui'する部分を確認し

た。カマドもしくは炉、!市消等は見られなかった.ピットl基を確認したが、半分ほどの残存である

ため、柱穴か否かはわ'iI析できない.

迎物 遺物は小片が事<. 179は弥生時代中J9Jの披状文と直線文を施した盛の破片 1舶はくの字型で、

口縁端部に功l点文を施すo 182 . 183はS宇費C矧 184はその脚台o 181は有段目鮮の杯端部で、内

外而ミガキ[同胞、 内rmに沈輯!とJili弧文を施す.

5831 (第四図節57悶 185-188) 

遺摘 F区にi自白し、 5B28. 32に切られ、 5830. 34を切る.検出範囲が狭いが、平而形は方形を

呈すると思われる.床の硬化而を全面に確認するととができた。炉、周満 ピット等は確認できなか

った。

遺駒 山土遺物はp況で、小片である。185は5宇現Cl割、 186. 187はS宇蝉日1J:riで、 187の口縁

端部には沈線が見られる。

5K7 (第 16図第57閃 189-202) 

温情 。区に位世し、 5B8. 5K4に切られる。平1{fI形は車両に長軸をとる栴円形を呈する<>iitは少な

いが、土坑のほぼ中央部で上器lli績が児られた.

;n鞠 189は受口口柑現で5B9からの混入である。1叩 -192， 195はS字告書CJ:ri193， 194 . 196は

s宇費Dl類、 197はS宇現の山除呆口縁鍔である<> 193の口縁端部には沈輯lがめくる。198-200は

s字費の脚台でいづれも出1立はr~~l 、 o 201は踏のls:部、 202は器台である.
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SX3 (第44図第58悶203-206) 

遺構 E区の南東端に位世し、 5BI0に切られる。迎桝検出段附では、直線的立遺構ラインを確認し

綱方は緩やかに傾斜していることから消の可能性が考えられたが、検出範闘があまりに狭いことから

甘柿を確定することはできなかった。

しかし、調査終了桂、担l而 遺物等を検討した結巣、凶壁において5X3と同様の緩やか企部ち込み

が見られ 5X3の北側のラインとほぼ直線となることから、 一連の湘である可能性も考えられる。

また、 5818の下防で確認された5D4も閉じライン上に重なる。遺物からも 5X3を切る 5BI0. 18から

出土した辿物には住居跡の時期以前の遺物が多く混入しており、これらの泊物と 5X3から出土 した)Q

物とはほぼ同時期であることから、 5X3は西壁で検出された鴻と閉じである可能性が考えられる。 し

かし 現場では確認できず、断定はできない。

遺物 遺物の出土数は告なL、。203. 204はs宇費C如、 205はS宇窓口 l類、 206は5字型の山陰子、

口縁警である。

SX13 (第44図第58図207. 208) 

道陣 本;n梢{主 D区の南の中央、 5B6. 8の下防に位世し、軍機による雨北トレンチで見つかった。

5B6 . 8からは各住居跡に伴う遺物よりも古い遺物が多く浪人し、 5K4からもその日字問!の造物が多数

出土することから何らかの遺構の存在が考えられたが平面的には検出できなかった。

断ïflíのみからであるが、プランは方形になる可能性があり、竪穴住居である可能性がr.~ ~、。 5X13 が

住居跡であるならば、 5B6の遺物として取り上げた 602・6問、 5K4. 7は5X13とほぼ同一レベルで

あり、遺構の範囲内に入ることから個々の過桝ではなく、伺ー遺構である可能性も考えられる。

遺物 出j遺物は少なL、。207は屈折脚日杯で、杯部内外而にはミガキ、脚部は裾部にむかつて広が

らず、外而には縦方向のミガキ調整が児られる。208は小型刈底悲の口縁部と忠われる。

-争

第 17図 F区住居跡切り合い模式図
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第 6節 6 J羽の遺構と泣物

8B4 (節目凶第58図209-225 第82凶926)

遺隅 C区に{立但し、 SB25を切る.遺構の半分は調査区外であるが.平而形は方形を里すと思われ

る。床の匝1ft而は部分的に見られた。ピットはI軒両端に l基確認し、柱痕が確認された。炉や周湖は

確認できなかった。床ffliui上には炭化物が官JIlしており、断而では炭化物と土とが附になっている部

分も児られ焼失住居の可能性が考えられる。

遺物 2凹 -211はくの字費.212は5字費D2矧 213-216は5宇費D3類o 216はs字型の脚台で、

やや器盟がJ'lく、外面はハケ訓婚を施すo 217-221は回折脚日杯、 222-225 は小型VLl~遊である.

8B8 (第 19図第58図226-節目図253)

遺構 本fJ間跡と SK4との関係について、検出したのはSB8床前であるが、その大きさを考えると住

居にftわないμI能性もある.また、埋土が陪似することから上からの揃り込みの可能性も否定できず、

結局前怯閃係については判断できなかった。以下ではこのことをふまえて氾述する.

日区に位世する。SB6に切られ、 SK7. SX13を切る o SK4との関係は前述の通りである。平面形は

台形を呈する.床の硬.lti而、カマドもしくは炉.J吊li可等は見られ立かった。床[師においてピットを 2

基確認した。完J唖I去に確認のためのトレ〆チを岨i削した際、本遺構の F府から遺物がm土したことか

ら SK7以外にも遺構が存在する可能性があると考えられる (SXI3)。しかし、今聞の澗査ではその

プランを雌lli 掘削することができなかった。

遺物 本)j'j構からは 連続しているが 2時間lの遺物が出土したo つは前述した SX13に関連するも

ので、もう一つは本遺構の時JIJのものである。

226はくの宇蝉で、 227. 229 . 230 . 232 . 233 . 235は5字現C矧 228 . 231 . 234 . 236はs
宇聾D1如、 238はs字費 D2如、 237.239-241はs字費D3知である。S字懇の脚台部はハケ淵

盤の児られるものである o S 半現はC類 。l鎖は下胞のSX13f二、 D2頬 D 3知は本遺構に伴う

ものと考えられる。i.1i杯は師l折脚高杯 (245-248)があるが、いずれもミガキを施すもので、 SX13

に付なうものと思われる.本迎桝に伴う7，}j杯はI.lHlていなL、o249は口縁端部が内側に丸くおさま

る外来芳、の世である。調IIIはl事粍が激しく不明である。250は広円盛で口縁外而に[止を施し、有段門

緑風にな っている。 外面1はナデ;蝿f臣、内而はハケ調監が兄られる 0 25 1 -253 は小型丸底:i~である .

薄手でLl縁部の横ナデが側首である.

8B10 (節 20図第四~1 254 -第60図293)

遺構 E区に位ti1するoSB18、SD4、SX3を切る。 P3に切られるo:Sl~面形は車両に長軸をとる長方

形を呈する.床の硬化而はほぼ全面で確認した.カマドは:qrs!の中央やや南寄りに位但し、遺構蝋削

時にカマドの上部を若可削ってしまったが、それでもカマド本体の残りは思く 榊造物としては仙の

一部と主脚石が l点iJl土したのみである。支脚石は長さ 22cmの川o;!石で、その内 12cmは地q:lに埋め

られており、カマドの中央よりやや北東部に位世する。またカマドの問凪 特に北側の床而直上で焼
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土を~く検出した. 周湖、ピット等は兄られなかった。

セクンョン凶において、遺構のJ掘り直しのように見える部分があるが掛り直しとは与えていない.

遺物 本遺構からは多くの遺物が/l¥土したが、遺物に11判刑判が児られる.

253 -257は弥生時代中)UI怯半期の」捺である。254. 255は叩きを施す鈍の底部である。256は口

輯部に沈線、頚部にハケメ原体による矢羽状の蜘l突文、 lι線文を施す細頚蛍.258 . 259の外而には

竹粁文が兄られる.260は杯端部に多呆沈線がめぐる有段川杯 262はS'再現B類、 263-266はs字

型CJ:i1、 267はsド弾D2宮1.268 . 269はS' -f: ~盟 0 3 如、 270 -279はi'[U型塑である。280. 281は

くの宇聾である.日停は282-285が屈折脚日料、うち 282. 2剖はカマドから出土。248は杯部が深

く端部が内側へ九くおさまる。286は杯部腕形肉料である o 287は小型九瓜置の口縁部。Z叫す器は289

が杯J官、 290. 291が停身、 293が無:;a高杯、 292は地である。須官、器は叫l倒的にまとまりがあり、 H・

Jl新段階のものである.

まず. s宇費C置Iは切り合う SX3に11'う可能性があり、本遺構に伴うものは5宇費D3 宇田型費

で、 m{，は屈折脚日杯である と考えられる。 ;n忠待は1~ LU ~~~現に伴う ことも考えられるが、 5字型D

3 !J'iや凪折脚w"に11う段階のものではないため、検出できなかった遺構から出土したと思われる.

また 7)日lに主るとくの宇費はあまり見られ立〈立るが、本遺構では一定説児られる山 ととから本住居

跡のII，f)闘を 6)U)とする。しかし、過椛からみると本池梢には炉ではなくカマドがあり、本辿跡ではカ

マドは 7JU)以降のfJ居跡から見つかっており、本il'l構を 6)1)とするとカマドの出現が I)1)早くなるこ

とになる.

SB12 (第21. 22図第曲悶294-第62悶341)

迎構 日 C区中央に位置する.焼失住居で、埋土は床ffli付近では炭化材焼土 J: (粘土)が被維

にmなった状態が比られた。炭化材は土様化し、あまりHHな状態ではなかったが、 '1'1心部から放射

状になり、これに直行するような炭化材は見あたらなかった。また一部には車状のものも検出された.

これらの炭化材 焼上の上には径 10叩から 30叩までの有がいくつのも見られ、屋恨の押さえの石の

可能性がある.また、 住居跡の北商南東の噌際には幅約 8"の焼土や炭化材の混じる灰初色の怖が

みられ.埋土とは19)らかに挺なる.住居跡の何らかの痕跡とJJ.tわれ、 11¥-1の盟土であると也考えられ

たが股存jj(況が悲〈、確証はなt、.
il'l物の多くは炭化材 焼土の」ニから出土し、その下からは小片が出土したのみである.

IJ:!'i跡の中央やや班寄りには炉跡が検出され 一部非常に同!質な状態であった。この焼土の熱残留

磁化測定を行い36501015年という忽定結県がでた. (第 6'~ I 節)

;n物 本遺構からは比較的多くのm物が出土したが小片が多い。また、 SXIIと切り骨うため、弥生時

代'1・)UH圭半の遺物が多く見られる.294 -296は平底の叩在韓の底部、 297-301は虫、 302は呆痕を

施す式の費、 303はJ官、 304は肉料である。307は体部に沈線竹管文ー矢羽状のキザミを施し、 ，-n--1s

1る小型の輩、 309も口縁部に晶、彩が兄られる。305は山中前半の/.1杯で、料端部外I而に沈輯lを施す。

310 . 311はくの?費、 312はs'r-褒 D2知、 313. 315 . 316は5字型03煩， 314 . 317-319は

宇田噌費である.320 . 321は5字費の、 324下目I型曹の脚台部である.325 -3331ihrl折脚高停で.
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5812遺構図 (2)第22図

328には垂下段が児られる.234 -337は杯部椀形町杯である.338 . 339は小型九低賞、 340・341は

rll形の丸ι底輩である.

(第23図那62凶342-361 第81図916)S813 

5811と5B13の切り升い関係について、 プランの検出段階では5813が5811を切ると判断した。追榊

しかしながら、 5813の細り下げ段階において 58 1l の床の硬化面在確認したこと、/1~土遺物の械相が

S811の方が新しいことなどから.最終的には5811の1rが新しいと判断した.S811色合的、以下では

とのことをふまえて記述を行う.

C区に位i目する。S811、SD1に切られ、 5B14を切る。)J:l構の約3分の lほどが調査区外であると

かなり硬く締まっ目、われる。平而形は方形を屯する。貼床状の硬化而が11胞の11ぽ全而で確認でき

カマドもしく{立セクンョンでは縦;1ftできたがプランは検出できなかった.ていた。周滑については、

ピット等は見られなかった。床面直上で近現代の遺物が l点出土し、該当IUIの遺構が本住届跡の炉

上から揃り込まれていた可能聞が高いが、遺構検出段断では確認できなかった.

また、遺構の掘り間違いな本遺構からは~くの遺物が出土したが、小11'が多く ~mが激しい.遺物

どがあり 、遺物に時IUI幅が兄られる。342-347は弥生時代中期後半の遺物で、 342. 343は叩き費、

344は披状文と横線文を施したL占、 345は高杯の杯部で内[(!Iにハケ調整が見られる。348は外国に横位

の長jj1、仁l縁部内I而に披状文を施す裂である。346. 347)且郷式の置の口縁部と!I<部である。

351 . 352 . 355はs宇費D3知、 353. 356 . 357は宇III型建である。351. 355の口縁端部には沈
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掛lが見られる.358はくの宇曹の脚台がある。これらは本遺構に伴う遺物と JPえられる.

3JHJ]了器が多く児られるが、 359は杯l誌、 360は日杯の杯部、 361は蛮口縁部である.これらは 6C末

から 7世紀前半の須山間で本遺構に伴う物ではなL、 切り合う 5811か、検出で吉なかった過柿に伴

うと思われる。

5814 (第23図第62図362-365) 

遺構 C区に位位し、 58 1 3 に切られる。 検出範囲が抜いため、平而形はィ、 I~Jである . 検出面から床

而までは深さ約0.45rnを測る。床の硬化I師、炉問渦 ピット等は確認できなかった.

遺物 5814から出土した遺物はうTr.tである。2361卓弥1:時代中191の珪 3臼はくの宇灘、 364は屈折脚

日杯の刷、 365はS宇現の 02類である。

5815 (第24図第日闘部6-第刷図397 第82凶297)

遺構 D区に位位し、 5811、5K2、 SX14に切られる.平面形は南北に長軸をとる民Ji形を呈する.床

の硬化而を住居中央部の広い範囲で検出した。!lJ;iiのほぼ中央で焼土炭化物がm中する部分があり、

長さ 23cmの川原石 1}~(が検出された。 場所などから IJ;であると考えられる。 炉は床Tfiîを若干掘り込ん

でいる 。 また川駅石にはi'L日12~控の脚台が被さ って山上した。 周湖、ピット専は比られ立かった. 本

迎構の検出段階において、炉がある部分のほぼ出上に円形でJ早さ約 3cmの炭化物の唯績があったが

本遺構とのII!J悟は解明できなかった.その他セクションにおいて 上から掘り込まれたピットを確認

しているが、プランは検出できなかった.

遺物 本遺構からは書くの遺物が11¥土した。366. 367はi本部に波状文 ι腕文を施す弥生時代中101

後半の蛮である。371は胡l飾主主の体部、 372は!iIi折外反日料の脚部であるo373 は有段7.:~杯の軒、部で

内聞に沈線と鋸I岨文をへラ tl'l~ きによって施す。 374 -376はくの宇費、 377. 380はs宇費 02類、

378 . 379はs字型 03如、 381-385は字国型塑である。358の阿部外而には横ナデが l長兄られる。

386はS宇聾か宇凹型建の 387は字国型建の脚台である.脚台部外而のa同艶は386がハケ澗盤、 387

はナデ調態であるon停は、 389-392 が開折脚7.:~杯、 393 は軒、部椀形高軒、である . 394 . 395は甑で

395の胎土は宇田型建と同町似する.3捕は小盟丸氏賞である.
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(第25図第64凶398-420)SB18 

E区に位悩する。SsIO. SD4 に切られ、 SB9 を切る 。 遺構の市部分がl問主E区外で、-'l~1m形は迎構

ピット等は見られなカマドもしくは炉、問満プfíJ~を呈する 。 床の硬化I而をほぼ企而で検出したが、

また、床而I在kで11.1折脚高杯の脚部が正i止の状態で出土し、脚部は床[[11よりも低いレベルにかった。

ピットの存在が考えられたがプラ ンは検出できなかった。あったため、

402-4師は5字鑓c如、 407はくの宇費の脚台_408-415は凪折脚防相:で、413は杯部が外反遺物

し、端部はつまみ lニげる。416は薄手で器台脚部の"1能性がある.417-418は柳ヶ坪型輩。419

420 は斑のほ部で 420のが外，)~部には木~I.a ñ'兄 ら れる 。 本遺構か ら 出土 した遺物は s宇費C置{ 柳

ヶ坪型査の時191と 同折脚日鮮の時間の 2 時191が~l られる 。 l両者に対応する日郎、 植者に対応する弾

の遺物である可能性がZEく、 f圭者は本遺構(西壁の車問方向の湖)は見られない。iIIf占はSX3. SD4 
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に伴う遺物であると考えられる.よって本遺構を 6JIJとした。

5832 (第26図節回図421-434 第82図925)

温情 F区にi立;目する。5s28に切られ、 5B30. 31 . 34を切る。また捌査区両日fにおいて別の遺構

を切ること、さらに調査区北盟において別のil'J梢に切られることを確認している。本遺構は検出範闘

が狭いが、 llii方のラインが直線的に伸びることから.方形を呈すると思われる.床の硬化面はほぼ全

而で確認した。カマドもしくは炉 周満等は見られなかった.ピットは 31J検出したが. P 1からは

日杯の脚部片が出土し、1'2からはほぼ完形の宇問型建が出土した。宇凹型費については、ピットの

中に射えられていたことが土府観察から判明している。また P2の樫土中には焼土 炭化物は全く縦

訟でき立かったが、学111型却の脚台を取り上げたところ、その内部には焼 lーが充瓜していた。PIの

北東約40聞の所と淵査区北盟内において、床而1庄上で重下級を持つ高杯の軒、部が逆{立の状態で出土し

ている。

遺構の完掘桂 確認のための断ち割りを入れたところ、床面よりも下のレベルで部分的にラインが

検出できたが これは床の硬化聞より下にあるため、住居の使間以前のものと考えている。

遺物 本遺構からの11'.土遺物は多くはないが、残りが良い。421はくの平費、 422-425は5宇費C矧

でいずれも小片である.s宇現については5B30. 31の混入と忠われる。

427は字国型懇でほぼ完形となる。428-433はは1111折脚高杯で、 428. 429は垂下松をもっ。本遺

構の日l折脚高杯は4弔問lに丸みを41?び、赤色である.434は大形の査の底部である.

5D19 (第42図第日図435・436)

温情 G区に位世し、 5D18. 20に切られる。北四一南東方向に直線的にのび北西側は澗査区外で

l判東側は5D18に切られている.澗査で確認した長さは4.5mで、断而形は確定でき立い。

迎物 435はS字型03矧、 436はS宇曹の底部で、詩型礼が施してある.

5X9 (第41図第日図437-439) 

il1情 F区に位白し、 5D11に切られる.埋土は炭化物が多量に混じる。平而形は南北に長軸をとる

付i円形を呈する.深さは 7"である。

遺物 437は5宇塑CJ:ri、438は口緑内而にハケメ似体による矢羽状の見l突文が施される琵の口縁部。

439は中形査である.
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第 7節 7期の逃梢とill物

SB1 (第27図節66問440-455) 

111構 日区にi立位する。i自桝の一部は調査区外で、 )11-1耐形は方形を当する。検11川1から床而までは約

15 Cmと浅L、。北壁のほぽ111;'と部に焼土が密集する部分があり その111央には良さ 30酬の川原石があ

り克脚として11;川された1iであると思われ、焼仁部分は位置などからもカマドであると考えられる。

床の硬化面はカマドの周辺のみ確認した。周満やピットは児られなかった。

本泡構は検IJlifuから床i(11までがほとんどなく， 11¥ 1:迎物は床而直上ものもである。

;11物 本遺構から111tLt-辿物は少ない.

445 -449 は宇 1:U ~~~規， 450-453は杯部腕形7."h停で杯端部は短く外折するものもあるが 丸くおさ

まるものが多t、.455 は~J! ・ι慌の杯益、 454 は向杯の必である。 440 -444は弥也時代中期怯半のよ器

で 5Xll (こ伴う可能性がある.440は叩き費、 442は長浪を施す費 441-444は瓶、 443は議の脚部

である.445の宇凹型曹と 4田町軒:部椀形日杯は、カマドの中より出土した.

SB7 (第 28 巨l 第 66 1~ 456-首\ 67図476)

迫構 D区に位目する.5BI9'20を切り、 5B6，502に切られる。またプランは臨訟できなかった

が市北方向でカマドの州側付近を通る満にも切られている。遺構のおそらく半分ほどが調査区外で、

平而形は方形を旦する。また住居の雨壁は、 5B6にともなうカマド煙道部の市側ラインとほぼ一致

する.床の硬化而について、 J幅削11年に捕りすぎてしま ったためその範囲を確定することはできなかっ

たが、南北セクションで確認したところ、住居の中央部のみであると考えている0*円世の中央やぞ北

寄りに焼土の密集部分があることからここにカマドがあったと考えられる.またカマドの南側で焼土

と炭化物が密集する部分を検出した。周溝は見られなかった。l未聞においてピットを!基検出したが

i立世 深さから考えて柱穴とは断定できない.また班凶セクンョンにおいて、住肘の東側にピットの

存在を確認したが、プランは検出できなかった.

遺物 456は軒、端部に多長沈線をもっ有段高杯、 475は器台、 458は査の底部である.460 -465は字

川相曹の口縁部 4田は下山却費の脚台、 467-474は科部椀M丙杯で、杯端部が短く外折する也のが

日立つ。475はm恕器の杯身、 476は土鍾である。
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5B17 (筋29図第67図477-492) 

jj'!構 A.B区に位世する。平面形は東西に長軸をとる長方形を呈する。床の硬化而は見られなかっ

た。東壁の中央やや巾寄りのi立世に焼土の;軒集部分があり 位世からカマドがであると考えられる。

しかし、煙道 支脚石などの榊造は残存していなL、。カマド底部は床面をやや掘り込んでいる。周湖、

ピット等は児られなかった。

遺物 本遺桝カか、らのt出u土迎物は小片カが‘多く、時}畑則g制l幅が児られる。477. 478は弥生"時1昨寺代中!開則0刷I!怯量半のき塑控

と韮輩fの般破9片 47乃9はh凪百折外反日祁、 4岨80はパレス蛮の体剖部lで、沈線文と山形文が施文され、劫

れる。48制4. 48!釘う{はまI祁干部同形日杯、4刊82は宇回型塑である。4刊86は口縁剖部Fは短く外反し、 体部には横ナ

デ謝f挫草が兄られ、甑カか、鉢と思われる。須1ZY器は487. 489が杯説、 489. 490が杯身、 488. 491は日

杯である。やや時代が下るもの色みられるが、基本的には H.l1紫式段階の須恵器が伴うと考えられる。
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5826・506遺情図第30図

(第30図第67図493-496) 8826 

A区の北東端に位但し 506を切る。遺構の大部分が調査区外で.検出範囲も狭いことから平辺情

カマド、而形は断定できないが、方形を呈すると思われる。床而の劇化而はfI'fかであるが検出できた。

ピット等は確認でき止かった。!司r目、

本遺構からの出土泊物11少iiIで、 49311S字費03類、 494. 495は杯部椀形高杯である。495遺物

口縁端部のっくりや胎土は字国型塑に酷似する。体部の内外而はナデ調整がは口縁端部がやや窪み、

としたが、 宇施され、器離は甑か鉢と思われる。本住居跡の検出段階で出土した遺物は I府 (A区)

日型聖書の口縁部が数点出土している。

(第31図 第68図497-510 第70図562)5829・8K8

5829はF区に位ii1する。5B28、509に切られ、 5B34を切る。平而形はほぼ正方形を呈する。遺構

床の硬化而は兄られなかった。北壁の中央やや東寄りに焼土密集部分を確犯したが、位世から考えて

おそらくカマドと忠われる。制11などの構造は残存していない。またこの部分において南北方向に断ち

削りを入れたところ、住居の外側で安立の炭化物を検出したことから畑道が残存していることが予測

されたがプランは確認できなかった。北壁の西半分において 企長約 1mの周鴻と思われる部分を雌

ピットを 2基検出 Lたが、深さ 佐世などを考えると柱穴とは断定で認したが控には接してい立L、。

カマドの南側において、南北に長軸をとる桁円形の 5K8を確認し 坦!土中からは多くの遺物きなL、。

が出土した。住居跡の検出時には5K8のプランが見られなかったため 本住居跡の床から掛り込ま

この部分で特に遺物の11¥土ktが多かったことから、れているものと Lて考えているが、壇I土掘削11寺に
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5K8が5B29を切っており、プランが確認できていなかった可能性も考えられる.

遺物 497 -502は字国型費、 497. 498の口縁内而の訂1みが顕著である.503はくの字塑の脚台で捺

盟が!早く、外面にはハケ制整が見られる。504. 505は肌折脚高料、杯部脚制部は横ナデが見られ

る。506-5日8は杯部椀形高村:で、いずれも小片である.5凹は~JFgr.iiの杯身、 5 1 0は休部に波状文が

施され、地と思われる. 2 つの;Jo-!~器は本遺跡の rl' l でも一昨古い段階の須立了時である。

5K2 (第32・33図節団図511ー第70図回1)

;n楠 本遺構については、細方のラ インと底部の認識を114っており、陸にIi1T部の土器を確認したこ

とから、5815として取り上げた遺物に5K2の遺物が混じった可能性がある.

D区に位世し、 5B15を切る。平田形は不抜肘i円形を阜し、東西に長軸をとる。確認而において土

印11器やm!.!J器のUH闘を雌却した。j早さ 30cmの'11に迎物が:!JS'!'-'ずる。この辿物lliIj I部分から約O.4m下

の下層土坑では宇III型鍵が l点と須恵器の杯誌が l点出ょしている。
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第32図 SK2遺構図 (1 ) 

上回のレンズ状の土坑と下府の逆台形の土坑との関係、さらに 5815との|均係は、 一度に本泊梢を

検出できず別々に幅削したために不明である。判明している材料から考えると 5815が埋没する途

中の段階とは断定できないが下貯の土庁Lが掘削され、それが埋まり、さ らに 5B15と共に埋没した段

階で上階のレンズ状の土坑を掘削して遺物を廃棄したか、 5815が埋没した後、 一度に約60cmの深さ

の断面形が典なる土坑を掘削し、下層部分が四lめられるか埋没するかして、この土庁Lが里J1没するlii終

段階に遺物をった141に廃棄したことがなどが考えられるが断定できな"0ただ、下回土坑と上回土坑と

では須Eι器に時間l差はみられな"0
遺物 本遺跡の中でー需品土)fi物が多いこt坑である。

519 -525は宇悶型塑 520の体部には横ナデが l長兄られる。脚台部の外而の調整は板状工具によ

るナデである。526. 527は胤で 526は口縁端部に而を色ち 外而は縦方向のケズりが止される。日

杯は528-530が屈折脚日杯 531-535は杯部椀形高杯である。回折脚日体は一般的な屈折脚高杯と
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SK2遺構図 (2 ) 第 33図

は典主る.杯部は丸昧を.:iHf、大きく外反し、端部が内側に/，111111する.脚部は而をもっ.杯部腕形日

軒:は口緑端部が短く外折する.日6一日8は岡部がijUり、頭部が細く長い中形の置で、臼7 日8の体部

外百IIは繍ミガキ澗整が見られる。

;n恕協は仙の遺構と比較すると残存状況がH<多く山土した。593-547は杯部、 551-556は杯身、

548-5回はお杯の益、 557 出8は地、団1は大費の(宇都、 559は肉料の脚部である。杯越の比率が事L、

(第70問団'2-566) 

5日は"i'[1I型盟、 564は杯部腕形日杯(P 2 )、 565は宇凹型塑 (P20) 、日6 は~Ji忠市 (P 40)の杯身

である.

その他の遺構出土遺物
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第8節 8期の治構とJid物

SB2 (第34図節711:<1567 -583) 

ill構 C区に位世し、 SB5. 12を切り、下附には SX16がある。平而形は附側が辺i榊検出時にほぼ床

而まで下がってしま ったため掘方が確認できず断定はできないが 民方形をqすと思われる。11肘の

東と南側では検出1mから 7-8叩ほどで床uijに速した.同己の硬化面は部分的に見られる。北西堕の中

央部で焼土と炭化物が宙!Jlずる部分があ旬、 {立白からカマドであると考えられる.残存状況が主主〈滞

納は不明である。また、カマドの南約 1mの所ではさらに別の焼土と ÿtの~，'!ß部を検出したが、性杭

は不明である。ピットぞ問1，時は確認できなかった.

本住居跡の床は 一度穴を州り 1O-2Qcmほど 1:を入れ、その上につくるというような構造とな

っている。この床f(fiより Fの穴は住居跡とほぼ同じ.kきさで 底部分は凹凸がある.今阿の調査でこ

のような楠遣の{士柑跡は本遺構のみである。

遺物 569 -571は宇川型賞で、床面下の坑の埋上から出 tしたものである o 572 -576は伊勢型盟、

577 . 578は甑(伊勢型)、 579は杷手付きの鍋(伊併型)である。伊都型費の民胴曹の胴部も出土し

ている。 問。 582 は矧悲器の杯蓋、開l ~Jgι器の杯身、 583 は口縁部に波状Xを施す砲である。

00"， 0 ・l 蝿
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第34図 582通情図
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遺構 S'C区東寄り にfiLti1する.5B12を切り.SB2に切られる。一辺が約3.2mと小さく、平而形

はほぼE方形を呈する o Wil日のほぼ全面で硬化部分を確認した。ピッ lは7品検出されたが、P4-

7はf圭も小さく浅い.周消は雌胞できなかった。

カマドは北~:，!の中央やや車寄りにi立lUし、床而をやや制り込んで構築されている。 カマドのほぽ中

央では伊勢型の短刷費が逆{立で出土し 廓位の検討から支脚として使用された可能性が考えられる.

遺物 本遺構からの出土遺物は少ない。回8は宇[l]!型捜 589はカマドの中央部から出土した伊勢型弾

で、短胴でほぼ口縁吊1からほ部まである。 口縁部の外而は櫛ナデ 内而横ハケ、刷部外Tfii斜めハケ

内百ii上半級ハケ F半ケズリが施される。590. 591はI:flli器の杷手であるが、航か鍋かは不明であ

る。胎土砂粒が多く IJ'扮盟主題とは兇なる。 592・593，;t ~W.!J器の祁部、 594 は日杯の議、 595 は向車干

の脚部である。
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5B6 (第36図第72悶597-616)

遺構 過梢検出時において、本遺構と 5B8の埋上が大変似ており、切り合い|則係の判別が困難であっ

た.迎柄拘日削段附では5B8が5B6を切ると判断して5日8から抑削したが、その桂、迎柄。出土遺物の

検討段階では5B6の方が新しい様相を示したため 紡*5B6が5B8を切るとした。幸いにも5B6の

Jiが深く倒り込まれていたため 住居のjt~出部を検出で宣た。 以上のことをふまえて記述を行う .

日 E区に位位し 5B7 . 8 . 9 を切る 。 平1m形は市北に長軸をとる長方形を5~する 。 カマドは困

盟のほぼ中央部にl立但し、 比較的残りがよく、西に向かつて直線的に構築された煙過も確認した。煙

巡の埋土には焼土粒が少し?Jeじる。カマド本体は(J胞が掘り込まれた怯によを盛って構築されており

また底部は住居の床ffJiを少し揃り込んでいる。カマドの巾央剖iからは長さ約 15Cmの川以石が l点出土

しており 位世を考えると支脚石の可能性が日いが この石の下にカマド能川11.，に雌制したと思われ

る焼土 炭化物がある.また、カマドの南約50cmの所で直径約20cm、I字さ約 2"の炭化物密集部を

確認した。床の硬化而はf:Hilのほぽ全面で確認できたが、 特にカマドの北部が硬く.また若干レベル

が日くなっている.床i同においてピットを 2基検出した.周溝は住居の北京附部分でのみ検出でき

その埋土中においてS半現C宮1の破片が密集して/.I.U:した.しかし、本遺構にはカマドが存在し ま

た伊勢型費等の遺物もIILI，.しているこ とから年代が合わない。5B8.5K7でも述べたが、周潤とし

た部分は5X13の一部である可能組も考え られる.

遺物 602はs宇塑C矧で、 体捕の横ハケは兄られなt、.刷3は鉢である。これらは111止i立位 レベル

などから本遺構にftう遺物ではなく SX13に円うものと忠われる.

回4-臥16は宇田型費、曲7 曲8は伊勢型建である.同9は甑で、口縁端部にl而を持ち、外面には

斜め方向のハケ淵胞が見られる<>610は抱干f.tき仲で杯部は腕形を呈し、仁i縁端部は内轡する。カマ

ドから出土した。611. 612はJJt恵器の杯益、613は須忠磁の杯身、 614. 615はm恋出の高軒'.614は

短脚で脚部にカキ目を施すo 616は~Jg!J慌の曹のHI明日十である 。
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S811 (第37図節72@617一節73図日4 第81凶920. 921) 
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遺構 C'D区にf!iii'Iし、 SsI3. 15 . 20を切る o '1叶町形は南北に長軸をとるu方形を里する。床の

硬化而は住居跡のほぽ全市Iで確認できた。北堕のほぽ中央に焼土炭化物の?出品部分があり カマド

であると考えられる. カマド低部は床面よりも干;~ -f低 く な っており、焚き口と思われる浅いくぼみも

確恕した.カマドの堆m'l'には人為的に打ち3にいたと且lわれるようなIII方体の石が 2}.~(出土している 。

検/1¥11与には焼止の縁辺部で組んだ状態で出土しており、主脚として使用された可能性がE刷、 しかし、

カマドの上部が卜レンチによ って腕されており、附i立(('Jに検誼できなかった。fl胞の中央付近におい

て少量ではあるが煉 tを確認した。周溝 ピット等は比られなかった。

遺物 617は弥生時代中Jil植学の細頚蛮、口緑地部に枕線 l'!i部に矢ふl状に車11突文 竹管文を施す.

618は器台の脚部。619-621は宇田型費、田2-624は伊併型費で、623. 624はカマ ドから出土した.

~Ju.!J器は、 625 -628 . 631が杯益、 629 田Oは杯身、 633は平瓶、 634は大型器肯である。これらは

時Jil幅がみられ、田4は占く、本)IJ梢に伴うものではない.
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遺構 A区の北西端に{立位する.5D3を切り、 5D22に切られる.平而形は方形を呈すると思われる.

深さは調査区西1畳です~0.4 rnを測る。床面は部分的にやや硬く締まる箇所があったが、 硬化而とまで

はいえない。ピットは 2基確認でき カマドは検出で芭なかった。遺物はほぼ床而直上から宇田型弾

や伊勢型弾の体部がまとまって出土した。

遺物 635は宇山型費で、 hI部に 2長の横ナデが見られる。日7は伊勢型弾である.同一円の比率は口縁

部では字国型獲がかなり多く見られるが、嗣部片では打干多いくらいである.図ltできなかったが.

杯部椀形高杯の破片が/lU している o mx出器は日8. 639は杯輩、 日9は高杯である.641は脚部にカ

キ日を施す高fl'である.640の杯蓋はやや時代が下る.
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S828 (姉39悶第73悶臼2-第74図655)

;n構 F区に位但し、 5B29. 30 . 31 . 32 . 34を切る.5B30でも述べたが.プランの検出ミスによ

り 北両角の部分を 5B27の理土として掘り下げてしまった.これにより、住居の西部4分の lは確

認できていないことになるが、土陪観察、 住居の方向などを身え合わせて推定ラインを図示した.平

[同形は民/ï形を~~する. 確認聞から約 IOc聞のところで床而に遣したが、硬化而は見られなかった。 住

Pi f'Ii~\!の巾jとに焼上密集部在確認し、位世から考えるとカマドと与えられ、床をやや揃り込んで構築

されている.柑1などの構造は残存していな".カマド内またはカマドの班側では伊勢型費の破片や炭

化物が山上した。間消は住居のほぼ東半分で確認した。ピットは5必検出したが、位世 深さから考

えて、性:;'cの吋能性があるのは P3のみであり、それに対応するIJ'/"(はなL、。また住居の中央やや北

掠り、床f町111上で凶:径40師、厚さ 3叩の炭化物のlli"ll部を検出した.本u応の南西部において若干遺

物片が11¥lした部分があり、下陪遺構の存在が予想できたがプランは確認できなかった。

迫物 臼2はU緑地部に沈線が見られる S宇古里01類。6441立U縁部内外而に羽状の酌l突文を施す柳ヶ

坪明:;:.~である . この 2 点は下層の住居跡に伴うものと且l われる . 643 . 645はくの字費、臼6-648は

伊勢型建である o Ui恕器は649-652は相:身 日3は綜説、田4は曹の口縁部で外而にカキ目がめぐる。

655は費の胴部ある.

S02 (第43悶・別添図2 第74図656)

;n情 D区にl立i世し 5B7. 5K3を切る。東西方向に直僻状にのび、東側は剖宜区外で、 西側は柵が

浅くなり途切れている.調査で確認した長さは9.2mである.深さが 7cmと浅い。

遺物 本遺榊からは土師協と m恕世誌の小片がilI土。 656 は~rm(探の杯身である。

S016 (第42凶節目図659一回7)

沼崎 G区に位位する。5020を切り 5010に切られる o }車両方向にのび.両側は淵査区外である。

iJ.u'，で確認した長さは6.7mで断而形は府平なU字形を i註する.またほ部のレベルから 西から東

に水が流れていたと思われる。

遺物 本遺構からは弥生土器土師器須恵器が出土している.659は畳口口縁費でロ縁部外而に刺

突文が見られる.6回一663は5宇費01類、同4は字凹型聾である.665 田6は須恵器の杯身、日7

は杯蓋である.須恵器はいづれもTK-2凹窯式併行である.

S018 (節42凶節目凶品8-670 

辺情 G区に位世し、 5X6を切り、 5019.20に切られる。車内方向に直線状にのび、両側は淵査区外

である。淵査で確認Lた長さは6.4mで、断[同形は緩やかなV宇形を坐する。底部のレベルから、西

からw:に水が流れていたと，1J，J，われる。

泊物 本池桝からは、 JJ州器須恵i帯が出土している.668はS宇'l!lC如、 669. 670は宇田型塑であ

る。671はm恕慌の件 (6C末一 7C初)である.
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5D20 (節42図節741き1672)

迫情 G区にf)'L目する。SD16. 18に切られ、 SD19を切る。Jt阿ー南東Jirtrj/二位線状にのび、 北西側

は訓査区外で 市東側はSD18に切られている。訓査で確認したi去さは5.5mで、断面形は耐平なU字

形を呈する。

遺物 本遺構からは上例措 ~rü!~器がm上している。 672 はm.'J.r:出の雌で、外底部は平行1111 きを施す.

その他の遺構 (節目図673-675) 

673 -654はPIから出上したもので、 673は5."費C!J1、 654は5字型D2!J1、 675は.mx且慌の杯身

である。
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第一 9節 9期の遺構と遺物

SZl (節40図節目図676-681) 

遺構 C区東日開lに位位する。SB25を切り、 SD!に切られる。泊椛検出時には創悲訟の短m北が半分

鉱山した状態で、耳f目も検出而で出土 した。4J坑は南北に長軸をとる民方形で、幅はが10.6mと挟く、

縦辺はSD!によって切られ不明であるが検出しただけで 1.35mを測る。また SD!よりも南で検出でき

なかったことから 2m以寸であると思われる。検出ffI1からl底部分までは約 14cmである。

墓坑にはー而に粘質のあるシルト質の土が蚊かれていた。さらに、部分的であるがその上に黄拘色

の粘質のあるンルト質の土が見られる。あるいは桁台であった可能性が考えられる。監坑以外周湖等

は検出できなかった。。 遺物はこの賞拘色の土の上から出土し、主;;J)'Lの北端に西からの短E列車 l点と

杯身2点が並べて世かれていた。耳聞はその南側w:よりに約 lScm'lど間隔をあけて並んだ状態で見つ

かった。これらのJll物は!まぽ当時の状態を示していると思われる。

遺物 本遺構に伴う巡物として須恵総の679の短到輩 677 . 678の杯身 680 . 68!の耳環がある。

杯身は必の一部が被告している。j貝TSi訴はいずれも 7C能半のものである。耳環は腐食が激しく l軒而

形は不明である。銅製で、内側に僅かであるが塗企が児られる。内径は680がは約 1.3c問、681が 1.2

"である。576の胞は小片でl時代も古く、本遺構に伴う也のではなL、。
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5010 (節42関節75図回2-692) 

辺情 r.c区に位白する。5011. 16を切り、 507に切られる.東西にι線状にのび、両側は調査

民外である o 5D7の尚北両側でプラ ンを検出したが. ~IU:が酷似していたことから同ーの滞と判断し

た。調布で確認した長さは 7mで、断而形は不明である。

遺物 同2は杯端部に多呆沈線がある有f1r~杯。 国4 は 1 110¥端部に而をもっs.-;主主題Dltrl.6団は須:I!i:

出の杯持。曲6は杯身、回7 曲81主制台軒、で 688の外服部にはへラ J~ -r}がみられる 。 6伺 691はm
!.!J器の賞、 692は上錘である.須.'.!.(誌は 7C j友半のものが多い.

5011 (節42図 第75図693-706) 

温情 F区に位位する。5X7. 9を切り、 5010に切られる.車両}j向には綿状にのび両側は淵査区

外である.調査で確認した民主は7.4mで、断而形は凹{'rが激しい逆台形を呈する。底部のレベルか

ら、固から~(に~くが流れていたと思われる . また、底部付近では哩土中に泊物の小破片が大量に混じ

っていた。

遺物 本遺構からは弥生上器上側提ll'i恵器が11¥土o 693 . 694はS宇費、 695は器台、 696は円縁

部内外而に細かい梢舟向のミガキを施す小形~:{である 。 699 -702 . 706は;ri!.!J慌の賞、 703は刈杯、

7倒 70511軒、議で 701-705は7C怯半のものである。

第10釘'j 10)羽の辺機と逃物

5023 (日l海図 l 第75凶7凹 -712)

迫楠 A区にi立位するijjjt方向の渦である.一部分しかl¥liMしておらず詳細は不明である.

迎物 711は土問時の把fヘ 709. 712は山茶腕、 710は片口鉢である。破片であるがかわらけも出土

している o IlJ茶腕はともにJR濃産で 710は瀬戸産である.

5026 (別添図 ! 第75凶713)

遺構 B区に位位する南北方向の鴻である。一部分しか制削しておらず詳細は不明である。幅約2.2

m、深さ 0.25mである。5025. 27 . 28 は平行し、理土は~Iô'ì~fに硬く締まる背灰間色砂質シルトであ

り、同時間である可能性が向い。

ilI物 IJI1遺物は713の灰噛陶器腕 l点のみである。

5029 ()jll添図2 第751χ1707. 708) 

温情 O'E区の車端に位世する南北方向の満である.幅は約 l.lm.深さ約 9Cm と i~' 、。 A'B区

の一連の湖と状況は酷似している。

遺物 本遺構からは須YJX部灰利附お ，1，茶闘が11¥土している。707は須恵器の情台停で外底部には

ヘラ記号が見られる。708は灰軸陶器腕である。



- 61 -

第 11節 その他の遺構と出土遺物

( 1 )時間不明泊桝

8819 (第28図)

il!楠 DI互に位位する。本住居跡はプランを検出したのではなく、 5B7の土層記録の際に確認したも

のである。5B7掘削時に、床nirに遣した段階で土防断而の横討をしたところ、すでに5B7の床而は制

りすぎており、その下の硬化而に遣していたことから本住居跡が発見された。このような国4山から、

5B19自体のプランは確認できず、咽1化而のみの検出となってしまった。カマドもしくは炉 周溝、

ピット等也検出できなかった。5B19を切る 5B7からm土した迎物は 時期のもので5B19の時間lを推

定するような遺物は見られなL、

8821 (第 11図)

近縞 C区に位世する。遺構検出段階にはほぼ削ってしまて床而(硬化而)と一部の遺構の端部しか

検出できず規模などは不明で、ピソト立どは確認できなかった。南側にある 5B3の状況をみると切

っている可能性が高く 3期E降である可能性が高い。

8834 (第 18図)

遺構 F区に位世し、5B28. 29 . 30 . 31 . 32に切られる。平而形は方形を呈する。床の硬化而、

炉、周治等は見られZよかった。ピソトは 3基検出した。遺構の切り合い関係から、 5B30以前という

ことで5則以前であると考えられる。

8D! (別添図 l 第 15. 23図第76図714-717)

遺構 C区に位tuし、 5B3. 13 . 25， 5K1. 521を切る。東西方向に直線状にのび両側は淵査区外

である。断面形はV字形を塁し、澗J'tで確認した長さは 12.6mである。5D26など古代から中世にか

けての渦が掘削された而の lニの暗から掘り込まれており、rJ，t世主降に掘削されたことがわかる。

遺物 本迫桝1;1，層i立から Ij:r-ttt以降に倒削されたと考えれらるが、出土遺物{ま古墳時代までのものが

少量混じるのみである。715は字国型塑 716は伊勢型塑 717は須恕器の蛮の脚である。

804 (第25図)

遺構 E区に位世する。5B!O、 P2に切られ、 5B18を切る。東西方向に直線状にのび、凶側は P2

に切られ、それより西側では確認できず、また東側は5B10に切られる。調査区で確認した長さは2.8

mである。深さが 7cmと浅いため断而形は確定できなPo5B18に切られるということで 6JijJ以前と

考えられる。

遺物 本迫椛からは土師器片が少話出土 したのみであるが、 5818出土遺物の中の420. 417は504倒

削時に満付近から出土しており 5X3が凶端で検出された満と同一il!構であるならば、時間l的にも

5D4に伴う可能性が高L、
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S05 (別添図 I) 

辺情 C区の*側に位目する:w:西方向の消である。断而は半円形を呈し、深さは約 18cmである。出土

遺物はなかった。

S06 (節30図)

温情 A区北東端に佐世し、 5B26に切られる。本遺構は重機によるトレンチで兄っかり、断而での

み確犯できた。断而形は緩やかなV宇を呈し 深さは0.65mを測る。

遺物土師出片が小片しかIIUしなかったが、有段高杯 ミガキを施す査の破片があることから 2

3期に比定できる.

S07 (第42図第76図718-722) 

温情 F.G区に位置し 5DI0を切る。東西方向に直線状にのび両側とも調査区外である。調査

で確認した長さは6.7mで、断u'IJ形は緩やかなV字形を呈する。

綱方の南北両側で流路と並行する杭列を検出した。土防観察により、杭は"可の掘11の傾斜に沿うよ

うに内側に附いて打ち込まれている。また、杭先端のレベルが央なることから、わt列はおそらく段状

になっていたと考えられる。南北ともに 3段を確認しており、特に，jl側に多くの杭が打ち込まれてい

る。杭には、断而形が丸材と jiJ材の 2随類があり、丸材の杭は木の幹をそのまま利用したものと、竹

を利用したものがあり 内村の杭は木材として加工が施され、断面が方形のものと三角形を里するも

のがある。本数としては丸材のものが圧倒的に多い。丸材は直径 3-7 cm 長さは80cmまで確認して

おり、 11，材は幅3.5-8cm、長さは確認できなかった。先端部の加工について、丸材(ま 4方向から切り

出しており、角材 (U断面l三角形の場合)は、各側而が先端に近づくにつれ緩やかに向度を変え先端部

を形成している.これらの抗列の機能としては、おそらく議伴と考えて問述いないであろう。また遺

構内からは近世 近代の遺物が出土したほか、ビニール製品や貝裁も確認している。確認而について

も他の遺構とは違い皿a層上而であることから この渦がかなり新l..l、時期に揃削。使間されていたと

考えられる.

遺物 本遺構からは土師器須!.!J*~ 近III陶器近世磁器が出土。 m恵器119 C初に集中し、周辺

にこの時間遺構があった可能性がある。

SOS (第41図第76図723-730) 

ilI構 F区に{立位し、 5D21を切る。東西方向にほぼ直線状にのび、両側は潤:1t区外である。調査で

確認した長さは8.5mで、 l斬而形は不盤逆台形を呈する。底部のレベルから おそらく西からmに向

かい水が流れていたと思われる。

迫物 本遺構からは伊勢型費 削(伊勢型)、が出土した。mxι出は 7C 怯半のものが多く児られる。
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S09 (節目図)

遺構 F区に{立世し、 5829を切る。車問方向に直線状にのび、東側は調査区外であり、西側は消が

浅くなり途切れている。調査で雌犯した長さは2.6mで 深さは 9叩と浅L、
ìll物 遺物は土r~~掃の小片が合jA出土したのみである。

S012 (第41図 節74図657. 658) 

追構 G区に位位する。5X4に切られ、 S015、SX6を切る。東西方向に直線状にのび、両側は澗査区

外である。調査で確認した長さは 6mで、断面形は逆台形を呈する。流路と並行して、かZよりの数の

Pl形小ピッ卜を確認した。ニt層制祭により、深さが30cmで鉛百方向に入るごとから、杭の1"跡と考え

ている。機能は謎仰の可能世が百品、。

遺物 657はパレス藷の開部、658は須車協の留である。

S013 (第41図)

遺構 G区に位i目する。5江4に切られ S014を切る。南北方向に直線状にのび、南側は調査区外であ

り 北側は湖が浅くなり途切れている。調査で確認したJ;<さは5.5mで 断而形は緩やか立V宇形を

呈する。

ill物 本i且梢の出土ì!l物は少ijtで小片であるため、 I~I化できるものは立い。

S014 (第41図)

ill構 G区に位悩し、 S013に切られる。北東南西方向にのび両側ほ調査区外である。調査で確

認した長さは3.9mで断面形はr.;py.なU字形を呈する

ill物 本i!l梢の/1.¥土遺物は少量で小片であるため、図化できるものはない。

S015 (第41図)

追構 G区に位ii1する。SD12. 17、SX4に切られ、 SX5を切る。北凶ー南東方向に直線状にのび、両

川lとも浅くなり途切れている。調査で確認した長さは6.9mで、断而形は緩やかなV宇形を呈する。

道物 本遺構の出土遺物は骨量で小片であるため 図化できるものはなL、

S017 (節41図 節76図731-733) 

遺構 G区に位位する。SX4に切られ、 SB33、SD15を切る。北京一南西方向に直線状にのび、南西

側は調査区外で 北東側は消が浅くなり途切れている。澗査で確認した長さは5.8mで、断面形はU

字形を呈する。

遺物 723は杯部外反日杯の杯部、 733はその脚部、 731は小形濯の口結部である。いずれも S833に

関係するものと思われる。
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SD21 (第41悶第76図734-737) 

遺構 F区にfii:1i1する。sosに切られ、 SK9を切る。南北方向に直線状にのび、南側は淵査区外で、

北側は満が浅くなり途切れている。淵査で確認した長さは6.1mで、また深さが 5crr浅いためi斬而形

は確定できない。

遺物 734は5字型03如、 735は広口査の口縁端部と思われる。736は伊勢型費、 737は須恵器の型車

SK3 (第43図第76図738)

遺憾 D区に位ii1t...、 S02に切られる。平而形は南北に長軸をとる梢円形を呈する。深さは8叩と浅

く、遺物の11も少なL、。SK3を切る S02は8押iと考えており それ以前であると思われる。

遺物 出土)fi!婦は土師協片のみで、 738はくの宇裂である。

SK4 (第43図第76図739-742) 

ill勝 本遺構については、 SB8の記述で若干触れたが、 SB8の床而において確認したものである。し

かしながら、住居跡内の過榊にしては規模が大きく不自然であるから、 SB8に1'1'わない遺構である可

能性が市L、。以下ではこれをふまえて記述を行う。

D区に位白し、 SK7を切る。SB8との関係は前述の通りである。平而形は11ぽ円形を呈する。底部

について、 SB8の記述で下関における遺構の存在を示したが、本遺構の出土遺物にも、 SK7. SX13の

時期に該当する遺物が存在することから、誤認による掘り過ぎの可能性が考えられるが、 llii削時や土

陪観察においては確認できなかった。

遺物 739 . 740はS字型o1類、 741はS字型oHfi、742は且折脚24杯の杯部で内外国Iに縦方向の

ミガキを施す。これらと同時期の遺物は切り合う SB8. SK7 . SX13 . SK8からも出土しており、

述の遺構である可能柑も考えられる。しかし、須1軍部も数点見られることから新しいSB8以怯の遺構

の可能性もある。

SX1 (第43図)

遺構 C区に位世する。'1ι而形は不撃的円形で、土坑状の制プJを持つ。中央部で石が2点出土したが

これらの11自には按合関係が認められ、その而の状態は滑らかである。一方には刃のような鋭利な部分

が児られたものの人為的なものか否かは判断できなかった。

遺物 土師協片が少量出土したのみで時期は不明である。

SX2 (第43図)

ill構 D区に位世する。SXlの南側に位世し、平而形は不整桁円形で 土坑状のJ耳目方を持つ。SXlと

同様に中央部で川原石が3点出土した。

遺物土師器片諸i!，r;:器片が出土したが時191を決定できるものはない。

SX4 (第43悶第76図743-750) 
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温情 G区にi立凶L、5833、5012. 13・15. 17、5X5. 6を切る。平田形liA之監形で、底部も平ら

ではなく[lJhJllが激しい。月uニは灰色砂質上で、プロソクなどの出じりもなく均質である.小破片であ

るがi!l物が事〈出上した。

遺物 2.5.7111以降の遺物が児られる。744は畳口口縁費、 745. 746はパレス蛍、 747. 748は

5字型 01如、 749. 750はr何11型費である。

SX5 (第411:<1)

遺憾 G区に位世し、 5D15、5X4に切られる.プランの検出段階では、まず5015の州側においてラ

インを確認し、その形状から111"跡であることが予想できた。 しかし 5015の東側においては、思上

と地山の判別が困難でラインが検出できなかったため 結同は図示したような範凶のみの確認となっ

た。

遺物 U:仰器は少!iHU土したのみで時間lは不明である。

SX6 (郊41凶)

遺構 G区に位置し 5012 . 18、5X4に切られる.横山範囲が小さく、遺構の止半は潤査区外であ

る。ほぽ直線的なラインのみの確認となったため 平而形は不明である。また深さも 12cmと浅t、
遺物 I:IW蹄片が散市11¥1: ~たのみである 。

SX14 (第24凶)

遺構 D区に位置し、 5B15を切る.本遺構は、焼上 炭化物の需品部分とその周闘にある硬化而の

みをの確認したものである.焼上 炭化物の堆積は 8cm躍度で、関連する遺構も確認でき止かった.

遺物 本池梢からは土問日ii. ~XÜι探灰軸陶加山茶碗はWI土。 灰摘出向指 山茶腕については上照の

可能性が?，1~ 、。

SX15 (節29凶)

il1梢 B区に位世する。5817のIti側で焼上のみを検出した)fi桝である。平日'I[形は円形を呈し 直筏

は65cmを測る.上層観照により焼土の堆績は 3-4 cm程度であることが判明し、またその付近 下部

において、貼床状 ピット状の唯績が確認されたことから、本遺構が住居内のものである可能性が考

えられる.しかし検出範囲がjjl¥、ことから確証を仰ることはできなかった。

il1物 本泊榊からは土I;ji捕が I11¥ょしたのみで、時間lは不明である。

SX16 (節45図)

il1構 m機による東西方向の卜レンチで確認された.5B2の話線となる赤尚色砂質ンルト府の下層に

あり 迎榊の低には焼土や炭化物が古まれる陪がある。断而の状態から住居跡の可能性がある。

遺物 t1~上迎物は少なく.図化できるものはなかったが、 11/1 きのある曹の体部数点あり、 1 )町の迎梢

である可能廿がある.
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( 2) 1陪/1¥U自物

本辿跡1:;且榊検出が難しく、多数の遺物を辿桝検/1¥時に l府として取り上げてしまい、今回のIH上

遺物散の1/3を市める。

A区 I層 (節77図753-7同)

753 -7回は弥生時代中間怯半の土端である.753 . 754は叩き盟、 755ー 760は波状文や横線文を施

す査である。7制 7白はイT段肉料、 766は宇111'目班、 767はfJ'例型塑である。

B区 I層 {那77図769一部78凶以)() 第81悶915)

769 -783は弥生時代中191怯半の土器で 769 . 771 . 772 . 773は1111き費、 774. 775は日杯の口緑、

777 -781は世、 7761t脚部、 782はJfの脚である.

785 -787は布段目杯で.758 . 787は杯端部に多長沈線がめぐる.本遺跡から出上した中では事長

枕線幅は広い方である。795はUU!!.器の杯身 799-798は軒:身、 799は雄、 800は盛の口縁部である.

C区 I層 (第78図801-邸8 節目図918)

一帯多く泊物がill土。特に 1:.Mi;r..;矧。801-8 1 4 は弥生時代 '1 >1 91怯半の土器で 807 は伊勢問問I-Î~域で

見られる.808 . 815は瓜郷式の土器の口縁部と顕部である。831-833はパレス蛍で赤彩を施す。

田4 は柳ヶ坪1?~':::である.

口区 I層 (節79悶839-部3・第81図919)

制4は広u館、 861-8臼は灰柄附掃の腕である.酪OIi.mJ.!!.*iの杯訟で、歪みが習しL、。

E区 I層 (第79図8臼~剖2 節81図922)

反当6は11i~r外反高杯の脚部、

E区ではm!.!J器が目立つ.何らかの遺構があった可能性が考え られる.871-875肉料、 877は広門

前 878は燃の口縁部879-881 は灰糊向端、田2はかわらけである.

F区 I膚 (部79図曲3-第80図田8)

拙3は弥生時代中l間接半の叩きを施す査の1*部である。893は平版の口縁部、 891i位状文を施す無認

高杯、 892. 894は認で、 892の:li'JI部にはヘラ配りがある。889は鍋(伊勢型)である。

G区 I層 (節8ο図899-節目図914)

同lは小Jf~:~:~. 902-叩4は肝l折外反白郎、 905は器古である。 ミガキ調整が顕習で いずれも 5833

付近から出土した也のである.同8は需蓋肉料で披状文を施す.

〔注}

(1)鈴本元氏ご敏示いただいた.

(2)内制0111'ににご敏司、いただいた.
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第 5章 まとめ・ 考察

第 1節 下西郷一本松巡跡、の土器+組成

はじめに

下回郷一本松遺跡は今Inlの発姻調査により弥生時代桂}聞から古噴時代の民JUIIIIIにわたって存続した

集部であることがわかった.そこで、どのように上師出現と高杯が変化していくかを数値化し、輪対

してみたL、
s字型03煩から平日j型費、伊勢型費への変化については内掘信雄氏が分析を行っている川 ので、

これと問械の方法でおこなう.方法は口縁部計測法'"により 2I~Iから 8191までの主要ま i且桝を取り上

げ、遺構ごとの土師協型の科部極と/.1杯の各器組の比率を/Jiし、グラフ化した。

時期ごとの土師器聾・ 高杯の組み合わせと変遷(第 5];，. 第83図)

本遺跡の時jgj区分にしたがって変還を説明したい.科!日!のj師器の組み合わせ、伴う須I41器は以 F

のとおりである.

2期費 量口口掛鍔 ，<の宇lIi' /.五軒、回折外庄市杯

3則 費受口口縁費くの宇費高杯前段目軒、

4期 費 S宇費 (A) 'B頬 C類7.:~軒、 (イT段而杯)

5期費 S字塑C:t!l-0 H罰/.1杯屈折脚日軒、

6糊 費 5宇費02矧 D3頬宇田型費 JE杯刷折脚高杯ー杯部椀形n杯

7 期 資宇凹型E車両杯杯由i椀形EE杯 ~J!!~\ i*i (H-ll -TK-47窯式併行)

8期型 宇同型弾。伊勢却型車市杯なし創出時(1-1-61' MH5 1{式併行-~n術 65 )需式併行)

との中で6191についてはS宇現 02' 03曹1-J:d折脚日杯のみの組み合わせのものと、それに宇凹

型礎 科部陣形日杯が加わるものとで細分できる.6191の宇田型弾と杯部腕形日杯のセットをもって

下閉式とする見方もあるが.本遺跡では~WJ.~器の出現在重視し.これをもって 7 則とする.

8191について也宇凶型費と伊勢型費の両者が伴うものと伊勢型費だけのものとで細分が可能であ

る。酬分したものは1Il梢の切り合い関係からも1"1古はなt、。

まとめ

2 ' 3191は塑の組成は受口口縁費とくの字型で、 5字型はみられなt、.4 191になると 5宇費が登場

し. 5191には5宇費C頬がそのほとんどを占的主体となる.5宇費の口縁部が肥事した 02.3煩が

出現する 6191にはS宇費の比率は減少し、くの宇費が一定1il見られるようになる.そして宇田聖!費が

出現するとまたその比率のほとんどを占めるようになる.8191になると伊幼砲事曜が見られるうょにな

るが 守田型曹と入れ変わるだけで その他の現は比られなL、
2 ' 3191の費で口縁部から低古11まで全体がわかる資料少立〈、断定はできないが 2開lの5K6か

らIJU した受口口縁到底部は:>lf.Jjまであり、 3191の503からは脚古しか出土しておらず、 平低から台
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付へと変検したことが惟測される。

日相tは21gl"3珂lの!日lで資は変化しないが、面i折外反而杯から有限肉料へとかわる o 1T段高杯から

厄l折脚向杯への変遷は資料がなく不明である。 61UIにS宇費から下川型費がtf<1'をしめるようになる

のと同じくしてlu!折脚日杯から綜部椀形日杯へと変換する.そして fJt~.，型J塑が出現すると姿を消す。

供駒形態の宮化については、須忠器の笠湖による供駒形態の蛮化について城之内遺跡で分析されて

いる山 が、組成の蛮還を①上fili器長欽n(S字型03矧 くのすさき盟主体)と土師出供開具(屈折脚高

杯) ② t向Ií部，官、炊具 ("rm型現主体)と ~XFJ:(器供服H(日制; . l.i杯) ③ I:fi仰部煮飲只 (伊勢型護主

体)+m忠出fJ¥H剤具(高村t 益軒，)の 3つ段階があることを折摘している. ド阿郷一本松i1l跡では、

m忠加が良好な状況ではなく、単純に比較できないが、'"j三川~\2費が t f本 である 71g1では供服nはmrJ!:

蹄もあるが、 t同li 慌の跡部腕形日杯も一定量存在守る。 f)tt.，~\~裂が菅地』する 81ilになるとIi'部椀形而

杯がなくなる。

(il:) 

(1)内網~UII: r ド IUI!から伊~l!.へ岐印市における本例検討ーJ rS'Y-.~与える J M梅"，1;学フ宥ーラム官R.k会実行司~t1会笈剛

(2)小ff.f.: 争 r.とめj(刷"蟻之内遺跡J・倒幻l‘県支他財保調センター 1切7

(3)内Jtmll:r'j<lII!笹山製0'胡僚の上富側成についてJ• .1:(，1，1，11:#杏U会『鳩之内趨尚 昆"公倒'"・...に"う税急売価_tt-J(割前1分冊}

1鋭裕

グラフ何..に""川裕之氏の協JJHIt.:



- 129 -

直の口線残存率

6

3

9

 

出

叩

開

SK7 

SB4 

SB8 

51332 

5sl2 

5K2 

5B7 

5B> 

5B22 

5B!l 

5B6 

5B2 

匡亙隻ロ Eコ山陰系 lZ2I <の字 仁ヨS字噛

亡コ時C績巳:Js字DI濁as字D2額Eヨs字03"

k，，;q5字山陰 巨 羽字図 匪国州 下寸その他

賓の日銀磁片敏

5K7 

5B4 

5B' 

5B32 

5Bl2 

5K2 

587 

S8] 

5s22 

5B2 

。，‘ 20‘ ""' ''''‘ "，. 

高杯の口縁残存寧

SK6 

S[):J 

5rJ9 

51125 

SK7 

SH4 

SlUj 

5日32

SlHO 

SHr5 

SB12 

5K2 

Sll7 

““  ・・・ iiiii，iii :::::::: ~r:::::: ~~~~~~~~ I SBI 

5B22 

SBr] 

SB6 

Sll28 

5B2 

IT::J屈併外反

~屈柵

巴ヨ布段 E二ヨ風術開(垂下峻}

医司郎都鈍形 Eコその他

高島杯の口縁破片数

5K6 

SD3 

58' 

SB25 

SK7 

5114 

5B8 

5B32 

SBrQ 

S1315 

5BI2 

SK2 

5B7 

581 

SB22 

51}ll 

SB6 

SIJ28 

582 

''''‘ 
100¥¥ 

:" 

10""。‘ 10‘ 6'"‘ 20‘ 

第83図書・高杯の組成デラ7



- 130 -

第 2節 下西郷一本松逃跡の遺構変遷

今回の調査では弥生時代中1911去半から中世にいたる遺構が確認された。ここでは時期区分に従い 10

191に区分し、さらに前節で、ある程度目f組組成によって紺l分できる191があることがわかった。このこ

とも踏まえて品開に'とに住居跡、泊、二L坑などの主要立辿摘の変還を凡てみたL、。(第84図)

1期弥生時代中期怯半、!日l線紋191 日蔵間lである。弥生時代末から古治時代にかけての遺構の検出

而より1陪で確認にされる。

遺構はの土坑 2(5K5. 9)、不明遺構 4 (5X7・8. 11 . 12)の6:}.ょの遺構が確認された。この内

5X12は住居跡の可能性がある。また、 5B2の F照にある 5X16もこの時期の遺構である可能性がある。

これら以外にも遺精は検出でき立かったが、 5BI3. 15周辺でもこの時期の土器が集中するる部分が

あり 遺構が存在する可能性が向い。検出した)fl桝の分布には偏りが兄られるが、辿物は雨のG区を

除いて全体的に児られる。

この時間lの迫桝 )fl物は舵阜市内では寺田遺跡でみられるのみでl~重な資料となった。 また、岨阜

市内でも東に位位する寺田過跡とは械相が興なる。

2期弥生時代後半、本遺跡において遺構 遺物は骨，部で時191幅があると思われるが一期にまとめた。

屈折外反市杯が見られる時期である。遺桝は住居跡2 (5BI6. 33)、土坑 1(5K 6)の3基の遺構

がある。遺物は少jGIであるが、 定i立兄られることから他にも迫梢が存在する可能性がある。5B33

は今回の調査で見つかった住居跡の中で一帯雨に位世する。

3期 この時間から住居跡が多く見られる。遺構は住居跡 3(5B3. 9 . 20)、満 1(503) (506も

可能柑あり) 4基の遺構が確認された。北区の商側に住居跡が集中する。北端の満503は明確な飢艇

は不明であるが、判明しているだけでも幅は2.5m 以Jある。遺物は南側から廃棄されており、!.IS市

の境界を示す可能性がある。

4期 5宇宝躍が児られるように止る時期で、遺構がほとんどみられない。調査区全体を児ても 5字型

B類の出土は少ないことから希薄な時期であることが考えられる。遺構は5XlOのみである。しかし、

5B25でこの時191の泊物が多く浪人することから、 5B25付近に遺構があった可能性がある。

5瑚 5宇費C富i. D 1煩が伴う時間lである。この時191になると泊梢が見られるように立る。

住居跡 3(5B25. 30 . 311 土坑 2(DKl . 7)、不明遺構 1(5X3)の6基の遺構が確認された。

これらの迎栴の中心は 3191と同械、北区の前半分と南区北端である。
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6期 古里はS宇鷲02.D3類と宇田型銭、日杯は回折脚高杯軒、部腕形高軒、が兄られる時期である。

遺構は住居跡9 (S64 . 8 . 10 . 12 . 13 . 14 . 15 . 18 . 32)、治 1(SDI9)の 10基の遺構がある。

一番住居跡が多く見られる時lUIである。

61UIは前節で述べたように、古段階 新段階に分けられる。H肘跡も軍主りがみられ、古段階と新

段階にわけも遜色は立い。古段階の住居跡は SB4. 8 . 14 . 18、新段階の住居跡は SBI0. 12 

13 . 15 . 32である。遺構の中心は北区の南半分と南区の北端である。ここまでの住居跡には炉跡が

みられ、カマドはみられなL、。ただし SBlOについてはカマドが存在し、前述したように時期の決定

が騰しいが 6則とするならば本遺跡の淵査区内においては股初にカマドを導入した住居跡となる。

7期 土師器は宇田型塑と杯剖l椀形市杯、そしてm恵器がH うようになる 。 須恵器は H-ll ~式併行で

ある。遺構は住居跡5 (SB1 . 7・17.26.29)、土坑 2 (SK2. 8)が兄られる。澗査区の北端ま

で住居跡の範囲が広がる。ただし住居跡の11¥1陥は変化しない。また住居跡にはすべてカマドが伴う。

8期 土師協は宇田型惣と伊勢型費、土師器の7Ji杯は極1>I;t杯部腕形高杯がみられるが、基本的には

ない。遺構は住居跡 6 (SB2. 5 . 6 . 11 . 22 . 28)、満 4 (SD2. 16 . 18 . 20)の 10基の遺構が

確認されている。前節で述べたように 宇田型弾と伊勢型繋が混在するもの、伊斜型密だけのものの

2時間Iに細分できる。古段階の住居跡はS65.6.11.22、新段階の住居跡はSB2. 28である。分

布状態は古段階は7J明日H華北部分へ広がった問械の状態である。しかし、新段階になると住居の数が

減少する。

9期 7世紀桂半のこの時lUIになると住居跡は児られなくなり、 土坑装 (SZ1lと消が確認されたの

みである。集部域から悲城へと土地の利用が変化がみられ、 lli訴の中心が移動したと考えられる。Jll

構は検出できなかったが、 北区の南E区でとの時lUlの遺物が 定鼠みられることから何らかの遺構が

存在した可能柑がある。また 南区の*西方向の泊内からも須直結が多く出土している。

10矧 灰軸陶*i 山茶怖が見られる時間lで、いくつかの直行する南北東西の消がある。これらの迫

桝から遺物は極世昌見られるのみである。この満と平行する消が，ti区でも見られ、出土Jll物から古く

したり、時間l不明のものがいくつかあるが、この中には 101町の過椛であるものも古まれている可能惜

がある。これらの消は土地を区画Lたものと考えられる。
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第 3節 下西郷一本松辿跡で検出 した竪穴住居について

今川の調査では31阜の竪穴LH'lを検出した。決して多い数字ではないが、本節では、住居を構成す

る"D!ポ(大きさ、方位、炉 カマド)についてE泊地方の他の集部(城之内追跡、 111骨遺跡附、 牧肝

小山遺跡)と比較し、若干のJP慨を試みる。また、 下両郷一本松遺跡では 9111以降のfH.lはないが、

他の1品部にl到しては 9111に古まれる資料(7c後半-9 c ijil誕)についても触れる.

〔大きさ) (第 6.&) 

Jにきさについて、調査では必ずしも住民の全範囲が検出できるわけではないことから 完全に検出

した一辺を対卑とし検討を行う.また、全範凶を検出したf1居については民辺を対盈とする。

ド同郷一本松遺跡について、まず2. 3 . 5 I日I(5B16、33.3. 9、20、25、30、31)では、 一辺を

完全に検出した也のがほとんど嫡いため傾向を促えるこ とが難1.-，、 5BI6(21日Ilは一辺が3.5mと

なるが、大部分が調査区外であるととからこれが良辺か短辺か判断できなt、.5B25 (5 IUIlは 辺が

5.6mを測り、今l司検出 Lたf.t!!lの中でも比較的大きな也のである。6開I(5B4、8、10、12、13、14

15. 18、32)について、 5BI4、32以外は検討することができ、 5B8が3.9mとなる以外は4.5-6 m 

の範闘に入る。 71UI(5BI. 7. 17、問、 29)について、 5B26以外は検討することができ、 61UI""様

にほぼ4.5-6 mの範囲に入る (5B17のみ6.1m)o 8開1(5B2. 5. 6、11、22、28)について、 5B5

が一辺3.2mとなる以外は 前の 6. 71UI同様、ほぽ4.5-6 mの範凶に入る (5Bllのみ6.2m)。対

盈とした数が少ないZとから傾向を述べるのは難しいが、敢えて述べるならば61割以降の住居につい

ては4.5-6 mのものが多く、また 7期以降に 6mを越えるものが登場するということになる。

1底部地方の他の晶子品について、 21UIに比Eizされる住居はなく、また 3IUIに比定できるのは城之内遺

跡町住胞だけであるが、ここでは 3-8mの峨々な大きさのものがあり統一性が児られない。さらに

6 m以上の也のが約3分の lを内めている。 4lU1について、城之内迎跡では 3-5m台のものが多く

主り 川合遺跡併では集中が見られな".また両遺跡を通じて 31UIと同織に6mを越えるものが-

Jtii1 (17件ql5件、 29.4%)ある.5陣iについても城之内遺跡と川合迎跡併の住民が比定できるが、

械之内遺跡では 6mを雌えるものがなくなり、胤棋の甜i小化が児られる。川合遺跡併では 5m台にピ

ークがあるが、依然と して 6m以 lーのものが一定量(16円'ド 4件、 25%)ある。 61UIについては 資

料数が少ないが 3-6mの範凶に入り 特に 5m台に品一1ーの集中が児られる。 7. 81UIも基本的な傾

向は 61UIと同じであるが 牧野小山遺跡においてはピークが 4m台に移る。また、城之内遺跡と牧野

小山遺跡では依然として 6m以 lーの住居が知いのに対し.川合遺跡併では 6mを雌えるものが存在す

る.91Ufについては、城之内沼酬では 3-5mに集中し縮小傾向が進むのに対し、 Jllh遺跡群でも 3

-6mに集中が比られるものの、 6m以上のものは依然として存在する.牧野小山迎跡では 6mを越

えるものが若干見られるが、ピーク In-5m台にある。

さらに大きさにl則する要素として床而積がある(第 7.&).今回掛った全ての遺跡について、 5開l

以降に 10-30m'に県中が児られる.また 91UIについては20ばまでの小脱線なものがmぇ、ここでも

縮小傾向が児られるが、 川合遺跡昨では30-50m'のfi!'!iが一定16i存在する。

以 上.長辺と床[而積について検討をした.下西郷 本松遺跡では、時!闘が下るにつれて焼棋がo!l'l' 
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拡大するという傾向があるが、資料が少ないため断定することはできない.また、主源地方の他の遺

跡で 5111以降に縮小傾向が見られたものの 川骨迎跡併だけはその傾向に沿:、ながら常に大きな住居

が存在するという特徴が見られた。

〔住居の方向) (筋 81<)

，tをE軸とし11}も近い辺の角度をとることで、 IH'iがどの方向に向けて造られるかを見る。百之脇

遺跡の報告においても検討されており、報告古も 「意味がめるかどうか疑問，JJがあると述べているが、

1mの方向を揃えるという宜議の有需を見るために検沼を行うことにする.使宜的に両から}I[までの

1801J!を 6等分しそ白島中町綿子を検討する。

下西郷一本松遺跡について、 51町までは資料の少なさから傾向を読みとることは蝉しいが、 31明に

おいては北北西から北北京、 51町においては北)f!から班に向く 。61PIは北閃から州、 7月Iii，ヒ北凶か

ら北北京、 8同lは北京から点にまとまりが児られるが それほど強い集中ではなt、。

主濃地方の他の集落について 城之内遺跡では 61PIまでは方向にまとまりが児られないものの、 7

IPI以降はほとんどの住居が北北東から北東方向に向き 9岬lについてもその傾向は続く .川合遺跡併

では、 51PIでは北北丙から北京に、 61割以降には，tから丙方向に集中が見られる.牧野小山遺跡では

それほど強い傾向性は見られないものの、61PI以降に，tから東方向の住居が多くなる.

以上の結栄は、迎跡毎 日中IPI毎に述いはあるが あるH抑制以降に住居の方ri，)を統ーして造るという

盟諸があったことを示してはいないだろうか。しかしながら、方向を統一するという現盈の理由につ

いては未だ掴めておらず今般の課題である。

[炉カマド)O1l9 . 10者)

炉が検出されているのは6開lまでであり、炉を持つ日日iの数は36基と大変世主いことから 下西郷

と仙の集落の比較ではなく、全体の傾向を述べるに間める.炉の位世については その大半が柱穴に

凹まれる住居の中央にイf布することから (361J中32Jι88.9 %)、巾央部分をJJ形に 9等分し、北を

E軸として北西から南東に向けて 1-9の帯丹を付けて位凶の分惣を行った.

下西郷一本訟遺跡では5B33(21m、5B3(31m. 5B12、15(6 IPDで炉を検出した。5B33、3

については住居の全範酬を検出していないととから他自は確定でき立いが、おそらく中央部分にある

と思われる。また 5B位、15は中央部分にある.本遺跡の住居全体に古えることだが 柱穴を検出

した住居がほとんど情いため、これ以土の位世の特定は雌~，、

品開iを通じて炉が投目されるl日也多い場所は'11央同計り (4)(32件中 14円、 41.3%)と巾央北寄り

( 2) (32判中 611'、18.8%)である。中央部分(5 )にあるもの也 11削近くあるが、そこから若干ず

れたi立間にあるという以上の結民は、住居内の~fI\lfIJ川とも l瑚わる数字であると忠われる.

カマドについては、全悼の傾向として出現Lた時からそのほとんどが北町に遣られ、各時期を通じ

て常にm告がif1i¥、その他の位世で多いのが東盟 北東自(住居の軸が，tからずれた場合の壁の名跡。

，t問、南東南西についてもlfilじ)である。

ド西郷一本松遺跡だけ児ても同織の傾向となる。5B!.5. 11. 29は北盟にあり、 5B7、10.17は

班盟にある。また7lPIに北虫と草壁、 81聞に北1昔、阿lEに造られるという点も興味深い。

またカマドの出現畑lであるが J監視地方における市内のカマドは 61PIにJt定される牧野小山遺跡の
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H 4と5B18である。その桂7J割以降にカマドの数は激噌し、韮i信地方において一気に定着するので

ある。また 9月lにおいてはfJ:居の南壁に造られるカマドはほぼなくなり、北壁に造られるという傾向

はさらに強くなる。

[土地利用]

下西郷一本松遺跡では 3月lの5B3-9 -20_ 6191の5B4-13 -15 -8 -10 (18) 也、 8191の

5B2-11-6など 各時間lごとで住居がほぼ等IIU隔に位目するという現盈が見られる。これは集主主に

おける土地利用に関係することと考えられる。しかしながら他のJf:落においてはこの呪皐はあまり明

確には児られなかった。

以上、下西郷本松遺跡で検出した住居と他の集部との比較検討を進めてきたが、細かな部分で差

g~は見られたものの、炉の位id カマドの出現 定着などで見れば他の集滞の傾向と大差が立いと

言えるのでは立いだろうか。また 今回般った且l索以外にも、貯蔵穴、炉の構造、 柱穴及び上部構造、

床而の構造、住居内の空mJfll用など検討しなければならない袈紫は多い。また、今l司被った以外の集

部や前{去の時開!の住居についても検討が必要であり 、問題は山杭みである。しかし立がら 資料数や

検討する項目が附えるほど 各集落の特徴がより明確に現れてくるのではないかと考えている。

〔報告梼]

可児，11数"餐貝会『川合遺跡野JI悌 4

岐E話料数"安閑会『減之内遺跡JI償却

岐阜県教育委闘会 実演U岡 市教背委員会『牧野小山遺跡J1973 

俸制主阜県文化財保提セノ タ f彬附減之内遺跡J1997 

側敵 陣県文化財保積セノ タ f牧野小山遺跡 C地点J，鈎8

・1..1:1;¥，1;遺跡調覧会『醐II 城之内J順調6

防1;1 ，，;教ff~eJ会『平成 9 . 10角度岐J;I，li市内遺跡発価調査報告曾J'''' 

岐阜市敏"餐口会『城之内遺跡一見Iミ公倒寝備事業に伴う獄忽発樹摘主主ー(第 l分冊)J ，後ゆ

側油企1;1市教"文化.，興事a韓国 r.IIWI 域之内 11J 1997 

側檎.¥:1;1，lif攻育文化際興事業凶 f繊之内遺跡ー北町指川線 符円町商児線筒判事実に伴う盟問忽発掘綱資-JI咲殉
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下西郷本松遺跡 塘之内遺跡 川合遺跡群 牧野小山遺跡

213141516171812T3同 516171819|E抗 日目 「而訂314r 5厄171819

2.1-3.0ml lllll 七 11 I 11 I 1 

3.1-4.0m I 1'1 1'1 J-'l.4L 'L' 11 31 21 I 11 I I I 1101 11 3 

~ 1-5.0m ITTTT31 T21 ~ 21 31 31 121 51 41 I 1 11 31 11 21 21131 il l : I H 'H~ Jkh円 212 ← ;日
6.1-7.0 m151 11 I I I I I I 21 21 I I 21 9 1 2 

7HOml lll ll l l l'III I II I I.J-，L'U ..U 3 
8.1m- I I 1 I I I I I I I I 

第 6表竪穴住居長辺の時期別件数

下西郷本松遺跡 持之内遺跡 川合遺跡群 牧野小山遺跡

2131415161718 213141516171819 213141516171819 213141516171819 
-10rri 2 7 2 4 

10.1-20ni 1 11 2 41 2 21 1 21 3 3 11 3 21 1 21 8 31 9 41 4 

20.1-30rri 31 1 2 1 11 2 21 2 11 5 11 4 21 1 

30.1-40m' 3 31 1 8 ト21 2 

40.1-50rn' 1 2 

50.1rri-
ト

第7表康面積の時期別件数

下西郷本松遺跡 械之内遺跡 川合遺跡群 怯野小山遭跡

2131415161718 213141516171819 213141516171819 213141516171819 
W4S-W31 21 1 1 L 11 2 1 11 2 9 11 3 

W30-W16 2 2戸 ← :日11 1 1118 21 3 2 

W1S-Wl 1 11 2 1 3 1 2 2 2114 2 2 

O-E15 2 21 1 71 6 

12 
2 

47 4 9 
4 11 3 1112 31 2 31 5 

E16-E30 2 51 5 2 3 4 2 11 2 ?WI 
E31-E45 2 1 11 2 31 1 2 

第8表竪穴住居方向の時期別件数

2 3 4 5 6 6 7 8 9 

1 北壁 1 11 14 41 

2 2 2 北里壁 4 5 
3 北西壁 12 

4 4 3 7 
5 2 11 

璽壁 1 9 

づ日酉壁
6 

7 

8 

南東壁 一 2トー
|謹壁

1 

9 
第 10表カマド位置の時期別件数

第9表炉位置の時期別件数
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第 4節 下西郷一本松巡跡出土土師器煮炊具の使用痕

はじめに

下西郷一本松遺跡から出土 した多数の土師器煮杭具について、外国のススや内而の炭化物の状態を

検討した。扱った3llt婦のWd巡桝、帰属時期は第 11韮のとおり。特に脚台部内ITIiの使用痕の状態に官I

t1した。

使用痕の分類

別刷でまとめた分類案 川 を使用する。

Aタイプ(図版 lー 7. 175) 

内而底部付近に円形に炭化物が付泊するもの。台付費では炭化物の中心が円形に抜けるものが大多

数を占める。宇野隆夫氏の指織によれば Aタイプは「水分を飛ばす淵理」であり 「ご飯を炊いたj

ものが多いと考えられる山。 Aタイプは、 他の使用痕との組み合わせなどからいくつかに細分できる。

Bタイ プ(図版 1-589) 

Aタイプの使IH掘に加えて内ffii胴部上半に帯状に連続する問れ(変色域)あるいは炭化物が児られ

るもの.日夕イプも変色刷の形状で細分可能である。帯状の汚れあるいは炭化物については、宇野氏

の指摘によれば 「水分が~\引物針剖埋した結WJ によるものと考えられる。

Cタイ プ

胴部内而のほとんどに汚れ(変色域)あるいは炭化物が付析するもの。Cタイプについては調理訟

がわからなL、。

Dタイプ(図版 1-427) 

胴部内而に使間痕が認められないもの。宇野氏の指摘によれば、「瓶をのせて調理を行うJ~ ri品j
釜」に相当する。

Fタイプ

胴部上半面lに帯状の汚れ(変色域)あるいは炭化物がHriするもの。Bタイプの内而底部の使用泌

が兄られないもの。

Gタイプ

胴部内而に 1-数個のパヅチ状の汚れあるいは炭化物が付着するもの。Gタイプは型を横にして加

熱した結架できたと考えられる。

脚台l材使1f11i<(臣l版 lー 198)

脚台部接地部側内lfiiに変色域やススが兄られるものを上述のタイプと別個に脚台内使川浪とする。

脚台内使用棋の成因は今のとごろわからない

使用寝の様相(第85. 861'11) 

時期別に内而の使JlI痕を中心に述べる。

1期 (SK9: 7 . 8 . 9) 
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いずれも胴部内前下半部に炭化物が付着する Aタイプ。底部付近で円形に使問視が兄られ主い部分

がある。 7. 8は下半部の使用痕の上部に隣接してパッチ状の使川痕が認められる。9は下半部の使

用痕の上部の広い而般に非常にE判、烈色変色域が兄られる。外国は到部と胴部下半部以外の全而にス

スが付着する。

2書! (5K6: 38 . 37 . 35) 

3538は内而に使用瓜が見られないDタイプ。38は内而底部付近(底部から立ち上がり部)と胴部

に使用痕が見られる Bタイプ。

3耳目 (5B3 : 45、5B9:55'52、503: 80'81.91-95' 100'120) 

80. 911iAタイプ。45.95'120はDタイプ。大坦市今宿遺跡の調査では45. 120のような鉢形

の鵠形のものにDタイ プが多く 今回も同峨の傾向を示す。55は胴部外而に lカ所パッチ状のススが

見られるもので 内耐の対応する位i白に也炭化物が付指する。なお、口縁部から底部付近にかけて内

外而にやや斜めを向いた上下方向で帯状の赤化域が認められた。この成因についてはわからな"0
81 . 92-94は特定の類に帰属させるのが困難なもので、 94はA.B.Cタイプのいずれか、 92は

A'Cタイプのいずれか、 81. 93はA'Oタイプのいずれかの可能性が日L、。52は炭化物の付着に

よる使則被は全く兄られないもので、胴部上半一口縁部内外面に植熱晶、変と表面の剥離が顕著に認め

られる。捕 は企く 使用痕が認められない。費JFjのi*i形であるが、胴部に穿孔が施さ れていることから

みて、液体を註くFなど日11の機能を持っていた可能性が高い。100は台付裂の脚台部で接地部側内而宍

井部に円形の脚古内使間痕が児られる。

4期古段階 (5Xl0: 133 . 134) 

いずれも s字懇の脚台部で脚台内使用痕が児られる。

5期古段階 (5B25: 1剖 172 . 174、5Kl: 175 . 177、5K7:195， 198-2帥)

5字費 175はAタイプの使用痕と脚台内使用艇が認められる。166. 177 . 195は分官Iがはっきりし

ないもので、 166はB.Fタイプのいずれか、 177はB'Cタイプのいずれかの可能性が日L、。174

172 . 200 . 198 . 199は脚古内使間叫が認められるものでいずれも 5宇費。199は広い範囲で変色域

が認められる。

5期新段階 (5B8: 242) 

5B 8 IJJ土遺物は5期新段階と 6191古段附の両者が児られるが、 242は51刷新段階の脚台内使間痕が

認められる S字盟。

6期新段階 (5B12 : 321 -324、5B15: 385 -387、5B32: 427) 

385 . 427はいずれも Dタイプの宇田型。385は脚台内使間続も認められる。321はS宇費03類か

宇田塑 386は宇聞裂でA.Bいずれかのタイプ。脚台内使間痕も認められる。386は脚台接地部にス

ス付着。324. 322 . 323はくの宇台付費の脚台部、 387は字国曹の脚台部で、いずれも脚古内使間痕

が認められる。

7期 (5B7: 4師、5B29 田2，5K2 : 515 . 520 . 525 . 523) 

515はAタイプの使用棋をもっ宇固ま習で、内而炭化物は下方が濃く、上方が都い。520はBタイプの

使用痕をもっ宇田費。内而上方の使用痕は途中で大きな段差を持つ。下方の使間棋と上方の使間棋の
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IUIにパッチ1*の使用痕が見られる。502は残存部全面に烈色変色域が広がる宇田習で 胴部最大径付

近に帯状に色の抜けた部分がある。胴剖11、半が無いため断定はでき立いが、賀1例からみてCタイプに

なる可能性が日い。525はA.Bいずれかのタイプの字凹賛。523. 466は脚台内使1111庄の児られる宇

凹主題。

8朔 (SB5: 589、SB6: 610. S811 : 624. S822 : 635) 

610は把手卜!の鉢でAタイプ使川痕が児られる。589はBタイプの使用艇が見られる伊勢型到。胴部

内I而の帯状且!色変色域は斜めに立り 外而にそれと対応するススと世熱赤化部分の境界が走る。胴部

内I耐の使間叫が付着した時、主習が斜めにして使われていた結県と目、われる。624はA.Cタイプいず

れかになる可能性の臼l、小型の伊勢型禁。635は宇田警で、胴部内而に帯状の変色域が巡る Fタイプ

が児られる。

まとめ

資料の制約はあるものの各時間をつうじてAタイプと Dタイプが普遍的に見られる傾向があり こ

れに Bタイプが伴う。言い換えれば、ご飯を政く澗J}l1{Aタイプ)、ご飯+汁物調里II(Bタイプ)が

各時期を通じて普遍的に児られた.また 湯を沸かす使用法 (Dタイプ)も一般的である。この状況

は、差損西部域におけるこれまでの検討結果とおおよそ盤告する。美沼西部域では、 8JgJ以降に伊勢

型裂の普及に件い 長胴の伊勢型費~D タイプ、短胴の伊勢型務~A . B タイプという器形と機能の

分化が顕著に在ると予恕しているが、今回の検討では資料が少なくはっきりとはわからなかった。こ

の機能分化についての検証と伊勢型裂と同時間lの宇田費にも見られるのかどうかなど、今I去の課題と

したL、。

脚台内使用痕については、今回はじめて詳しく検討した。その結架、各時間lを通じてかなりこの使

用仮が認められることがはっきりしてきた。本当に使用脱かというか 使用踊ならば どのよう立使

l 、方が恕定できるかなど今怯検討する必嬰がある。

WJ 

{l )内2刷I雄 rJ時機にお付る古'.時代上師au伝炊艮の0泉純! 地械色と使JUIH-J仮題 rliil! 飛騎の古代 前'" 氏銭 、集院 J (:~警備 '1 ' .

(2) T"院ι入 『占Jtlmt:'I'後期 における 食~調理法の隼鱗 律令劇的食徒隊式の確立過程 Jr日本身古学J第 7好 日本唐古学協会 1俊男9
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第 6章 自然科学分析

第 l節 SB12炉跡焼土の焼成年代

聴取久 LomtatizeZauri (パレオ ラポ)

l はじめに

下西郷一本松遺跡は、舵阜市下西郷地内に所在する弥生後期から古墳時代にかけての住居跡などの

過桝からなる遺跡である。住居跡5B12では巾央部において非化した炉跡焼土が検出された。ここで

は この炉跡燐土の熱残留磁化を測定し、その磁化方向から焼成年代を推定した。

2 考古地磁気年代推定の以理

地球上には地磁気が存在するために、踏石は北を指す.この地磁気は、その方向と強立(全磁力)

によって表される。方向は、 J:(北からの角度である偏向 (Declination)と水平面からの角度である伏

角 (Inclination)によって珪す。磁気コンノfスが北として示す方向(磁北)は、県北からずれており、

この聞の角度が偏向である。また、磁針をその盛心で支え磁南北と平行な鉛直而内で自由に回転でき

るようにすると 、北半球では磁針のN極が水平而より下方を指す。この時の傾斜角が伏角である。現

在 この付近の偏向は約6.87"、伏角は約48.69・、全階力(水平分1J)は約30656.9(nT)である(理

科年表 1993 ;いずれも 1990年値)。これら地磁気の三要素(偏角 伏f付 金磁力)は、観測する地

点によって梨なった他になる。全世界の地磁気三要紫の観測データ解析から、現在の地磁気の分布は、

地疎の中心に峠磁石をむいた時にできる磁場分布に近似される。また、こうした地磁気は時聞の経過

とともに変化し ある地点で観測される偏向や伏角あるいは主磁力の値も時代とともに変化する。こ

の地磁気の変動を地磁気永年変化と呼んでいる。

過去の地磁気の峨干は、同温に焼かれた窯跡や炉跡t.J:どの焼土、地表近くで日温から困結した火山

岩あるいは堆刷物立どの残留磁化測定から知ることができる。大半の物質は ある磁場中に泣かれる

と磁気を市びるが、強磁甘鉱物(磁鉄鉱など)はこの磁場が取り除かれた怯でも磁気が残る。これが

残留磁化である。考古地磁気では 焼土の残留磁化(熱残留磁化)が、焼かれた当時の地磁気の方向

を記録していることを利則する。こうした地磁気の化石を調べた結果、地磁気の方向は少しづつでは

あるが変化しており、その変化は地域によって遮っていることが分かっている。過去2，000年につい

ては、西市日本の黛跡や炉跡の焼土の熱残fi'{磁化;11院から その変化が詳しく淵べられている(広岡、

1977、Shibuya、1980;第87図)。また、湖や浅拘の堆積物の推積残官I磁化を測定し 過去 11，500年

聞の地磁気変化曲線も求められている (Hyodoほか、 1993)。

司代のよく 分かっている窯跡焼土や火山岩の熱残留磁化測定あるいは堆刷物の堆積残留磁化から地

磁気永年変化山紛が得られる と 逆に年代の確かでない遺跡焼土などの残留磁化測定を行い、先の地

磁気永.1H変化山綜と比較することによって、その焼成時の年代が推定できる。また、年代が推定され

ている窯跡焼土立どについても 土器とは遣った方法で焼成時の年代を推定できることから、さらに

科学的な裏付けを得ることができる。この年代推定法が考古地磁気による年代推定法である。ただし、



- 144 -

10・

橿角

N 10' 

70・

第 87図 過去2，000年聞の磁気永年変化曲線 (Shibuya，1980) 
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との方法は、 "C年代測定法など他の絶対年代測定訟のように、測定結!s'ii独で年代の決定を決定する

方法ではなt、すなわち、焼土の熱残留磁化測定から得られる偏向およびI!UIJの値からは被散の年代

値が推定されるが いずれを際附するかは焼き物等の年代が害弔となる。

3 拭料採取と娘ft{磁化測定

考古地磁気による年代推定は、 a)百[11定問試料の掠1&および蛇陪、 b)技官{磁化測定および統計計算

を行い、 c)地磁気永年変化曲線との比較を行い、焼成fE代を1m，;:する。なお、試料の磁化保持力や

焼成以1去の二次的な残tYI磁化の有無などを確認するために、段階交流刑磁も行った。

a 測定川拭料の採取および猿形

試料は IP跡焼上ffirにおいて、 ①一辺約4叩の立Hf~ド試料を取り 11\すため、へラなどを附いて対盈

とする部分(uく焼けた部分)の周囲に満を倒る。②R砕く部いた石膏を試料全体にかけ、試料表而を

補強する.③やや剛jめ(練りハミガキ程度)の石膏を試料 I:ifliにかけ、すばやく 一辺5叩の正方形の

アルミ板を押しJ.Iけ、石怖が阻まるまで欣位する。④石舟が問まった1量、アルミ板を剥し、この而の

jil大傾斜のJil立および傾斜角を磁気コンパス(考占地磁気川に改良したクリノメ ータ)で測定し、方

i止を氾併すると IdJII平に、このIfliに方位を示すマークと帯りを記入する。⑤試料を州り起こした桂、J.i¥

料のほ而に石'l'!をつけて補強し持ち帰る。⑥持ち帰った以料は、ダイヤモンド カ yターを問いて一

辺3.5cm. J早さ 2"限度の立方体に切断する。この際切断而がiVlれないように、 -ffliごとに石膏を塗っ

て補強し、熱残仰磁化測定川;tt料とする。採取した試料は、 l、ずれも炉跡焼 tから 12試料を採取した。
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第四図試料No.11の段階主流消磁測定結果

b 段階交流消磁、熱残留磁化社航Eおよび統計計算の結果

N 

'"健一2

高聞

ヂ:Mx1Il磁化測定i立、リング コア型スピナ 磁力計 (SMM.;j5 欄豆町技研製)を111<、て測定した。

磁化保持力の総子や放聾された挫の二次的な磁化の有価を確認するため、任車 l試料Nollについて交

流消磁装世 (DEM.8601 脚夏目『技研製)を!相、て段階的に消磁し その都度スピナ 般力日|を用い

て残111磁化を測定Lた(第88図)。その結*、試料の磁化強肢は 10→-1O-4emllと比較的強t、。また、

磁化保持力については、NRM(自然残留磁化)に対する相対強日直は、 750e消磁において約74%と高

L 、他である(b 残留磁化の相対強度)。また、磁化方向は、中心に向かつて直線的に変化し、安定

した方向を記録している(， ジダ ベルト図)。

以上の理由から、 750eで消磁した際の残留磁化方向が燐成時の磁化方向であると判断した。そこ

で、これ以外の段階交流消磁を行っていない試料也、 750eil'l磁した後に残ft{磁化を測定した。

組数試料の測定から得た偏向(D i)， 1:1:1'1 (1 i)を111いて Fisher (1953)の統計法により平均値

(Om，lm)を求めた。信頼度l汁数は 1006.61 -1788，81と大きな値であり、各誤差も小さ立値と

なった(~) 12韮)。

求めた熟成ftI磁化方向は、 nitを基U"とする座標に対する数値に補正する。偏向は、"ill投首国土地
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担院の 1990.0年の磁気偏向近似式から計算した 6.87"Wを使用した.その結*は、 Shibuya(19田)に

よる地磁気変化曲線とともにプロットした。図・l'測定点に示した栴円は、フ ッンベー (1953)の95%

Q頼向より算定した偏向および伏角の各朕差から作成したものである。

遺構名 試料'0. 偏14('E) 伏角(・)強度(xIO.3e.u) 備 考 統計処理項目 統計値

2.1 53.6 1.550 
S史料数 (n)

2 8.6 50.5 7.200 
3 5.8 50.4 ι440 

平均偏向 I田('E) 
4 3.0 51.3 2.150 
5 5.3 49.7 3.図。

平均伏角D回(・)
S B 1 2 6 7.7 52.8 3.930 

7 5.2 50.2 6.970 
眼差角d0 (' ) 

(75 oe消磁) 8 6.7 48.5 2.7叩

9 1.5 51.9 2.610 
2奥差角d1 (' ) 

1 0 6.8 52.2 4.3卯
1 1 6.9 51.3 3.320 段階交波消磁

信銀度計I!'<(k) 
1 2 3.2 49.3 5.370 
1 3 

平l!陶10磁4化e強'"度) 1 4 

第 12喪 炉跡焼土の残留砲化測定と統計百十草結果(偏角補正前)

20・
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第89園地磁貫永年変化曲線 (5hibuya，1980)の一部と 5812炉跡的磁化方向
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c 住居炉跡の焼北年代

第89図には、Shibuya (1980) による地磁気永年変化曲線の一部とともに炉跡焼土の磁化方向を示

した。この図を見ると 焼土の磁化方向は、100- 2叩'1'1出あるいは3ω-400'1戸!日!の永年変化曲線付

近に位世する。

測定した磁化方向の中心在最も近いIJn線上に移動した場合、A.D.115010 10年と A.D.365土 15年が推

定される(第 13表)。なお、この住居跡からは松河戸日式併行の土器が出土していることから i走者

の年代が有力である。

遺構 遺物による年代 考古地磁気推定年代 (A.D.) 

SB12炉跡 松河戸目式併行 115010 10年.36501015年

第 13表 S912炉跡焼土の残留砲化測定による焼成年代

日1111文献〕

ト1凶her.RA (J9S3) Oisparsion On 叫が附-e.PrωRc.y.Soc.Lond肌A.217. 295-泌5

H阿 o.M..C.!lota 3n，I KYaska明 (1993)G∞magncuc Secular Va同伺 R倒的 rucledfrom Magnetizations of、VidtトDiamelerCores 01 Holocene 

5edimenls川 Japan.J.Geomag.Gealcctr" 4~ω%96 

校料年表 (1993)国立天文台偏 丸 普 952v

Shibuya.日(1980)G“肌姥nellC鑓印 arva内ationin 5<川hlll回 Jゅanfor the paSl 2刈助岡崎bymeans ofa陀 h"加"'"凶m 大阪大学嵯礎工学'"

修 l:li1I文 5<p
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第 2節高杯、類胎土の材料分析

正幸棋久今村J佐智子(パレオ ラボ)

1 はじめに

土器胎 Iは、粘一!とこれに混入された砂粒などから構成されるが、肉IIJ!観察によりある程立識別さ

れるものの、粘土の都宮1やミクロ的な構成物は、顕微鋭観察によらなければならない。j詰近では、胎

土中に合まれる珪穏化石や骨針化石などの記縦により、粘土の観賞1について知ることができることが

分かつてきた(I1:i崎ほか、 1996)。こうした土器胎土の材料を調べることは、形態や形式とともに土

器の構成型車として必嬰立情報であり、土器製作技法などを考える場合にJI， 1~{に盟主lである 。

下西郷本松遺跡では、 111巾式欠山式元屋敷式松河戸式宇閉式等の土器を11'った住居跡や

渦などが検出された。ここでは、住居跡や梢あるいは土坑などの遺構から検出された日杯舶を対呆に、

土器の薄片を作成し顕微鋭による観音ぞ 記載を行った。

2 方法と記献

とこでは 土器の税片を作成し偏光顕微鏡による観察による方訟を行った。土器試料は、住居跡や

鴻あるいは土坑から出土した高祁26試料鉢l試料 踏台 l試料である(第 14表)。試料は止の手

順に従って偏光顕微鏡観察mの薄片(プレパラート)を作成した。なお、試料は、比較的平坦部を選

a出し、而般的6cnl程度を11成した。

(1) 試料は、始時に岩石カッターなどで艶形し、恒温乾燥機により乾燥した。主体にエポキン果樹脂

を古泌させ回化処理を行った。これをスライドグラスに接着し平而を作成した後、同械にしてその平

而の回化処理を行った。

(2) さらに 研磨機およびガラス板を用いて研隠し 平而を刊成した桂スライドグラスに般若した。

(3) その桂、判官岩石薄片作製機をIlJいて切断し ガラス阪などを用いて研隣し !早さ 0.02mm前後の

薄片を作成した。仕上げとして、研磨剤を古ませた布板上で琢隠し コ ティング剤を塗布した。

各務片試料は、偏光顕微鏡下300f古で分類併ごとに同定 計数する。l百l定 ;11数は、l凹 μm絡子

目1品を用いて任意の位世における約50μm(0.05皿)以上の鉱物や抱合鉱物1ft(岩石片)あるいは微

化石茸1(50 p m前怯)を対集とし 微化石類と石英長石煩以外の粒子が約 100間以上になるまで行

った。また、この日|数とは別に薄片主而について、微化石知(庄穏化石 骨針化石、胞子化石)や大

型粒子などの特徴についても観察紀載した。

3 分類併の花戦

制際~砂サイス以下の粒子をi凪光顕微鋭により同定する場合、粒子が制粒であるため同定が困難で

ある羽合が多L、。特に、岩石片については、岩石片中に古まれる鉱物数がきわめて世主いため、岩石

名を決定することが'II;Ii上不可能である場合が多い。ここでは岩石名を付けず、岩石片を構成する鉱

物や構造的な特徴に基づいて分類する(菱問ほか、 1993)。なお、胎土の特徴を刷出するために、鉱

物や岩石片以外の生物起i悼の粒子(徴化石類)も同時に計数した。ここで採IIJした各分煩群のz記紋と
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その特徴主どは以下の通りである。なお、各鉱物の光学的性質についてはその配述を古略する。

[什針化石]

両綿動物の1ot絡を形成する小さな珪質.石灰質のH片で、細い管状や針状などを呈する.梅綿動物

は、多くはj1ij践であるが、淡水産としても日本において 23純ほどが知られ.iIIJや池あるいは川町水底

に横たわる木や貝焼などに付。して生育する。

[暗部化石]

fj;般質の般をもっ微小な務官lで.その士きさは 10-数百μm斜度である。珪rEは海水域から淡水

域に広く分布し、個々の櫛頬によって特定の生也尉境をもっ。liJ近では、小杉(19剖)や安藤 (1問。)

によ って却境指開fjj併が:ß!íiごされ、具体的な関境f~Klが行われている。 乙 ζでは、居iあるいは属が同

定できるものについて川部化石(淡水制)と分如し、 1百J~で宣ないものは羽部化石( ? )とした。な

お 各)拍 1::1'11の日様化石の詳細については 目十数外の特徴と ともに記献した。

[植物段階体化石]

拙物の細胞組織を克樹する非品質古水珪献体であり、大きさは帥矧によっても異なり、主に約10-

50μ1111日挫である。一般的にプラント オ"ールとも呼ばれ.イネ4同市本、スグ、シダ、トクサ、コ

ケ官1などに存在することが知られている。 ファン型や~If目的型あるいは神状などがあるが、ここでは大

型のファン型と彬状を対皐とした.

[胞子化石]

胞子状粒下は、時限買と思われる直径 10-30μm程度の小物畑色透明の味状粒子である。これら

は、水成HH，'中で多く見られるが、土土産中にも合まれる.

[石英民石知]

石英あるいは品行矧は、いずれも無色透明の鉱物である.民石J:fiのうち怯述する双品企どのように

光学的に特徴をもたないものは石英と区別するのが困難である場合が多く ー附して扱う 。なお、石

英 長石J:fi(']1/吐)は、黄色などの細粒雲母頼が包合される石英または長石J:fiである。

[JをEJ田]

長石は大宮〈斜長石とカリ長石に分煩される。斜且石は、双lv『(主として平行主縞)を示すものと

郊併構造(問心1'1状の縞)を示すものに細分される(これらの縞は組成のi且いを反触している)0ヵ

リ長石は、制かい灘片状の結Ellaを含むもの(パーサイト』荷造)と柿子状構造(微斜長石構造)を示す

ものに分矧される. また、ミルメカイトは~J長石と虫食い状石英との連品(微文畠構造という)であ

るo ~Hi~構造を示す斜長石は、火山岩中の結晶(話[I~II) の斜長石にみられることが多い. パーサイト

構造を示すカリ民石はカコウ岩などのSiOt%の多い深成岩や低泌でできた泥質 砂質の蛮成岩などに

産する.

ミルメカイトあるいは文晶岩は火成岩が回結する過思のI凪JVIに生じると 与えられている。これら以

外の斜長石は、火成岩、堆刷岩変成岩に普通に産する.

['UlllJ:fil 

一般的には~Wfl l官が多く 出色から Hit祉j色で風化すると企色から白色に主る。 形は板状で、へき IJ~

(脱fIIJiEしい削れ目)にそって板状には剥がれ易~ ¥0 iW片 lニでは貝柱状や層状に見える場合が多L、。
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カコウ岩などのSi01%の多い火成岩に普遍的に産し、泌賀、砂質の変成rfおよび堆制約にも古まれる.

なお 雲母茸1のみが惚骨した粒子を被告主母矧とした.

[~It:fi茸日

Eとして斜方輝石と '11斜が1I石とがある。斜Ji開石 (:1にj，¥!I:輝石)は、 I刻限的にビールびんのよう

な淡尚色および淡柑色などの色を呈し、形はL<1I状である。Si01%が少ない深成府 Si02%が中山lあ

るいは歩ない火山府、 ホルンフェルスなどのような高温で生じた変成岩に産する。111斜輝石(主に持

通師石)は、肉眼的に緑色から淡緑色を呈し 柱状である。主として日0'%が中1111から少ない火山科

によく 見られ、 SiOJ%の取も少ない火成おや変成府中にも合まれる.

[ftl閃石矧]

Eとして普通角閃訂であり、色は紫色から出掛色で 薄片上でユは黄色から制削色などである。形は

純|艮〈平たい長位状である.IXI緑岩のような Si02%が中間l的な深成岩をはじめ火成制や変成岩などに

産する.

[ガラス質]

透明の非結lv，の物質で、¥1]椋のガラス破片のような薄くて湾IIUしたガラス(パプル ウオール噌)

守小さな泡をたくさんもつガラス(軽石型)などがある。，tに火山の噴火により噴出された噴出物と

考える。なお、制ガラスは Jド品質でやや濁りのあるガラスで、 火山岩J:riなどにも児られる。

[桜合鉱物鼠]

構成する鉱物が石英あるいは長石以外に霊鉱物を伴う粒子で、ZE母知を伴う粒子は被告鉱物知(合

'1!:母煩)、輝石~fíを伴う粒子在被告鉱物顛(古蹄石如上向閃石額を伴う粒子を桜合鉱物置Î (角閃石畳1)

とした.

wr品質完品質]

斑lv，質はm ，~-，'， (鉱物の帖品)状の部分と石基状のガラス買の部分が明脱に雌;wできるものをいう.

冗品質は、ほとんどが鮎川からなり石1去の部分がMられないか ごくわずかのものをいう。発泡斑品

質は 石基状のガラス質の部分に尭泡した穴を伴うものである。これらの斑品質、完品質の粒子は主

として玄武岩 安山樹、デイサイト、涼紋岩などの火山泊費1を起源とする可能性が高い.なお、尚色

斑品質あるいは尚色完tv，質11、.w:，'，-，'，T.tあるいは完品質とは別に扱った。

[縦灰岩質]

JI品質でそザイックな文械梢遣を示し、石英 長石知やガラスなどが合まれるものをいう。火山仲

間物が固化したもので、起源となる火山によって鉱物組成が変化する。

[被告石英額]

飽合石英類は石英のm1守している粒子で 基質(マトリックス)の部分をもたないものである.個々

の石英粒子の粒径は制粒なものから細粒なものまで線々である。ここでは 便宜的に個々の石英粒子

の粒待が約0.01岨未満のものを微細、 0.01-0.05 mmのものを小型、 0.05-0.1聞のものを中型、 0.1回

以七のものを大型と分如した。また、等粒で小型の艮石あるいは石英がw合した粒子は、組合石英首{

(等粒)として分茸Iした。この組合石英知(等粒)は、ホルンフェルスなどで兄られる粒子と考える。

[砂杭質泥42質]
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石英.長石畳1、山，'r畳1などの粒子が集合1.-.それらの聞に品質の部分をもつもので、古まれる粒子

の太きさが約0.06皿以 tのものを砂岩質とし、約0.06皿未満のものを泥岩貨とする.

[不透明不1m
下hポーラーのみ、山:交ポーラーのいずれにおいても不透明なものや、変質して鉱物あるいは岩石

片として同定不可能な粒子をイド191とする。

4 各胎土の特徴および計散の結架

l拍土中の粒子組成は、 任意の位凶での粒子を分期貯別にJI数した(第 151H.また、 Jt数されない

微化石茸1や鉱物白石片を記載するために、プレパラート全而を制査 制策した。以 !どでは 粒度分

布や0.1間前桂以上の鉱物 岩石片の砂粒組成あるいは日十数也合的た微化石矧などの記載を示す。な

お、不等号は、概略のJ;tJむを示し、 二重不等号は輔端に多い場合を示す.

出 1: 70-500 p mが多い ( Iil大粒径 1.2 皿) . 石英 1~石畳1)被告石英知(微細) )ガラス質〉砂岩賀、

初色斑品質 被告石英知事長石(双品) 向閃石如、 ジルコン、カリ長石(パーサイト)、 珪部化石

(不191躍D、植物且椴体化朽

No.2: 70-4同 μmが多い Oii大粒11600μm)。ィilk民石膏i)組合石Y;J:ii(宵訓1))ガラス質〉 砂岩

賞、且l合石英知、凝灰岩賞、斜長石(双lll，)、角閃石J:ii.ジルコン、カリ長石(パーサイト)、 1~t針化

石、胞子北石 植物珪R主体化石多産

No3 曲 -300 p m が~い(lil大粒1圭縦)() p m) o i.ï~忠良石類} 被告石英首t (微細))被告石英額.ガ

ラス賀、角閃石頬宮町如、胞子化石、植物珪酸f*化石、舶物遺体

No4 : 70-4曲 μmが多い(阪大粒径700μm)。イ1英 H石類}組合石英首t>被告石英知(微細))ガ

ラス賀、 制色斑1113賀、 宮町如、 ジルコ ン、珪秘化石(隙域指傑種併Hantzsc/Ji"，111】phioxys)、ft針化

石、胞子化石、植物I1椴体化石

No5: 70-政均 μmが多い(/il大粒径倒lOp m)。石英長石畳1)懐古石英知〉組合行英知(微細))ガ

ラス賀、斜長石(双MI) カリ民石(パーサイト).カリ民石(徴斜長石)、斜Ji蝉石、日藻化石(淡

水航。mbeJla官LDiploneisk，品、 陸域指標極群日nnulariaob回開)、骨針化石 柏物 I:t~量体化石

No6 舶~問。μmが多い(lil大粒径650μm)。石英長石矧}組合石英知(微細))砂岩質被告石

英1ft、片思桜台石英如、凝灰作賞、ガラス賀、 f'l閃石如、ジルコ ン、 li1斜削石、 什剣化石、植物段階

体化石

出 7:100-500pmが多い (府大粒径950pm)o石英且石頭}惚合石英知〉組合石英頬(微細)、

凝灰粁質 ガラス賀、:1'1長石(双品l.カリ長石(パーサイト)、 23母如、ジルコン、柏物珪自主体化石

No8 : 70 一日lO μm が~い u詰 .k粒佳 1.2 皿) . 石!k 民石畳1)被告石英軍i (微細))被告石英知、砂Zt

賀、ガラス質、肉色粒子、 1j1斜輝石、ff針化石、植物内椴体化石

No9: 100-500μmが多い(応大粒径 1.3四).石英長石矧}似合石英1ft(微細))組合石英知、カ

1) n石(パーサイ，.)、 砂ZJZt、ガラス質、ジルコン、 什針化石、胞子化石、拙物坦酸f*化石多い、

微細制色粒子多い
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Nal0:6O-350μmが多い(応大粒径 1.1凹)。石英 長石J:(i)飽合石英J:(((微細))砂岩賀、組合石

英頬 凝灰岩賀、ガラス賀、 I11閃石如、ジルコン、珪穏化石(不l判長引、胞子化石、植物桂椴体化石、

稲頴、微調11褐色粒子多い

Nall : 40-200μ m が多い Ui~大粒径 500 μ m ) 。 石英長石知〉 拡l合石英知(微細) )組合石英知、

ガラス11 補色斑品質 ジルコン 雲母知珪深化石(淡水輔EUlIotiamonodon}、什針化石、胞子化

石 #M勿珪自主体化石、微細制色粒子多c、
No.12 : 50-350μmが多い(応大粒径900μ m)。砂町胎止 。石英長石組}被告石英知(微細))砂

岩質〉被告石英知、斜長石(双品)、単純締石、雲母類、ジルコン、ガラス賀 且穏化石(不明極)

l胞子化石 植物珪酸体化石、柏物珪椴体化石集合塊

Na13: 80-400μmが多い(最大粒径1.6皿)。石英長石類}組合石英類〉被告石英知(微細)、ガ

ラス質、fiJ閃石類、ジルコン、雲母類、斜方脚石、カリ長石(微斜長石)、胞子化石 附物嵯椴体化

石

ぬ 14: 60一 日0μmが多い(最大粒1l'850μm)石英長石J:(i)悩合石英知(微細))被告石英類、ガ

ラス質紋皐岩期利色粒子、角間l石額、ジルコン、珪藻化石(淡水樋Eunotiabiareoたra，Eu川旧

回、不I~J磁)。 胞子化石、制{物珪殿体化石、植物迫休

No.lS:S0f.i1l1前後が多く 、大型粒子を古む(阪大粒佳1.8mm)。被告石英軍i(微細))砂岩賀、制色斑

品質、被告石英類、ガラス質、石英長石類、f111X1石J:((、且深化石(淡水踊Synedraulna)、拙物珪般

体化石、微細拘色粒子多い

No16 : 60-250 f.i mが多い(応大粒径650μ m)。被告石英知(微細))石英長石J:(j)砂岩質、複合

石英類、ガラス賀、ジルコン、単斜輝石、珪泌化石(淡水櫛Melosira山/i，印 Cymbellak克) 骨針化

石柏物珪椴体化石、微細l褐色魁子多い、焼志村'，M..it低い

Na17 : 60-400μmが多い(阪大粒径950μm)。石英長石煩〉被告石英知(微細)>複合石英類、

ガラス賀、凝灰岩類角閃石煩 ンルコン カリ長石(パサイト)、珪部化石(淡水車nEutlotia服、
不明極)、胞子化石、植物珪問主体化石、微細褐色粒子多い

No.18 : 60-200μmが多い(応大粒径900μm)。石英長石額}桜台石英知(微細J)、被告石英類、

ガラス質 凝灰岩額、褐色粒子、';2 1.証知、ジルコン、 lìi斜締石、珪i~化石(淡水邸 Pillllularia民 不

明極)、胞子化石柏物珪般体化石

出 19:60-2帥 μmが多い(Jii士粒1'>6同 μm)。石英長石惣〉被告石英類(微細)、砂岩賀、凝灰

岩類、雲母如、ジルコン、植物珪椴体化石

No.20: 60-3凹 μmが多い(最大粒径 1.5皿)。石英長石類}組合石英頴(微細) 砂岩賀、被告石

英類、ガラス賀、黒制色粒子、制色7tlVI賀、ジルコン、珪説化石(淡水騎Epithemia腕)、什針化石、

胞子化石、植物珪椴体化石

Na21 : 90-700 μmが多い(応大粒径2.4mm)。複合石英J:ri(微細))石英長石知〉砂岩質、ガラス

質拘色粒子 制色完品11 片型組合石英類、斜長石(双品)、ジルコン、単斜輝石、 fillXl石類、桂

様化石(陸域指際組併HantzscJJiaamphioxys)、廿針化石、植物且酸体化石、微細補色粒子幸L、
Na22 : 80-250μmが多い(応大粒径950μ m)。石英長石類〉被告石英知(微細)、制色完品質、
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被告イ:î!k煩、砂~': î't 、制色粒子、ガラス賀、ジルコン、斜品行(刈品)、 fm革化石 (荏i沢温地付着生

指開削併Neidium川 d降、 EUllotiapraerupta var.bidells 淡水柑 Epithemiaturgida、Pinnularia属、

Surirella .n、イ"91附)、胞子化石、植物珪献体化石

No23 : 1凹 -600μmlÎîH査が~い Oi.tk粒径 1.6皿) 。 傾骨石英知(微細) >石英長石頬〉砂岩質〉組

合石英知、.w:.v.賞、ガラス賀、 w色粒子、完-'"'.宮i.凝灰fJ宵1.カリJ;!石(パーサイト)、ジルコン

lii斜岬石、1'1閃1i如、 H言語化石 (Ij.ー下流性河川指隙削併 CymbeJlaturgidula，淡水離Epilhemia

lU暗 t巾、 EUllotiabiareofera.陸峨指標臨併Naviculamutica)、Ml.fI椴体化石

No24:70-150μ mが多い(応大粒筏 1.4皿)。被告石!O:fi(微細)>石員長石茸(>砂ZJrt 制色粒

子 ガラス賀、ゾルコン、桂部化石(淡水柿Surirel1a問、 イ、191刷)、脳下化石、制物珪問主体化石

No25 : 40 -200 μmが多い (;u大粒径 1.5阻)。石英良行!I()被介石英知.倒合石英知(微細)、ガ

ラス賞、カリ品石(微斜長石)、斜方輝石、珪藻化石 (淡水制 Pi/l/lularia属、イミ '91~， ) 、骨量|化石、胞

子化石 刷物庄H主体化石、微細制色粒子多い

No26 : 80 -250μ mが多い(li}大粒径1.9皿)0砂質胎上。石英J;!石矧}被告石英知(微細)、被告

石英知、ガラス賞、宮町額、角閃石頬、ンルコン、斜民イ7(対日，)、カリ民4日(パーサイト)、斜方蝉

石.正1藻化石 (不明樋)、胞子化石、植物産酸体化石

No27 : 70 -250μmが多い m大粒径 1.0皿)0砂質胎上。石持政石矧}被告石英頬(微細上被告

石英娘、ガラス質雪t革新内IXI石領、ジルコン 斜民石(双山.'.)、カリ長石(パーサイト)、珪謀化

石(海水車fJCo回 nodisclIs廊/押Jal.沼田/OSlra属).什針化石、 U~ f-化石.拙物桂般体化石

No28 : 80 -300μ mが多い{最大粒径4.6冊)。石英長石矧}組合石英知、被告石英類(微細)、ガ

ラス賀、 何色粒子、ジルコン、 lìi斜輝石、 1~t針化石、制物桂酸体化石、拙物遺体

5. J~有による材料粘土の分類

検討した胎 1:11'には その百年片企而の観察から 珪i主化石や'l't ~1 化石などが検出された。 これら微

化石煩のよきさは、川部化石が 10-数 1帥 μ m (実際観照される同部化石{孟大きいもので l回 μ mt~

度)、放散虫化石が数百μm、1't針化石が 10-100μ m前挫である{植物庄椴体化石が 10-50μm 

前憧)0- Ji. 昨!円廿J1I積物の粒度は、粘土が約3.9μ m以下、ンルトがが~3.9-62.5 J.l m、砂が62.5

μm-2聞である(地学団体研究会 地学事典編集署員会編. 1981)0 このことから、植物珪酸体化

石を除いた微化石!liは輪胎 tの材料となる粘土中に合まれるものと考えられ その粘土の起源を知る

のに布効な指標になると 考える。 なお.植物珪厳体化石は、 ~I刷物中に合まれていること 製作掛で

は灰貨が多く浪人する可能性が高いなど、他の微化石頬のように粘土の起瀬を指標する可能性は低い

と胆1われる.

検肘した}!ti上は.徴化石頬により、 a)淡水成粘土をJlI'、た胎 上、b)水成粘土を問いた胎土、 c)

その仙の粘ょを川いた!拍土、に分類される。以下では、分知される!伯土についてその特徴を述べる。

a)淡水}J(1¥Uを川いた!拍土(出5.NoII，No 14 -No 18.No20.No22一地25: 12試料)

これらの胎 lソドには、 指標となる淡水組珪部化石や什針化石が合まれていた.なお、試料地 14. N::t 
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22 . No23以外では、指僚と在る淡水組且務化石は少ない(第 16表では(淡水成)とした)。試料No

14では EunotiabiareoferaやEunoliakJ~が含まれ、 試料出 22 ではが:f?R湿地付着生指惚在fi1t干の Eunolia

P悶 emplavar.bidellSやEpithemiatl1rgidaなど、試料出23ではql_下流性河川指僚制群の Cymbella

turgidulaやE戸出emiaturgida Jj:どが古まれていた。

b)水成粘土を!和、た胎土(出 1，No.2.No.4，No.6， No.8-No.lO， Na12，出21，No26 -No28 ; 12試料)

これらの胎土中には、水成を指標する珪~;化石あるいは廿針化石が古まれていた。 合まれていた正l

E主化石は破片であり、淡水成あるいは海成などの堆制限境は不明である。なお、試料No27は海水極と

思われる且 i*i化石を 1個体合んでいた。

c)その他の粘土を問いた胎土(No3，No.7， No.13， No.19 ; 4試料)

これらの胎土は、 1向述のよう立珪部化石あるいは什針化石は合まれていなかった。

6 砂粒111成による分知

ここで設定した組合鉱物知は、構成する鉱物極や構造的特徴から設定した分新鮮であるが、地域を

特徴づけるi町、岩とは直接対比できなL、。このため、各胎土rjtの鉱物 岩石粒子の岩石学的特徴は、地

質竿的状況に一義的に対応しなL、。

ここでは、比較的大型の砂粒について起源岩石の推定を行った(第 16悲)。岩石の推定は、泥岩質

や砂岩質あるいは被告石英J:ri(微調11)がn'li1岩如、被告石英J:ri(大相)や組合鉱物知(吉彦 i石類 ー古

角閃石類 古雲母類)が深成岩野i、凝灰岩'1-1:が誕灰岩如、斑品質や完1'1-1'11.1/;11火山岩類、片理複合石英

首lが片岩組制色斑品質や柿色完品質が制色火成岩類 ガラスがテフラ(火山噴出物)である。

これらは、起源岩石の紐J:riおよび組み合わせにより A1t'fと B(，1に分類した。ただし ガラスからな

るテフラは分類には考慮していない。

A鮮は 主と して堆刷岩矧からなり深成岩野1などを合む胎土である。なお、堆杭岩類からなり深成

岩顕在古む胎土を A，群、析に拘色火成岩暫{をf1う胎土を A，1作、柿に凝灰岩茸1をHう!伯土を Adff:， 

柿に火山岩J:riを伴うj拍土を A.M，柿に片岩君1と凝灰岩類を伴う胎土を A.群、綿に凝灰岩盤!と拘色火

成岩煩をf1う胎土を Afil併に細分した。ただし、これら細分した分知併は極端な遣いはないものと考え

る。大半の試料はこの分類併である。

B併は 堆積岩野iや深成岩知のほか火山岩:Ulをi開眼に含む胎土である。この砂粒をもっ胎土は胤23

のみである。

7 考察

検討した高停泊1は、 n，般環境を指際する微化石J:riにより淡水成粘土 水成粘土 その他粘土の3踊

類の粘土が識別された。 淡水成粘土あるいは水成粘土は各 12 ~J:料見られた。 ただし、指標とした珪説

化石は少なL、.iI:'Hn'多い。

また 合まれる砂粒の推定府石により 2分茸1併が鵡川された。これら分野[/昨は、主としてnl:M岩か
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らなり深成約宜Iなどを伴う A併とこれらに火山岩顕在伴う B併に分知されたが、 B併はrtl23の屈曲日

杯のみであ った. なお、ここで識別された砂粒組成は.深成w顛のu.~現傾向に迎いが見られるものの、

民11 111 守木曽川町脱砂利lJま(藤娘、 1開8) と大きく ~'/iJ'するものではないことから 大きくは在地の

砂粒組成と与えられる.

城之内迎跡から 11¥1:した塑鮪の胎土材料と比較した場介(雌船 占崎、 1999).外洋成粘土や海成

1'.H などこの地械には分布していない地M粘土をH!川した t泌を除外したよ品合、全体的に淡水成粘土

とIW定された胎上では日部化石が少ない場合が多く、砂粒は tlこ堆削岩膏iや深成岩宵1からなる組成を

示すIltiIがtいことから、知似した組成と考えられる.

材料粘土について見ると 旦磁化石の少ない粘土を川いた胎」が特徴的であるが、この地域の材料

が町il.:の粘 tとして利川されたものと仮定したぬ合、周辺J域の峠織はチベー卜や砂訟などの破L、rj:1
占生府が分イ，-jることから、対盈となる粘土陪は沖制附あるいは洪刷用が対晶と在る.れl'刷陪として

は.平成5年-7'1ーにかけて岐阜市遺跡調査会により調査された城之内遺跡では、北側の l区ゃ 2A

区において硝認された11m前桂以降の堆刷物が相当する(岐印.Ii刷ULI:J由区画監町訓告 舷阜市遺跡

調査会、 1996).また 洪積層11. IX層-s X府の際隔に相刊し IX府の白色~淡黄白色粘土やX陪

の録灰色砂質粘よなど粘土質堆刷物が児られた。この洪積肘は 平成 6-7'1度の個油企阜県文化財保

護センターによる柑之内遺跡の調査において段丘Lilとして児られた (tl1~1~;~土木部 制湖主阜県文化財

保護センター、 1997).なお、これらの粘土質堆刷物は、珪穏化石が堆HH去の溶出等により非常にt少

ないことが分かつてきた.こうした珪藻化石の少なさが船上町粘 l材料に反映したことが予想され、

在地材料としての可能性がより74いものと推定される.

下両郷一本松迎跡が立地する地域は、沖積面であり沖積Mが耽積する地械と考えられ.珪穏化石が

少ないとTfった特徴を示すれl '般市の粘土質~;li'l物が平'1川された可能甘が考えられる. さらに、胎土・'11

の砂粒利l成は、砂堆刷物 1:1 1の砂粒組成を反映 し、 HHi1'，;1矧を uふとして深成岩~ìを合むような A併の

特徴をポすものと身える。

この地域における粘土あるいは砂粒の特徴は 迎跡のj主総雌刷物の特徴を調べないと断定的な:j'J~は

古えないため、発制調査においてJj;刷物を採取して調査 分析する必要がある.この占については今

怯の珠樹としたい.

8 その他の特徴

こごでは l出土材料に閲するその他の特徴について杭干まとめておく

No9-NoII . No15-No17 'No21 .No25の胎土中では 顕微鏡 Fにおいて確認される数~数十ミ

クロンの微細な尚色あるいは県社i色粒子が高官1Jt'に合まれていた。とれらは 鉄分の多t唄、昧のある

軌上を続いた叫にいl械の微細粒子が見られたことから(蹴制 .'i崎、 1999)、制鉄鉱立どの鉄分の事

い粘 tであることが椛定される.

No 2 や出 14 の肋上中には、イネ科柏物の灘身に形成される刷物fl 椴体が~ J誌に合まれていた。 ごの

M物時限体化石(一般的にプラント オパールと呼ばれ、稲作推定としてJ:1Jl分析として利用される)

は、イネ科柏物を焼いた叫にそのまま残ることから、焼いた叫にできる灰貨を除粘材として利用した
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可能性が考えられる{脱線、 1998)。立お、Na12の胎土中には、こうした灰質物をlfij(，させるような

植物珪阪体化石の塊が古まれていた。

Na1やNo6f.cどの胎土中には テフラ起源と推定される火山ガラスが多く古まれているが、材料と

してテフラが分布する地域で作られたことを示す。

9 おわりに

ここでは1西郷一本松}fi跡から出土した日杯矧胎 tの材料について検討した。ここで記縦した特徴

が今怯土器研究にどのように削わっていくかは明確でないが、土;出作りにおける謀本的な事柄である

ため11"i;tに重要と考えている。ただし ここで行った方法は、 一部とは言え土器の破岐を伴うこと

考古学的な形質 形態を記載する方法とは興なり全ての土器胎土について澗べることが出来ないこ

と、土器胎jのミクロ的な記載であり岩石学的 古生物学的記述が合まれ土器研究者には容易に理解

されないこと、など問題もある。こうした問題はあるものの、胎土材料についてはある程度実体を把

控するまで調べ立けれはならないと考えている。
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第 15表土器胎土中の粒子組成一監表
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粘土の特徴 砂祖の特酷
医科 器積 問

分刻 櫨刻 起源 その他 鞄度(μ・) 最大砲世 タ手頬 摘度嗣()は極端な場合、 []は柿) その他 l その他2

屈折外反高杯 2 ム 水成 70-5凹 1.20 A， 唯輔自頭、チ7ラ‘揮成岩頭 ガラス高出現

2 杯部外反高杯? 2 d 水成 70-400 0.60 A， 堆樹岩剤、深成岩剤、 テフラ‘ [蝿灰岩周I 植物l!酸体化百多直

3 回折外反高杯 2 その他 60-300 0.60 A， 堪摘岩剤、探成岩剤、テ7ラ

4 宵段高杯 3 。水成 70-400 0.70 A， 堆積岩頬、探成岩頭、テ7ラ、 [褐色火成岩頗]

5 脚付き" 3 O (潰ホ成) 70-500 0.60 A， 理"岩輔、堆植岩頭、テ7ラ

6 有段高杯 3 d 水成 80-500 0.65 A， 堆摘岩類、テフラ、"成岩剤、 [片岩頼、離灰岩畑] ガラス高出現

7 有限高杯 3 その他 100-500 ι95 A， 深成岩剤、堆摘岩瀬、子7ラ、 [揖灰岩期]

8 (腕形}高杯 3 企 水 .. 70-600 1. 20 A， 堆摘岩剤、商"岩頗、デ7ラ

9 有段高杯 3 ム 水成 骨組褐色粒子高密度 !00-500 1. 30 A， 堆摘岩商、預"岩頭、チフラ

10 器台 3 ム 水" 微細禍色粒子高官度 60-500 1.10 A， 堆楠也剤、潔"岩期、 T7ラ、 [1蝿灰岩瀬] 楠顕在酸体

11 有段高師 4 。(説水成} 極細栂色粒子高密度 40-200 0.50 A， 地摘岩，.，深成岩旗、デ7ラ、 [同色*成岩蹟]

12 有段高杯 5 d ホ成 50-350 0.90 A， 堆積岩頭、環"岩畑、テ7ラ 砂買胎土 植物荘酸体蝿合塊

13 有段高杯 4 その他 80-400 ¥.6C A， 深成岩期〉堆摘岩畑、 T7ラ、 [火山岩瀬]

14 属折制高杯 5 。老長水成 沼沢地期 60-回目 。‘85 A， 堆檀岩1107'7ラ、，.. ，岩頬 ガラス高出国 植物I主酸体化石多量

15 屈折開高杯 6 O [演水域) 徹細褐色粒子高密度 50-150、大型 1.80 A， 堆摘岩頗〉褐色大成岩瀬、課成岩剤、 テフラ

16 屈折脚高杯 6 。(槙水成) 微細梢色粒子高密度 60-250 0.65 A， 課，.岩頭、唯摘岩頗屯チ7ラ 焼"温度低い

17 屈折開高杯 6 。[漉水/$.) 徴細褐色粒子高密度 60-400 。.95 A， 堆積岩頗〉漂成岩頭、 テフラ、 [揖灰岩期]

" 
屈折脚高杯 6 。(車水成} 6()-200 。‘官。 A， 堆剛岩頭〉宮署成岩頭、手7ラ‘ [1睡眠岩頭]

19 周折脚高杯 6 その他 60-200 0.60 A， 唯楠岩頬〉子7ラ、 [揮成岩蹟、 揖灰岩蹟]

20 屈軒脚高杯 6 O (読ホ成} 60-300 1.50 A， 堆植岩畑、テ7う、醸成岩鋼、 I同色火成岩期] ガラス高出現

21 屈折脚高杯 6 ム 水成 微細栂色桂子高密度 90-700 2.40 A， 堆積岩頗〉探成岩頭、テフラ、褐色火成岩頗

22 園町開高杯 6 。淡水成 沼沢地頭 80-250 0.95 A， 壇楠岩踊〉環成岩頭、チ7ラ、 [1贋阪岩間、禍色火属岩周]

23 屈折脚高杯 e 。淡水成 沼沢地周 100-600 1.60 B 堆檀岩期E火山岩期〉深成岩剤、子フラ、 [揖灰岩頗]

24 屈折脚高杯 6 O (模水成} 70-150 1.40 A， 堆積岩頭Eテフラ、 [深成岩餌]

25 屈折胸高梓 6 O (漉水成} 骨組褐色粒子高密度 40-200 1.50 A， 堆楠岩頗、課成岩蹟、テフラ

26 杯部腕商品高杯 7 A 水成 80-250 1. 90 A， 培闘岩顛〉環成岩周、テ7ラ 砂買胎土

27 杯部柚JI~高杯 7 d ホ成 70-250 1.00 A， 唯植岩贈、揮"岩剤、 [テブラ] 砂買胎土

28 屈折胸高杯 7 ム 水 " 80-300 ι60 A， 探成岩頭、地掴岩朗、テフラ

第 16表 高杯胎土の粘土および砂粒の特徴
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図版2土器 胎土中の砂粒顕微鏡写真(スケル;No.1 . 11 ; 40畑、地2.3;100問No.4: 200問No.5-10;20同}

1 価撤収餓体1tl1O Z 凝灰\~'- (側敗ニヨル) MllS 3. J)1品質 (itqニコル) 1b13 
4 掬品質{直交ニコル)1b4 5 ガラス鴨(附般ニコル) 1tl20 6 骨針化GNo.20

7. ，量様化行 (Eullot!a“) t~23 8. ft;薄化fi(1'i11仰 IL11'I.1~同 1 1o:125 9. JJ:婿化石 (Mdosir.l向旬，) ~ 16 
10. n線化百(白紙~伺 S 胤/11>問L，~刷四“) s:;'27 11. fjf‘化石 (正阿'lIcmiil/u富山) s:;.22 
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図版3 土 器 胎士中の粒子顕微鏡写真(スケルNo.l"2"6は5田ミクロ人恥'"'凹ミク日:.-，No.4'S1110aミクロノ)

1 前W胎土の状況写真 (No.I4) 2 高W必;Jの妙貿胎 t:(No.I2) 

3 植物技何度体化石高得度に含む飴J:.(No.I4) 微細褐色胞子高密度に含む胎土(!'b15)

5 灰賀線植物枚目度体化石棺集.tt(No.I2) 6 絢色火山山石刻(No.I5)
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第 3節 下西郷一本松遺跡の住居跡出土炭化材樹種同定

植凹弥生(パレオ ラボ)

l はじめに

当遺跡の弥生時代終末期一古噴時代挫!聞の兇なる時191の6件の住居跡から出土 した炭化材の樹極同

定結梨を報告する。炭化材が検出され樹組問定を実施した住居跡は 当遺跡における時期区分 3191の

5B9， 5191の5B30、6開!の5B4と5B12、81915B5とSB6である。

当遺跡は、棋尾川と長品川に扶まれた扇状地性の低地に立地している。当地峨周辺における弥正時

代~古地時代の低地に立地した住居跡の建築材樹舗にl到する資料は、舷阜市の城之内遺跡(拍問、

1997)、った垣TI1の今宿泊跡(柏田 1998)などがあるが、あまり多くは知られていな".従って当遺

跡における樹極澗査は 地域-{i}の建築材の樹組利川や木材の供給源であった周辺森林の械相を理解

する資料の搭制となる。

2 炭化材樹極同定の1i法

先ず炭化材の横断而(木仁1)を干で削り実体顕微鏡で針葉樹材 l世孔材環孔材などのおおよ

その目安をつける。アカガン亜脱 コナラ節 クヌギ節 クりなどは、横断而の管孔配列が特徴的で

あり実体顕微鏡下の観察で同定可能であるが、それ以外の分類併については吏に 3方向の破断面(横

断面l 接線断而 放射断而)を作成し、走査泡子顕微鏡で拡大して組織を観察し、同定を決定した。

走資屯子顕微鏡聞の試料は、 3断而を 5"，角以下の大きさに控え、直径 1cmの真純製試料台に両而

テープで悶定し、その周囲に導電性ぺーストを塗る。試料を充分乾燥させた桂、金燕i'iを施し、走査

電子顕微鏡(日本市子側製 J5M-T1同型)で観察と写真船影を行った。

3 結晶l

樹麟同定結果の-'f.!を第 17量に示し、各住居跡ごとの検出樹舗とその点数を第 18告に示した。当

遺跡の住居跡6刊の出土炭化材樹櫛を調査した結m、多陥E樹 常緑広葉樹務諜広諜樹 イネ科の約

17分茸i併が特定できた。針葉樹は、モミ属 マツ同抜維管*亜属 ヒノキ ヒノキ同の4分百II怖が検

出され その{まかに保存が~ll.\ <針葉樹Iであることまでしか確認できなかった試料が多かった。 'ìi~緑広

葉樹はアカガン担問 ンイノキ崩サカキ ヒサカキの 4分官11併、落葉広葉樹はクリ クワ鴎サク

ラM カマツカフ イヌエンジュ カエデ服 エゴノキ印の 7分類群であった。そのほかに保存が盟

いため散礼材や広結樹材であることまでしか確認でき立かった也のがある。イネ科ではタケ亜科(タ

ケ ササ茸11と草本悼のイネ科の枠が確認された。

以下に樹組問定の般拠とした材組織の観察結架を分煩順に記載する。

(1) モミ防 Abiesマツ科医版 4 la-lc (SBSト7)

仮泊管 放射J:細胞から立り樹脂細胞はない針葉樹材。放射柔細胞の壁は}'lく政射断而において接

線Siに数時状肥宇が児られ、上下端の細胞はときに山形になる。分野殴孔は小型のスギ型とヒノキ型、

l 分野に 1-4畑、炭化材では孔口の大きさが不揃いに見える。政射組織の細胞悶は比較的高L、。
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モミ腐は常縁日木で、 1理fFから温4i?下部の山地に時過に児られるそミ、?世帯上部の高山に生育する

ウラジロモミ ンラベ アオモリトドマツ、北海道に1:背するトドマツの 5舗がある。いずれの材も

剥l織は茸i似しており区別はできなl、。材質はやや幌軟でJII工は容易であるが保存帽は低い。

(2) マツ防線維管束iU!kJSPiTluS subgen. Diploxyloflマツ科 図版 42a-2c_ (SB4-1) 

垂直 水司'樹脂沼がある針葉樹材.分野壁孔は窓状である。放射仮道管が肱射組織の上下端にあり、

その内壁には肥厚が認められた.放射仮道管内盟の肥1事が、アカマツは鋭利な鋸I胡状をなすことで、

クロマツは比較的ゆるやかな鋸闘状をなすことで区別できる場合もあるが、いずれの試料も内腔に蝦

り出た肥厚部分が矢部しているため、アカマツとクロマツの議日lはできなかった.

アカマツは二次林の代表樹高nである。また自然分布ではアカマツは内陸部に、クロマツは海岸部に

~いといわれている。 材は耐湿性にI是れている .

(3) ヒノキ Chama目見u1riSobtu担 Endl図版 43.-3c (SB6-JI 

仮道管 放射柔細胞ー樹脂細胞からなる針灘樹材.晩材部の量は訓常に少なl、.政射組織の壁は平

前、分野壁孔の孔口はやや斜めに細り郎、たヒノキ型でおもに 2個が水平に盤然と配列している。

(4) ヒノキ~J:1 Chamaecy，ρ'ans ヒノキ科

分野盟孔の輪郭は丸くヒノキ型であるが、保存が弾いため分野壁孔の特徴が充分観察できず、ヒノ

キとサワラの識別が出来なかった飲料である。な布、サワラの分野2iLの孔口はヒノキより大きく開

口している点で譲別している。

ヒノキ属は温帯に分布し、本州の福島県以南 凹国 九州の山中のやや乾燥した!毛細や岩上に生育

するヒノキと、ヒノキより分布域は狭く東北南部から中部地方の沢沿いの岩上に生育するサワラがあ

る.材は耐朽性切削性閉l裂性にすぐれる。

(5) コナラ崩アカガシ~~凪 Quercussubgen. Cyc/obaJ<1llopsisプナ科図版 54a-4c (SBI2-42) 

~合政射組織を挟み小型_rjl型の単独管孔が欣IH方向に配列する放射孔材。 迎行の穿孔はiil であ

る。放射組織はlji列と広放射組織があり、道管との盟孔は大きくて、柵状 交E状に配列している。

アカガシ亜属は常緑性でいわゆるカシの仲間lで、おもに暖温帯に分布する.山野に普通なアラカ

シ アカガ;/.;/ラカン、関東以南に多いイチイガン ツクパネガシ、湖Iisや乾燥地に多いウパメガ

ン、 3墜さに強くプナ般の下部まで分布するウラジロガシなどがある。材は丈夫で弾性や画れ世性がある。

(6) クリ Castan剖 crenala日eb.et Zucc プナ科図版 55a-5c (SB30-JI 

年輪の始時に大型の'IT孔が官接して並び、除々にi宣告減じてゆき 晩材では非常に小型の骨孔が火

炎状に配列する邸孔材.遺骨の穿孔は単一である.政射組織はlii列同性のみで、 i且管との壁孔は大き

くて.柵状 変E状に配列している。

クリは北海道西南部以南の暖帯から温帯下部の山野に普通の落葉高木である.材は粘りがあり耐桁

性にすぐれている。

(7) ンイノキ属 CaSl1l/lopsis プナ科図版 56a-&; (SBI2-19) 

年輸の始めに中型からやや小型の廿孔が11¥1陥を聞けて配JiiJし、除々 に径を減じ、 l且材では非常に小

型の骨孔が火炎状に配列する邸孔材。道管の穿孔はlji一、放射組織は単列向性である.年輸始めの管

孔が1m隔を聞けて配位していることからクリとは児なりシイノキ属であることが判る.
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ンイノキ踊は暖41?に生育する常緑高木で、関東以西に分布するツプラジイと偏向11Lと新潟県佐渡以

南に分布するスダジイがある.材は堅い。

(8) クワ崩 Morusクワ利悶版66a-6c 15B12-191 

'1輸の始時にrjr~I目の骨孔が配'9')し除々に径を減じ 晩材部では小型やJlo'i;rに小型の管孔が集合がし

て分布する周孔材.迫骨の間孔はやや大きくて交互状、穿孔はljl 、小道管にらせんH巴厚がある.肱

射組織は異性、 1-4細胞帽の紡錘形、上ド端に方形 直立細胞があり、道管との1控孔は大きて吏亙

状に配列している。

クワ属は落葉高木または低木で、温帯から亜熱，mのI.l.lq:rに広く分布するヤマグワと、和歌山県 中

間地方 四国 九州の吸41?の山中にまれにあるケグワがある。材は重硬 強靭で心材は特に保存性が

日b、。

(9)サクラ属 丹1l1lUSハラ科図版 68a-& 15B~ト 11

小型の管孔が年輸の始めはやや宮に分布し、その桂政射方向陸線1]向 斜状に組合している散孔

材.辺智の穿孔は単 、内腔に細いらせん肥l事がある. 放射組織は異性、 1-3細胞幅、道管との~.!

lLは小型で密在する。

サクラ腐は暖fiFから温41?の山地に生育する"M!tl.ム!t樹林の代表的な問で多くの脱を合み、モモ ウ

メ スモモなどの紋Jl"rflnも合む.材は粘り気があり強〈、保存性色町い。

(叫 カマツカ?POI1r1hia剖 vil105<1(ηmnb.) Decaisne var.laevis (Thunb.)Stapf .dラ科図版 814a-14c 

15B12-321 

非常に小型の管孔が主に単独で一線に分布している散孔材.道管の盟孔は吏E状、穿孔は単 、内

腔にはらせん肥平がある. 放射組織は平伏細包と IiJf~細胞からなる紫性、主に 5細胞幅である.

カマツカは丘陵や低山地に相通の落葉低木て'ある.材Iま耳l堅強靭である.

(11) イヌエンジュ M"<lckωWllurensisRupr. et Maxim. subsp. buergeri (Maxim.) Kilamuraマメ科図

版69a-9c 15B30-17) 

年輸の始時に大型の骨孔が配列し 徐々に径を減じ 晩材部では非常に小型から極的て小型の管孔

が塊状や集合帯となり分布する周孔材。周囲状 41F状呆組織が顕著で、接線l面前においてやや隔階状

が見られた。道管の盟孔は吏互状、穿孔は単一、小道管にらせん目印字が認められた.政射組織は典性、

1-5細胞幅、上下端に方形細胞が見られる。

イヌエンジュは北海道から中部地方の温11?の川以や山地の特縁に生育する部部品木である。材はぞ

や量破で強度もあり、 ;ß; ，t;tは耐朽性が7Jj~、。

ω カエデ臨 A田 rカエデ科図版 7!Oa-11k 15BI2-111 

小型の管孔が単独または2-3個が般射方向に被告して分布しており、 .'F輪抑は不明瞭な散孔材.

道骨の穿孔はlji一、内般に細いらせん肥l草がある。放射組織は同性 1 -"細胞幅、道管との壁孔は

交E状で孔口はやや大き l、。

カエデ属は日本全土のUJ}'1j川、ら t凶作の山地や谷 111I に ~tfl し、約 26顧と多くの変舗が知られている 。

材は堅く級官でi~)れにくく、保存性は中程度である .

U~ サカキ Cleyenlj;.1ροm回 lnunb ツノ《キ科凶版 7l1a-11c 15B12-351 
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JI常に小盟で多角形の管孔が密に分布する散孔材。道管の'¥HLは階段状、穿孔は腕絡の数が多い階

段律孔.政射会u織はliゆlYe性、道管との堕孔は焚互状階段状である。

サカキは広州の説城県および石川県以西より南の暖mlJ、らilfo.熱fi?に生育する常緑小高木である。材

は強靭 堅硬で押l裂困難であり丈夫である.

U'I ヒサカキ EUI刊 Ja同町田川 unb ツパキ踊 図版 712.-12c (5sI2-1) 

非常に小型で~1'1形の管孔が密に分布する散孔材. 道管の慣孔は交 fz状から階段状、穿孔は随時が

多い断段穿孔。政M組織はy，性主に2細胞幅、過骨との噌孔は交互状階段状である。

ヒサカキは岐41?の林ドにきわめて普通の常緑の小尚本である.現在では小物部具や薪炭材の利mが

知られている.

(同 エゴノキ照 Slyraxエゴノキ科 図版 8 13.-13c (5日12-301

やや小胆のi'l'fLが単独または 2-4個が放射方向に傾合し、 l世材部では径が小さくなり分布市肢も

減少する散孔材.泊骨のりIT孔は小型で交E状に密在、穿孔は腕仰が少ない附段穿孔.政射組絡は典性、

1 -4細胞師、多列部の上下端は方形 直立細胞からなる111州都が延び、迫骨との盟孔は小型で吏互

状配列である.

エゴノキ属はl理4i?から:世帯下部の山地に生育する部集雨水で エゴノキ ハクウンポク コハクウ

ンポクがある.材のf'lfflは柄や器具に多く使われる。

同 タケ!l1!科 Gramineaesubfam. Bambusoid田eイネ科 凶版 8 15. (5s30-2) 

やや硬貨の科の破片.科の内側に表皮陪が認められたことから.中空なf，!であることが判る。維特

*は不韓中心柱でhi]心1'11主に配世している。科の外聞にlii:白する維骨m鞘は特に叩く発達し 厚壁の

繊維割問包だけの塊も品状に密在し 科を竪く支持している様下がわかる。このような形質からイネ科

のタケとササ矧を合むタケ!lE科であると同定した。

t、わゆるタケ ササの fl l t ln!で 1 2 鴎が含まれ、 中凶や東南アジアから移入され~&.t;~により広まった

ものが多く .ササ矧は多くの野生樋があり タケ知ではハチク マダケは"，ドに野生していた可能性

があるといわれる。 ~i!の破片や組織のみからは属や車Rを識別することは難し L 、

間 平本性イネ科図版8 16a (5B9-9) 

試料{卓、制11く軟質で脆い枠のJlS合である。稗は完形ではなく、 中心部111崩れている。維管束が散在

する不離'11，e，..、柱であり、!早壁の繊維細胞からなる維骨車鞘は外周の維'官*では非常に細胞層が厚¥-¥0 

保存が虫色いため、。本性のイネ科のf，!であることまでしか判らな 1'0

4 まとめ

当;n跡の1m建築材には、針葉樹と常緑性および部集甘の広娘樹を合む椴教の樹騒が使われていた

ことがlリ l らかになった。 企般的には 、 ヒノキやヒノキ属の酎柴樹とアカガシ~m属とシイノキ属の常緑

広拙樹が多い傾向が見られ、部主E広葉樹は多船舶が検出されたが各副知の検出点数は少tn、。従って

当辿跡の11町跡は、ヒノキ ヒノキ防の針葉樹材とアカガン!I11k1¥ ンイノキ廊叫t緑広葉樹材を主体

として、観数の部品E広誕樹材を利川していた傾向が耽み収れた。また、 31引の5B9は針葉樹材が主体

であるが、 5191の 5s30や6191の 5B4と 5B12では酎禁制に加え市柑広葉樹也事くなり、 8191の 5B5



- 168 -

とSs6では針葉樹が減少または検出されず市緑広葉樹が，Uみとなる。このように 3)聞から 8)1)に向

かい針葉樹材主体から常緑広葉樹材ま体に徐々に樹極利用が変化したように思われる。 しかし、 つ

の遺跡においてこのように許制な時期に基ずさ 住居材を潤査した*例はあまりないようなので 当

遺跡の変化が当地域全般に普遍的なものであるかは、今後の事例の帯績を待つ必要がある。

立お、今宿遺跡の弥生時代後間lの級数の焼失住居跡の炭化材は、ほとんどが針葉樹であり その樹

植はヒノキやヒノキ脱が圧倒的に多く検出されている(植問、 1998)。また柚阜市の城之内遺跡の古

噴時代前期の住居跡からはクリとンイノキ属が確認され、それ以外の保存の惑い炭化材もクリまたは

ンイノキ鴎であった(植凹、 1997)。これらの事例は、当遺跡の各時}聞の結県と調和的であるよにも

思える。

十mu文献]

摘!日弥生、 1卯 7 史穴伎J聞から出 tした鋭化"の附樋 12;"126 図版'"_r滋凹城之内遺跡j 償津川t県文化財保提センタ . 

純国弥生 1便為8 弥生時代後期の焼失住館跡から出土した炭化材附姐j向;i!"，31-37， r今耐遺跡(節2分冊)1. (J!l過去阜県文化財保機セノ ター.
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住居陣世料No.I 分掴総 住居肺世料"'-1 分額鮮 住居跡R料尚氏 分額群

584 マツ属裡雄菅東亜厩 5B9 21 針葉樹 S812 28 不可

5日4 2 クリ 5B9 22 針葉樹 SBl2 29 歎孔材

SB4 3 クリ 5B9 23 倉tJ権樹 SB!2 30 エゴノキ属

SB4 4 シイノキ属 .5B9 21 針諜樹 S8!2 31 不可

584 a シイノキ属 5B9 25 ヒノキ 5812 32 力マツカワ

584 6-1 マツ属捜雄官東亜属 5B9 26 タケ亜科 5812 33 ヒサカキ

584 6-2 γイノキ属 5B9 27 アカガシ亜属 5812 34 サカキ

5B4 7 タケ亜科(φ8m叫 589 28 針葉樹 5812 35 サカキ

5B4 8-1 マツ属裡雄官東亜属 5B9 29 針葉樹 5BI2 36 サカキ

SB4 8-2 ンイノキ属 5B9 30 不可 5Bl2 37 サカキ

Ss4 9 タケ亜科 5B9 31 不可 5Bl2 38 サカキ

S日4 10 ンイノキ属 5B9 32 針葉樹 5BI2 39 シイノキ属

5s4 11-1 マツ凪裡雄管東亜麻 5B9 33 針葉樹 5BI2 40 サカキ

5s4 11-2 アカガνE属 5B9 3-1 不可 5BI2 41 アカガシ直属。

5B4 11-3 クリ S812 ヒサカキ SBI2 42 アカガシ亜属

5B5 サクフ属 S812 2 針葉樹 5B30 クリ

5B5 2 サカキ SBl2 3 不可 5B30 2-1 クリ

SB5 3 アカガνE属 5BI2 イネ科 51330 2-2 タケ亜科(タケササ類)

SB5 4 サカキ 5Bl2 5 広葉樹 5B30 3 イネ科

5B6 ヒノキ 5B12 6 イネ科 5B30 4 ヒノキ属

5B9 針葉樹 5B12 7 不可 5B30 5 ヒノキ属

589 2 じノキ SsI2 8 ヒサカキ 5830 6 ヒノキ属

5B9 3 ヒノキ属 5812 9 不可 S830 7 アカガシ亜属

5B9 4 ヒノキ SBI2 10 イネ科 S830 8 不可

SB9 D ヒノキ 5812 II カエデ属 5B30 9 針葉樹

S日9 6 モミ属 5812 12 不可 51330 10 イネ科

5B9 7 モミ属 5Bl2 13 クワ属 51330 II アカガシ亜属

SB9 8 革本性イネ科 5B12 11 不可 5B30 12 アカガγ亜属

5B9 9-1 草本性イネ科 S812 15 広葉樹 5B30 13 不可

5s9 9-2 ヒノキ S812 16 倣孔材 5B30 11 アカガソ亜属

5B9 10 不可 5812 17 アカガシ亜属 5B30 15 不可

5B9 II アカガν亜属 5B12 18 針葉樹 S830 16 イネ科

SB9 12 針葉樹 5B12 19 ンイノキ属 5B30 17 イヌエンジュ

5B9 13 針葉樹 5sl2 20 不可 5B30 18 針葉樹

SB9 14 不可 5Bl2 21 広葉樹 5830 19 不可

SB9 15 針葉樹 S812 22 ンイノキ鳳 5830 20 不可

5B9 16 針葉樹 5812 23 アカプ1'/~属 5830 21 ア力ガγ亜属

5B9 17 カマツカ。 5812 21 アカガゾ亜属 5830 22 広業樹

5B9 18 不可 5812 25 イネ科 5830 23 ヒノキ属

5s9 19 針葉樹 5B12 26 シイノキ凪 5B30 2-1 ヒノキ属

SB9 20 針葉樹 SBl2 27 広葉樹 5830 25 イネ科

第 17褒下西郷本松遺跡住居跡出土炭化材樹種同定結果
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住居跡 5B9 51330 5s4 51312 5日5 Ss6 

分類群 時期 3期 5期 6期 6期 8期 8期

針葉樹 モミ胤 2 

マツ属複維管東亜属 4 

ヒノキ 5 

ヒノキ属 5 

針葉樹 15 2 2 

常緑 アカガシ直属 2 5 5 

広葉樹 シイノキ属 5 4 

サカキ 6 2 

ヒサカキ 3 

落葉 夕日 2 3 

広葉樹 クワ属

サクフ属

カマツカ?

イヌエンジュ

カエデ属

エゴノキ属 l 

広葉樹 4 

散孔材 2 

イネ科 タケ亜科 l 2 

草本性イネ科 2 

イネ科 4 4 

合計 29 I 21 15 34 

第 18表下西郷一本松遺跡住所別の樟出樹種比較
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5812樹植岡定館料出土位置図
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" モミ 嗣 {側断面}

589-7 bar:O.5. 

2.マツ踊術総符刻!.i種隔 (機断面)

S刷] bar.O.S. 

SIJ6.1 bar.O.Sa 

'" ミ 縦 (俗~ー断面)

S8¥!.7 barカ1・

2bマツ樹被総智司区~-踊 {徳観断画)

SBH bar.O.1・

5B6-1 OOr:O.1圃

，， ~ミ ."歓射断面)

SB9-7 bar:O.1・

k マツ闘償機管街並属 (放射断面)

阻 4.' bar:O.05. 

511ら1barセ0.05_

図版4 住居跡出土炭化材の組織写真(1) 
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bar:O.5・

h クリ{検断副ゆ

5B3Q.1 bar:I.Om 

5BI2.]9 bar:O.5m 

5B12-42 b吋 1圃

5bクリ(俗.. 断而)

5B3Q.1 bar:O.lm 

5B12.13 bar:O.l圃

図版5 住居跡出土炭化材の組織写真(2)

$BI2-42 l>ar:O.1圃

k ク') (Mr:射断而)

5B3Q.l bar:O.1・

5sIZ.13 bar.O.1・
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